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 本論文は、明治期に来日し、ハンセン病者救済活動を行った 3 人の女性宣教師の活動の調査・
研究の結果を発表するものである。3 人の宣教師とは、1873 年米国ニューヨーク長老教会婦人
伝道局から派遣されて来日し、1894 年東京目黒村に慰廃園を創設したケイト・ヤングマン(Kate 
Youngman, 1841-1910)、1891 年英国国教会宣教協会(Church Missionary Society : CMS)から
派遣されて来日し、1895 年熊本黒髪村で回春病院を設立したハンナ・リデル(Hannah Riddell, 
1855-1932)、1907 年英国国教会福音伝播協会(Society for the Propagation of the Gospel: SPG)
から無給宣教師として来日し、1916 年草津湯之沢で聖バルナバ・ミッションを開始したメアリ













 筆者は 1990 年代を海外で暮らしており、リデル・ライトの調査をする予定で 2000 年に帰国
した。が、すでに 1996 年に駐日英国大使夫人ジュリア・ボイド (Julia Boyd)が、ハンナ・リ

















い予防法」は太平洋戦争(1941-1945)前に 1 回改正、戦後に 1 回改正されて、計 3 回公布されて
いる）。 
 府県立療養所が建設される前に、ハンセン病者救済活動を始めたヤングマンの慰廃園(1894)












と身延深敬園』では、深敬病院に医師がいたのは 1924 年（大正 4）である。復生病院に有資格
の看護婦井深八重が常勤するのは 1923 年で、常駐する医師林冨美子が就任するのは 1951 年で
ある。 















実、ヤングマンもリデルも同年(1894 年)に英国救らい協会（Mission to Lepers: MTL）から共
に、200 ポンドの寄付金を与えられ、用地を購入し、患者用の住宅を建設している。リーもミッ
ション設立後間もなくして MTL から寄付金が給付されるようになった。 








































回国際らい会議でらい菌の発見者であるアルマウェル・ハンセン(Gerhard Henrick Armauer 
Hansen)が、自国のノルウェーで行なった患者の隔離方法がハンセン病者数の低下に効果的であ
ったことを発表すると、「絶対隔離」の信奉者となり、1928 年に設立された「日本らい学会」で






















(1)  3 人の女性宣教師 







やその後の協力者や働き人たち、寄付金を給付していた MTL や米国救らい協会(American 









ていた父親を病気で失くし、その後母子 3 人は父の実家の離れに居候をしていた。兄は 14 歳で




























































































































































































を閲覧・複写させてもらった。映画『小島の春』の VHS テープは、ネットで入手した。 
(2)  3 人の女性宣教師 
＜ケイト・ヤングマン＞ 
 ヤングマンに関しては、好善社の前掲書や大西の前掲書を熟読した。ヤングマンの手紙はマ
イクロフィルム (Presbyterian Church in the USA Board of Foreign Missions. Mission 
Correspondence and Reports (microform), 1833-1911.)に所蔵されているので、ネットの「長老
教会歴史協会(Presbyterian Historical Society)」に依頼し、複写・送付してもらった。 
 また、ヤングマンとプラインの関係は、ネットで入手したヤングマン父方の家系説明書


























letter book 資料（リデルたち宣教師と CMS との個人的な通信記録）をスキャンさせてもらっ
た。ハンナ・リデルやグレイス・ノットなど CMS 宣教師の年次報告書は、マイクロフィルム(CMS 
Annual letters of the missionaries、1886-1912)に記録されているが、日本国内で唯一所蔵して
いる大阪の桃山学院大学図書館に出向き、閲覧・複写させてもらった。SPG 宣教師ヒューレッ
トの通信文も、マイクロフィルム（The SPG and East Asia: copies of letters received and sent, 
1872-1931）に記録されているので、京都にある国際日本文化研究センターで閲覧・複写させて
もらった。 
 本田増次郎に関しては、「本田増次郎自叙伝『ある日本人コスモポリタンの物語』(“The Story 
of a Japanese Cosmopolite” As told by himself)の紹介(1)~(3)」が、長谷川勝政氏により翻訳さ
れて『桃山学院年史紀要』23〜25 に記載されており、本田増次郎とリデルの関係を知る上で役
に立った。また、長谷川勝政 (2008)「高等英学校の変革を支えた理念：英国聖公会宣教協会書
















 2011 年 7 月には、コンウォール・リーの父の生家で、リーが 21 歳になるまで母親と住んで


























ス・ヘッドは 1 階がパブ 2 階がホテルという安宿である。2013 年 7 月には、レプロシー・ミッ
ション・インターナショナル(英国救らい協会: MTL)の本部 The Leprosy Mission International, 
80 Windmill Road,Brentford, Middlesex, TW8 0QHUK を訪問し、リデル、コンウォール・リ



































































性院長」を置くことと示唆した (Perhaps the CMS will in due course grant a foreign (lady) 














 それから 8 年半ほど経って、1932 年 2 月にリデルは逝去するが、リデルとリーとが最後に顔
































































第 1部 近代日本(1868-1941)におけるハンセン病対策 















































1.  ハンセン病とは 
(1) らい菌の発見 
 1847 年、ノルウェー、ベルゲン(Bergen)出身の医師ダニエル・コルネリウス・ダニエルセン
(Daniel Cornelius Danielssen)は同僚のカール・ウィルヘルム・ベック(C. W. Beock)との共著









ノルウェーでも西暦 1,000 年には定着していたものと思われる。19 世紀初めになるとヨーロッ
パの殆どの国でハンセン病がみられなくなるが、ノルウェー西海岸に点在する孤立地帯には多
くの患者がいた。1 





















1Gould, Tony (2005) Don’t Fence Me in: Leprosy in Modern Times, pp. 61-66, Bloomsbury: London. 
2 1873 年初頭ハンセンは、ダニエルセンの娘ステファニーと結婚するが、彼女は同年肺結核で死亡する。 
3 Gould, op. cit., pp. 72-73. 
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表 1-1  ハンセン病の症状別タイプ 
 名前 英語名 症状と菌 
1 らい腫型 L 型癩 (lepromatous leprosy)  病変は全身の皮膚に及び、多菌型(MB)。 
2 類結核型 T 型癩（tuberculoid leprosy）  病変は局所に止まり、少菌型(PB)。 
3 境界型 B 型癩 (borderline leprosy)  上記 2 型の中間型、多彩に症状を呈す。 
4 未定型 I 型癩(intermediate leprosy) 感染初期の状態で、上記 3 型のいずれにも分
類できないもの。 
5 らい反応 R 型癩(reactionary leprosy） 特殊な病型。 






















5森幹郎 (2001)『証言・ハンセン病：療養所元職員が見た民族浄化』, p. 54, 現代書館. 
6スタイン、スタンレー&ローレンス・G・ブロッチマン（著）勝山京子（翻訳）(2007)『もはや一人では
ない』, p. 76, 明石書店.（Stein, Stanley & Lawrence G. Blochman (1963) Alone No Longer.） 
7国立ハンセン病資料館 (2007)『開館記念誌』, p. 29. 
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画像 1-1 ハンセン病による主要な症状図 
 
出典：国立ハンセン病資料館（2007）『開館記念誌』, p. 29. 









8鳥取県 (2008)『鳥取県の無らい県運動：ハンセン病の近代史』, pp. 3-4. 
9平凡社, op. cit. 
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ある。10 
(3) 日本のハンセン病 
 日本におけるハンセン病の記録は 706 年に公布された「大宝令」の戸令（こりょう）に悪疾























10 Gaudet, Marcia (2004) Carville: Remembering Leprosy in America, p. 13, The University Press of 
Mississippi: Mississippi. 
11山本俊一(2006)『増補 日本らい史』, pp. 2-3, 東京大学出版会. 
12平凡社, op. cit. 
13 Ibid. 
14生瀬克己 (2001)「ハンセン病者の歴史と役割」, 徳永進沖浦和光（編）『排除・差別・隔離の歴史 ハン
セン病』, p. 33, 岩波書店. 
15沖浦和光 (2001)「戦国期キリシタンの渡来と「救癩」運動」, 徳永進沖浦和光（編）『排除・差別・隔離
の歴史 ハンセン病』, p. 132, 岩波書店.  
16山本, op. cit., p. 15. 
17 Ibid., p. 137. 
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後藤昌文（しょうぶん）は 1871 年（明治 4）11 月東京府下に私設らい舎を建てて診療を始
めたが、1875 年（明治 8）4 月東京神田猿楽町（さるがくちょう）に起廃病院を開設した。 
医長、会計事務、看護婦をおき、1875 年 11 月の在院通療の患者数は 25 名だった。患者数
は年を追うごとに増加し、『東京府統計表』及び『東京府統計書』によると、年間患者数は、
1878 年（明治 11）150 人、1879 年（明治 12）285 人、1880 年（明治 13）297 人、1881








去したので、昌直があとを継いだが、1908 年（明治 41）に亡くなった。23 
衆済病院： 
1882 年（明治 15）荒井作が東京駒込に衆済病院を設立。24 衆済病院は総合病院であり、
18Ibid., p. 16. 
19小川正子（2009）『小島の春』, p. 183, （1938 初版）, 長崎出版. 
20国立ハンセン病資料館, op. cit., p. 10. 
21山口順子 (2005)「後藤昌文・昌直父子と起廃病院の事績について」,『ハンセン病市民学会年報』1, pp. 
115-132. 
22光田健輔(1936)「癩療養所の出来た頃を語る」,『愛生』6 (10・11), 昭和 11 年 11 月 30 日. 
23山本, op. cit., pp. 20-21. 
24光田(1950)には、衆済病院は 1882 年創立とある。『衛生局年報』（第 6 年次 1880（明治 13）7 月〜1881
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ハンセン病患者以外の患者にも対応していたが、山口順子作成「内務省衛生局年報に見るハ
ンセン病治療病院」によると、1880 年 7 月から 1881 年 6 月にかけて、（梅毒患者を含む）
皮膚病患者は 198 人であった。同時期、起廃病院ではハンセン病患者数は 198 人。1881 年
（明治 14）7 月から 12 月までは、衆済病院では 114 人で、起廃病院では 189 人。1882 年






















後藤の門に入って免状を受け、直ちに帰郷し、1880 年（明治 13）1 月に「献替病院」を開設した。
年（14）6 月）に名前があるので、1800 年から 1881 年に創設されたと思われる。 
25山口順子(2006)「内務省年報が示す明治初期のハンセン病医療状況」,『ハンセン病市民学会年報』2, pp. 
173-180. 
26光田(1936), op. cit. 
27光田健輔(1950)『回春病室：救ライ五十年の記録』, p. 26, 朝日新聞社. 
28山本, op. cit., p. 21. 
29 Ibid., p. 20. 
30山口(2005), op. cit. 
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『熊本新聞』1894 年（明治 27）6 月 2 日に本山癩病院、同紙 9 月 2 日には癩病専門岩崎病
院の広告が掲載されている。1894 年 9 月熊本市には少なくとも 2 つのハンセン病専門病院
が存在していたことを示す。 
 
画像 1-2 ハンセン病病院の広告：熊本新聞「本山癩病院」1894 年（明治 27）6 月 2 日（右） 






31鳥取県, op. cit., pp. 9-10. 
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画像 1-4 横浜「増田癩病療養所」での治療風景（撮影年月日は不明） 
 
出典：Kikuchi, Ichiro(2008) “Hansen’s disease in Japan: a brief history”, Journal of Dermatology, vol. 





東京帝大皮膚科教室によって、1899 年 1 月から 1902 年 12 月にかけて行われた来院者の調
査統計が 1903 年に報告されている。「慢性伝染性皮膚病」の中で、ハンセン病と診断され
た患者は 709 名中 687 名であった。32 
京都帝国大学医科大学皮膚病花柳病科： 
京都帝大医科大皮膚病花柳病科の統計では、1903 年 1 月から 1908 年 12 月までの新来患者
32土肥慶蔵・栗田章司(1903)「東京帝国大學医科大学皮膚科教室新来患者統計」,『皮膚科及び泌尿器科雑
誌』3 (6), pp. 433-473. 
 32 
                                            
総数 18,339 名のうち、681 名がハンセン病と診断されたという。33 
福岡医科大学： 
1908 年のハンセン病外来患者数は 247 名で、内訳は福岡 140 名、佐賀 37 名、大分 25 名、




1903 年から 1908 年までの 6 年間におけるハンセン病外来患者数は 536 名で、男性 429 名









































33松浦有志太郎(1909)「癩ノ統計的研究」,『皮膚科及泌尿器科雑誌』9 (6), 明治 42 年 6 月, pp. 1-20. 




明治 42 年 6 月, pp. 29-31. 
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「本邦に於ける公立癩病院の現況に就て」,『国家医学会雑誌』330, p. 135. 
 






36土肥慶蔵(1901)「癩病の療法」,『中外醫事新報』511, 明治 34 年 7 月 5 日, pp. 28-29. 
37山本, op. cit., p. 24. 




39光田健輔 (1914)「本邦に於ける公立癩病院の現況に就て」,『国家医学会雑誌』330, pp. 126-145. 
40患者は熱瘤（ねつりゅう）を通常「熱こぶ」と呼んでいた。多磨全生園患者自治会（編）(1993)『倶会一
処』, p. 112, 東京：一光社. 
41光田(1950), op. cit., p. 100. 
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画像 1-5  泉州堺市岡村平兵衛製の「大楓子油」の広告 
 
出典：『東京醫事新誌』1903 年（明治 36）9 月 5 日. 
 













 プロミンの効果は、米国において 1943 年 11 月医学文献で報告された。日本では、東京大学
42スタイン, op. cit., pp. 370-377. 
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薬学部石館守三教授により合成され、1946 年から東大皮膚科、長島愛生園、多磨全生園で患者

















年代初めに今日標準的な治療法である多剤併用療法 (multi-drug therapy: MDT)が確立され、






2.  東京市養育院（1872-1999） 
(1) 成り立ち 
 東京市養育院は、1872 年（明治 5）10 月 17 日にロシア皇太子アレクセイが東京を訪問する
ことになり、外交的立場から帝都の恥をさらさぬようにという国家の方針のもと、東京府知事
の要請を受けて、前日 10 月 16 日東京府下に放浪する生活困窮者などを一掃して収容するとい
43山本, op. cit., pp. 261-265. 
44 Gaudet によると、自然界において唯一ハンセン病に感染する動物はアルマジロで、テキサス州とルイ
ジアナ州の研究では、概して、5 パーセントがハンセン病に感染しているという。Gaudet, op. cit., p. 15. 
45厚生労働省（2005）『ハンセン病問題に関する検証会議 最終報告書』, pp. 217-218. 
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う目的のため、東京府の公益事業や救済事業を行っていた営繕会議所により設立された収容施
設である。1876 年（明治 9）正式に東京府の管轄となるが、1890 年（明治 23）養育院は東京







表 1-3  東京市養育院のハンセン病患者数の推移：1989-1905 
年号 入院（名） 死亡（名） 出院（名） 逃走（名） 年末総計人数（名） 
1898（明治 31） 1 --- --- --- 1 
1899（明治 32） 8 3 4 --- 2 
1900（明治 33） 5 2 3 --- 2 
1901（明治 34） 13 4 2 --- 8 
1902（明治 35） 18 10 5 --- 11 
1903（明治 36） 28 12 5 --- 21 
1904（明治 37） 30 13 6 2 30 
1905 (11 月ま
で) 
19 13 3 9 24 
合計 122 58 29 11 --- 










46光田健輔 (1906)「らい病患者に対する処置に就て」,『東京市養育院月報』59, pp. 3-12. 
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居しているよりも、町の中で起こるさまざまなでき事を見物しながら暮らしている方が楽しい
と思い、出院を強請し、逃走を企てたりする。けれども、寒気が強く、病状が悪化してくると、
再び路傍に倒れて、養育院に運ばれてくる。122 人の入院者のうち 19 人は再三入院した病者で
ある。 
 かれらの出院および逃走を企てる第 2 の原因は、行旅病者費用の負担に堪えられないという
ことである。すなわち、養育院に行旅病者として入院するものは、ほかの普通患者と同じく、
行旅病者として 1 日 20 銭の費用が請求される。原籍不明者は東京府の公共団体より支出し、原
籍判明したものは扶養義務者の負担とし、扶養義務者のないものは、各府県の公共団体の負担
とする。1906 年時点で入院中の 103 名について、各都道府県および扶養義務者の有無は以下の
通りである。 
都道府県および扶養義務者の有無  
(1)  窮民       4 人 
(2)  原籍不明の者   68 人 
(3)  原籍明瞭せる者  32 人 
内訳 
東京   3 人     神奈川  2 人 
静岡   2 人     千葉   2 人       
茨城   1 人     山梨    2 人 
群馬   2 人     長野   2 人 
愛知   1 人     岐阜   2 人 
三重   2 人     和歌山  2 人 
福島   2 人     岩手  1 人 
富山   1 人     新潟   1 人 
愛媛   1 人     熊本   1 人 
鹿児島  1 人     大分   1 人  
 窮民 4 人は養育院の基本金の利子によって養われている。原籍不明の行旅病者 68 人は東京府











あると主張する。   
(3) 光田健輔医師と回春病室(1901-1909) 

















セン病の病理研究にさらにいそしむ。1897 年（明治 30）ドイツ、ベルリンで開かれた第 1 回国
際らい会議でハンセン病のらい菌による伝染説やハンセンが行った隔離療法の効果が発表され
ると、光田は、当時効果的な治療薬のなかったハンセン病の根絶には隔離療法が最適であると
考え、1901 年（明治 34）12 坪の独立した病室「回春病室」を設置、他の患者とは隔離して、
ハンセン病患者のみを収容する。48 
 明治 30 年代になると、ハンセン病者の収容人数が増えてきた。明治 34 年（1901）6 月末 18
名、明治 34 年(1901)12 月末 19 名、明治 35 年(1902)6 月末 20 名、明治 35 年(1902)12 月末 23
名、明治 36 年(1903)6 月末 23 名、明治 36 年(1903)12 月末 24 名、明治 37 年(1904)4 月末 23
47光田 (1906), op. cit. 
48光田(1950), op. cit., pp. 1-11. 
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本院に於ける該患者月々増加し目下にては少き時も、21、2 人多き時は 24、5 人に達し候も離隔室






  明治 37 年 2 月 17 日 
                        養育院長 渋沢栄一 
 東京市参事会 
  東京市長  尾崎行雄殿 
 
   東京都養育院（編）(1974)『養育院百年史』, p. 131. 
 
 患者が月々増加して、少ない時には 21、2 名、多い時には 24、5 名となり、隔離病室の収容
人数は 14、5 名なので、とても収容できないため看護婦室や診察治療所に収容しているという
困窮した状況を述べている。この上申書に対して、渋沢は東京市長から返事が得られず、困っ
た渋沢は 6 月に直接慰廃園に患者委託の請願書を出している。東京市養育院では患者 1 人あた
り 20 銭が割り当てられていたが、慰廃園では、患者 1 人あたり 30 銭なので、できるだけ 30 銭
支払ってほしいという返事を慰廃園から受け取り、1904 年 7 月 1 日より 10 名の患者が慰廃園
に委託されることになった（第 4 章参照）。 
 1879 年（明治 12）から 1931 年（昭和 7）までの 52 年間養育院長を務めたのは渋沢栄一で、





49東京都養育院（編）(1974)『養育院百年史』, p. 131. 
50森(2001), op. cit., p. 214. 
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 1898 年（明治 31）光田健輔は東京帝国大学医学部選科を卒業し、同年 7 月東京市養育院に勤
務する。1897 年（明治 30）ドイツ、ベルリンで開かれた第 1 回国際らい会議でハンセンが行っ
た隔離療法の効果が発表されると、光田は、当時効果的な治療薬のなかったハンセン病の根絶
には隔離療法が最適であると考え、1901 年（明治 34）12 坪の独立した病室「回春病室」を設
置した。1879 年（明治 12）から 1931 年（昭和 7）までの 52 年間養育院長を務めたのは渋沢栄



















 1907 年 3 月日本で最初のハンセン病に関する法律「らい予防法(1907)」が公布された。手本
にしたのは、ノルウェー方式で、市中に放浪するハンセン病者を収容・隔離し、富者は自宅で
療養することとした。この法律に基づき全国 5 カ所に府県立ハンセン病療養所が設立され、1909
















(1) 第 1回国際らい会議(1897)  







の終わりから 20 世紀の初頭にかけて日清戦争(1894-5)と日露戦争(1904-5)という 2 つの国際戦
争に勝利、明治政府は欧米諸国と肩を並べるべく、一等国また文明国としての国の体裁を整え





く見られたのは 13 世紀から 14 世紀頃で、その後は徐々に病者数が減少していった。その理由
は正確には分からないが、患者を療養所などに隔離したこと、黒死病（ペスト）の蔓延、人々
の食事や生活状態の向上、結核の流行などがあげられる。52中でも、14 世紀のヨーロッパでは







ハンセン病患者の症例があった。1859 年にはガイズ・ホスピタル(Guy’s Hospital)で、1865 年
にはブライトンで、また、1866 年再びガイズ・ホスピタルでハンセン病患者の症例が報告され
ている。56さらに、1868 年の『ガイズ・ホスピタル・レポート』(Guy’s Hospital Reports)には
ジョハンナ・クローリー(Johanna Crawley)という 54 歳のアイルランド女性がハンセン病患者
として取り上げられている。 57 パチャ (Pacha Z.)は、1888 年に開催された皮膚科学会
(Dermatological Society)で発表された 4 つのハンセン病の症例について認知していると述べて
おり、ニューマン(Newman)は、1889 年より以前に王立医学会の皮膚科学会にハンセン病の 20
51山本, op. cit., p. 39. 
52Gould, op. cit.,pp. 7-8. 
53 Manchester, Keith (1992) “Leprosy: The Origin and Development of the Disease in Antiquity”, 
Gourevitch, Danielle (ed.) Maladie et Maladies, Librarie Droz: Geneva. 
54 Karken, Arno (1995) Plague’s Progress: A Social History of Man and Disease, p. 85, Gollancz: 
London.  
55 G. W. B. (1945) “The Homes of St. Giles for British Lepers”, The British Journal of Dermatology, 
59-12, p. 433. 
56  Browne, S. G. (1975) “Some Aspects of the History of Leprosy: The Leprosy of Yesterday”, 
Proceedings of the Royal Society of Medicine, vol. 68, August, pp. 485-493. 
57 Gould, op.cit., p. 110. 
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症例が持ち込まれていたと証言している。58 






1951 年 6 月であった。59 
 一方、ノルウェーでは、19 世紀にハンセン病者が多く見られ、1855 年の国勢調査では全国民
1,500 万人のなかで、約 3,000 名の病者が確認されている。60 ドイツでは、フランスと同様に
殆どハンセン病者は見られず、1870 年ドイツ東部のメーメル(Memel)地方に 1 名の病者が確認
されただけであったが、27 年後同地方の病者数は 20 数名に達していた。61 そのため、ドイツ
ではハンセン病者対策が大きな課題となり、1873 年にノルウェーのアルマウェル・ハンセンが
らい菌を発見し、ハンセン病は感染症であるという発表を行ったことを受け、世界のハンセン











58 Browne, op. cit. 
59 Gould, op. cit., pp. 116 & 447.  
60 Jopling, W. H. (1971) Handbook of Leprosy, p. 1, Heinemann: London. 
61厚生労働省, op. cit., p. 610. 
62 Ibid. 
63 Bechelli, L. M. (1973) “Advances in Leprosy Control in the last 100 Years”, p. 286, International 
Journal of Leprosy, vol. 41, No. 3, July-September, 1973, pp. 285-297. 
64 Pandva, Shubhada S. (2003) “The First International Leprosy Conference, Berlin, 1897: the politics 
of segregation”, p. 172, Hist. cienc. saude-Manguinhos, vol.10,  suppl.1, Rio de Janeiro,  2003. 
65 Bechelli, op. cit., p. 287. 
『中外医事新報』に報告された決議大要は、かなり語調が強い。 
1. ドクトルハンゼン（ベルゲン）の発見に係る細菌は 25 年来、癩病の発原たること疑なしとす 
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 この年、1897 年、日本ではハンセン病者数の一斉調査が、北海道を除いて行われ、23,660 人
と発表された。また、徴兵検査で発見されるハンセン病者数は 620 名を超えていた。66  
(2) 帝国議会での審議 








補 日本らい史』, p. 42. 
 












「癩病及血清」,『中外医事新報』436, 1898 年（明治 31）5 月 20 日, p. 67. 
66佐川修・他（編著）（2002）『ハンセン病資料館』高松宮記念ハンセン病資料館運営委員会. 
67第 13 回帝国議会衆議院速記録（1898-99）, 山本, op. cit., p. 42 ; 「第 13 回帝国議会衆議院速記録」
（1898-99）, 藤野豊（編・解説／編集復刻版）(2012)『近現代日本 ハンセン病問題資料集成（戦前編） 
第 8 巻 1898~1940 年』, 不二出版. 
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警察の目にふれない病者は数の中に入っていないため、実際の病者の数はもっと多かったと思
われる。68 
 帝国議会衆議院では 1902 年（明治 35）よりハンセン病関連法案の審議が進められた。1902
年第 16 回議会では「癩病者取締ニ関スル建議」（群馬県選出斉藤寿雄代議士ら提出）、691903 年
（明治 36）第 18 回議会では「慢性及急性伝染病予防ニ関スル質問書」（山口県選出山根正次代
議士ら提出）、70 1905 年（明治 38）第 21 回議会では「伝染病予防法中改正法律案」（山根正次
代議士ら提出）、1906 年（明治 39）第 22 回議会では「癩予防法案」（山根正次代議士ら提出）
が、審議されてきた。1907 年（明治 40）第 23 回議会では「癩予防ニ関スル法律案」（政府提出）

















68佐川修・他, p. 69. 
69斉藤寿雄(1915)『日本の医界』125, 2 月 21 日, p. 6. 
70山根正次は、光田健輔と同じ山口県の生まれで、明治 15年東京帝大卒業後欧州の 4カ国で法医学を学び、
帰国後警視庁第三部長として東京市の衛生行政を担当、辞任してから前後 6 回代議士に当選した。在京山
口県医学総会は 1903 年（明治 36）光田健輔と磯辺検三が行った調査報告に基づいて作成されたらい予防
法案を、会長の山根が議会に建議することを満場一致で決議している。多磨全生園患者自治会, op. cit., p. 
21. 
71山本, op. cit., pp. 54-55. 
72多磨全生園患者自治会, op. cit., p. 21. 
73山本, op. cit., pp. 51-52. 
74猪飼隆明(2005a)『ハンナ・リデルと回春病院』, p. 195, 熊本出版文化会館. 
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側を代表して、窪田衛生局長がこの問題は 3 年前斉藤代議士から建議案が提出されており、政
府でも懸案となっている、近く法律となるであろうと、政府の方針をほのめかす。75この会合の








 1906 年（明治 39）のハンセン病者調査では、病者数は 23,819 名、病者救済施設に入所して
いた患者数は 226 名であった。合計の病者数は 24,045 名である。 
(3) 「らい予防法(1907)」 




めに公布された法律第 11 号は、1909 年（明治 42）4 月 1 日より施行されることとなった。当
初、勅令 284 号により施行を 1908 年（明治 41）としていたが、療養所設立費国庫補助額 30 万
円余りが削除されたため、同年 12 月 25 日勅令 351 号により、法律の施行を 1 年遅らせ、1909
年（明治 42）4 月 1 日とした。1882 年結核菌を発見したドイツ人細菌学者・ロベルト・コッホ
(Heinrich Hermann Robert Kock, 1843-1910)は、1908 年（明治 41）日本を訪問中であったが、






75光田(1950), op. cit., p. 33. 
76山本, op. cit., pp. 52-53. 
77森幹郎(1996)『足跡は消えても：ハンセン病史上のキリスト者たち』, p. 203, ヨルダン社. 
78ハワイでは、絶対隔離方式をとって、モロカイ島に病者を監禁していた。オカノユキオ(1961)「第 1 回国
際らい会議の我が国への影響 3」,『愛生』15 (6). 
79「古弗氏の結核及癩病に対する意見」（雑報）,『医海時報』733, 1908 年, pp. 5-6. 
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持ったにちがいない。一方、このコッホの発言の 1 年前 1907 年（明治 40）フランス人宣教師












（編・解説／編集復刻版）『近現代日本 ハンセン病問題資料集成（戦前編）第 1 巻 1897~1917 年』. 
 
 政府は 1907 年法律第 11 号「癩予防ニ関スル件」に基づき全国 5 カ所に府県立ハンセン病療
80ドルワール・ド・レゼー(1907)「らい予防法実施私見」, 藤野豊（編・解説／編集復刻版）(2012)『近現
代日本 ハンセン病問題資料集成（戦前編）第 1 巻 1897~1917 年』, 不二出版. 
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養所を建設し、1909 年（明治 42）4 月から 9 月にかけて放浪する病者の収容を開始した。全国
5 カ所の府県立ハンセン病療養所の合計収容定員は 1,050 床だった。81 
 
 
表 2-1 1909 年に開設された府県立ハンセン病療養所 
名称 連合府県 所在地 定員 国立療養所への再編成 





















































出典：大谷藤郎(2001)『らい予防法廃止の歴史』, p. 47, 勁草書房. 
 
2. 府県立ハンセン病療養所内での生活：全生病院 
(1) 入所者の待遇  
 全国 5 カ所の府県立ハンセン病療養所は、男女併存、共同生活を原則としていた。本節では、
東京府東村山に建設された全生病院の運営や院内患者の生活を考察する。全生病院は、1909 年
（明治 42）9 月 18 日に開院。最初の全生病院長は千葉県市原郡の郡長をしていた警視の池内才
次郎と言う人物であった。83光田健輔は、1909 年医長として勤務、東京市養育院回春病室に隔
離していた患者を全員全生病院に移し、1914 年（大正 3）2 月全生病院長に就任、1931 年（昭
和 6）3 月 16 日国立ハンセン病療養所長島愛生園長として就任するまで院長を務める。 
 全生病院の敷地は 3 万坪で、周囲に、深さ 6 尺、巾 2 間の堀をめぐらし、その土を内側に積
んで高さ 6 尺の土堤（どて）を作り、そこにとげのある枳殻(からたち)を植え込んだ。84収容患
者の逃亡と、療養所建設反対者の襲撃にそなえたものだった。 
 放浪する病者を連行するのは警察の仕事であった。全生病院の定員は 300 名であったが、光
81山本, op. cit., 138. 
82藤野(1993)では 350 となっているが、多磨全生園患者自治会(1993)では 300、また、光田健輔(1950)でも
300 とあるので、本論文では 300 とした。 
83多磨全生園患者自治会, op. cit., p. 16. 
84光田 (1950), op. cit., p. 39. 
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田によると「収容をはじめると、東京市内をうろついていた病者は片っぱしからつかまえて警
官が送ってくる。入院の手続きは東京市では警視庁を経なければならないことになっていたが、







までさまざまであったが、下記の表にあるように、入院者の 7 割以上が 40 歳までの青壮年層で
占められていた。全生病院では管轄内の 1 府 11 県からの患者が大半を占めていたが、最初の頃
は本籍地不詳の患者も多かった。1912 年（大正 1）348 名の入院者がいたが、男性患者 263 名
のうち 65 名、女性患者 85 名のうち 2 名が本籍不詳である。また、失明者も多い。1926 年（昭
和 1）782 名の入院者のうち 133 名の男性患者、32 名の女性患者が失明していた。 
 
表 2-2 全生病院入院者 782 人の年齢構成：1926 年 
年齢 人数 
10 歳まで              4 人 
10 歳から 20 歳まで             108 人 
20 歳から 30 歳まで            241 人 
30 歳から 40 歳まで            225 人 
40 歳から 50 歳まで            133 人 
50 歳から 60 歳まで             48 人 
60 歳から 70 歳まで             14 人 
70 歳以上              9 人 










86多磨全生園患者自治会, op. cit., p. 3. 
87光田 (1950), op. cit., pp. 66-67. 
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を切開して辛くも呼吸をする。」88という状態になっていく。「のど切り 3 年」という言い伝えが
あり、気管を切開すると 3 年ほどで亡くなっていった。89 医師も看護婦も少ないので、90 軽
症の患者が外科治療や医局の手伝いをして、看護婦や看護人が医師の医療行為を行っていた。
治りにくい傷のある指は看護婦や看護人が爪でも切るように鋏でぱちぱち切っていたが、その
方が傷の治りが早かったという。入院患者の死亡は 1909 年から 1919 年（大正 8）までで 432
名に達し、1909 年を除いた 10 年間の平均は 47 名、300 名で始まった定員が 1918 年（大正 7）














して 10 年間は、買物は伝票を使い、保管金から引き落とされる仕組みであったが、1919 年（大
正 8）患者数は 456 人となり、伝票処理が煩雑になってきたため、院内だけで通用する金券を使
用させるようになる。93 
 病院の建物は、バラック作り、94 巣鴨の精神病院に似たような建て方で、95部屋の中は畳敷
き、12 畳に 8 名の患者が収容された。一人当たり 1 畳半の全くプライバシーのない生活である。
1909 年の開院の時から 1926 年（昭和 1）くらいまでは、給食状態は悪く、おかずは一汁か一
88多磨全生園患者自治会, op. cit., p. 31. 
89森(2001), op. cit., p. 53. 
90三上千代によると、1916 年の全生病院では、薬品も少なく、医療器具も貧弱であった。看護婦（専門職）
と呼ばれる女性が 6 名、看護人（非専門職）が 5~6 名いたが、実際には看護婦の免状のある人は 2 名だっ
た。三上千代（1963）「「出戻りの記：1」,『多磨』44 (2・3), 昭和 38 年 2 月・3 月, pp. 50-51. 
91多磨全生園患者自治会, op. cit., p. 32. 
92Ibid., p. 39. 
93Ibid., pp. 39-41. 
941916 年（大正 5）11 月から全生病院で月 19 円の給料で勤務を始め、翌年の春先まで働いていた三上千
代によると、病院はバラック造りであったという。三上 (1963)「出戻りの記：１」, op. cit. 
95光田 (1950), op. cit., p. 41. 
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菜で、舎の台所に包丁があっても鍋がないので調理もできず、患者に与えられた食器類は茶碗
と汁椀と箸だけであった（患者たちの住まいは舎あるいは寮と呼ばれていた）。開院時の頃、食
費は 1 日 1 人あたり 12 銭、治療費は 3 銭から 5 銭であった。96食費は、ひと月にすると 3 円
60 銭になる（1916 年に開設される聖バルナバ・ミッションでは、患者のひと月の食費、衣料費














年の記録』, pp. 41-42. 
 









患者自治会（編）(1993)『倶会一処』, p. 35. 
96 Ibid, p. 42. 1 人あたりの経費は 15~17 銭である。東京市養育園では 20 銭、慰廃園では 30 銭であった。 
97栗生楽泉園入園者自治会(編)(2003)『風雪の紋：栗生楽泉園患者 50 年史』, p. 50, アール出版. 
98光田(1950), op. cit., pp. 41-42. 
99多磨全生園患者自治会, op. cit., p. 35. 
 52 












舎長 50 銭（月額）、看護 3 銭〜5 銭（日額）、患者輸送、繃帯交換助手、道路改修開墾および耕
作、汚物焼却、隔離病棟掃除、理髪、学事世話、裁縫、点灯、保姆、物品交換所雑役、藁細工
各 3 銭（日額）、2、3 号館掃除、木工、左官各四銭、糞尿汲み取り、火の番各五銭、再生繃帯巻
き 1 銭〜2 銭、試験動物飼育 1 銭〜4 銭、浴場掃除 3 銭〜4 銭、蠅取り（百匹につき）1 銭〜2
銭。 
 
 当時の物価の一部であるが、1910 年（明治 43）東京上野公園の花見茶屋の飲食料は、以下の
通りである：休憩 10 銭（菓子つき）、鶏卵 4 銭以下、ラムネ小玉瓶３銭、サイダー15 銭、ビー
ル（大）30 銭、酒小瓶 12 銭、すし 15 銭、弁当 20 銭。100 
 患者作業の慰労金は、当時の物価に照らし合わせるといかに低賃金であったかよく分かる。1







 全生病院が開院して 1 年数カ月ほどたった 1910 年（明治 43）12 月下旬、病院では寺子屋教
育が始まり、礼拝堂で開校式が行われる。その頃、静岡県から小学校訓導の資格を持つ病者が 2
100下川耿史・家庭総合研究会（編）(2000)『明治・大正家庭史年表』, p. 362, 河出出版. 
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名入院したため、池内院長より「学事世話係」という辞令をもらい寺子屋教育が始まったので
ある。『年報』によると、1912 年（大正 1）在院者 348 名のうち、137 名が無教育者、14 名が
やや文字を読みうる者、91 名が尋常小学校程度の者であった。この寺子屋に集まった患者は 7
歳から 25 歳くらいまでの 30 名ほどで、中には、故郷に残した子供に手紙を書きたいばかりに













き、巡査がサーベルを鳴らして院内を見回り、5 人の職員も交代で 1 時間おきに巡視し、入院者
を 24 時間見張っていた。 
  
画像 2-1 全生病院正門前の警察官 
 
101多磨全生園患者自治会, op. cit., pp. 55-56. 
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出典：大谷藤郎(1993)『ハンセン病資料館 小笠原登』, p. 21, 藤楓協会. 
 
 それでも、逃走者が減少することはなかった。下記の表「全生病院の逃走者数：1911-1920」
にみられる通り、1911 年から 1914 年の 4 年間、男性患者の逃走者数は、増えることはあって
も減ることはない。特に、光田健輔が院長に就任した年 1914 年は、男性患者の 62 名が逃走し




表 2-3 全生病院の逃走者数：1911-1920 
年度 定員 男 女 計 定員に対する逃
走者の割合 
1911（明治４４） 300  24  3  27         0.09 
1912（明治４５／大正１） 350  36 10  46         0.13 
1913（大正２） 350  36  2  38         0.11 
1914（大正３） 400  62  9  71         0.18 
1915（大正４） 400  49  9  58         0.15 
1916（大正５） 400  39  3  42         0.11 
1917（大正６） 400  48  4  52         0.13 
1918（大正７） 500  84 17 101         0.20 
1919（大正８） 500  97 25 122         0.24 
1920（大正９） 500 100 16 116         0.23 














102光田 (1950), op. cit., p. 46. 
103Ibid., p. 68. 
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(1) 光田健輔の意見書  





 収容患者ハ 入院当時ハ何レモ厚キ医療ヲ受ケ 不自由ナキ衣食住ヲ給（きゅう）セラルルヲ感
泣（かんるい）スルモ 月日ノ進ムニ従ヒ単調寂莫（じゃくまく）ノ生活ニ厭（あ）キ 我儘（わ
がまま）ヲナスモノ多ク 平時種々ナル方法ヲ以テ 慰安訓戒ヲ施シ居ルモ 患者中ニハ如何ナル
104光田健輔 (1914), op. cit. 
105多磨全生園患者自治会, op. cit., pp. 45-46. 
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レリ 就（つい）テハ適当ナル懲戒法ヲ設ケラレ 各療養所ノ院規ヲ統一シ 是ヲ犯スモノハ 所
長ニ於（おい）テ 退所若クハ監禁ヲ命スルコトヲ得ラルル様 特ニ其ノ職権ヲ 所長ニ付与セラ
ルル法令御制定アランコトヲ望ム。多磨全生園患者自治会,op. cit., pp. 45-46. 
 
(2) 1916年（大正 5）「法律 11号施行規則」の一部改正 
 光田のこの意見書がきっかけとなって、「らい予防法(1907)」の施行規則の一部が改正され、








第五条ノ二  療養所ノ長ハ被救護者ニ対シ左ノ懲戒又ハ検束ヲ加フルコトヲ得 
一  譴責（けんせき） 
二  三十日以内ノ謹慎 
三  七日以内常食量二分ノ一マデノ減食 
四  三十日以内ノ監禁 
   前項第三号ノ処分ハ第四号ノ処分ト併科スルコトヲ得 
   第一項第四号ノ監禁ハ情状ニ依リ厚生大臣ノ認可ヲ経テ其ノ期間ヲ二ケ月迄延長スル 
   コトヲ得 





106山本, op. cit., p. 198. 
107光田 (1950), op. cit., pp. 61-62. 
 57 





























やく善良な患者が安心して療養できる風になってきた。光田健輔(1950), op. cit., pp. 61-63. 
 
 だが監房にいれられたのは、不良患者だけではない。療養所内の秩序を守るという美名の下
108 Ibid., pp. 61-63. 
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109多磨全生園患者自治会, op. cit., pp. 74-75. 
110Ibid., p. 70. 
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給された。団員は約 80 名、団則が設けられ、毎月 2 回の訓練日には、教練、体操、手旗信号ま
で練習させられた。少年少女団は、名士の来院の際には、消防団とともに必ず団服姿で整列し












1916 年（大正 5）   入院者 400、死亡 31、肺結核 9、膿毒症 5、肺炎 5 
1923 年（大正 12）  入院者 592、死亡 41、肺結核 16、慢性腎臟炎 5、慢性腸カタル 4 
1929 年（昭和 4）入院者 993、死亡 72、肺結核 16、慢性腎臓炎 15、らい性衰弱 7                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         
1935 年（昭和 10）入院者 1090、肺結核 16、慢性腎臓炎 13、肺炎 8 （注・この年の死 










111Ibid., pp. 111-112. 
112 Ibid., p. 92. 
113小笠原登は、1925 年（大正 14）12 月 37 歳の時京都帝国大学で医学博士の学位を受けた後、京大医学
部付属医院の副手として皮膚科泌尿器科教室でハンセン病患者の診察を始める。翌年 1926 年 9 月には皮
膚科第 5 診察室（ハンセン病専門科）の担当を命ぜられる。同じ頃、医師開業資格を授けられ、助手に昇
格、3 年後は講師に昇格。1938 年（昭和 13）に皮膚科特別研究室が設けられ、主任となる。3 年後 1941
年（昭和 16）には助教授となる。教授はおいていなかったので、助教授の小笠原がトップであった。太平
 60 
                                            



















 1929 年（昭和 4）9 月 28 日、全生病院は創立 20 周年を迎え、渋沢栄一子爵、中川東京府知
事、入沢達吉博士ら百余名の来賓を迎えて、記念式を挙行したが、開院の年収容された 238 名











和 12）1 月 20 日. 
115光田(1950), op. cit., p. 41. 
116多磨全生園患者自治会, op. cit., pp. 93-94. 
117Ibid., p. 53. 
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ハンセン病者数の一斉調査が、北海道を除いて行われ、23,660 人と発表された。 
 1899 年（明治 32）第 13 回帝国議会衆議院において、政府はハンセン病が伝染病であると認
定し、政府の対応が遅れていることを認めた。1900 年（明治 33）内務省は初めて全国的なハン
セン病者数を調査する。病者数は 30,359 名であった。 
 帝国議会衆議院では 1902 年よりハンセン病関連法案の審議が進められ、1907 年（明治 40）
第 23 回議会で「癩予防ニ関スル法律案」（政府提出）が可決され、同年 3 月法律第 11 号として
公布される。この法律は、ノルウェー方式と呼ばれ、放浪する患者を収容し、富者の病者は自
宅で療養させるというものであった。 
 法律第 11 号、即ち、「らい予防法(1907)」に基づき、全国を 5 区に分けて、東京、青森、大
阪、香川、熊本に府県立ハンセン病療養所を建設し、1909 年に開設、放浪する病者の収容を開
始した。全国 5 カ所のハンセン病療養所の合計収容定員は 1,050 床で、男女併存、共同生活を
原則とした。 
 東京府東村山には全生病院が設立された。最初の院長は警察関係者であったが、1914 年光田


































初の国立療養所は岡山県の長島に建てられた長島愛生園で、1931 年 3 月光田健輔が園長に就任
し、病者の収容を始めた。国立療養所は、府県立療養所と異なり、地区の病者の収容ではなく、
全国から病者を集めて収容した。8 月には定員である 400 名に達したが、光田は定員を超過して
病者の収容を継続した。国の予算は超過した患者分を含んでいないため、一人当たりの食事量

































 1930 年（昭和 5）12 月 26 日内務省はハンセン病者全員の終生絶対隔離の方針を打ち出し、
「癩の根絶策」を発行する。その巻頭言は以下の通りである。118 
 







が實現を期したい。     昭和 5 年   内務省衛生局 
内務省衛生局(1930)「癩の根絶策」, 藤野豊（編・解説／編集復刻版）(2012)『近現代日本 ハン




問題資料集成（戦前編） 第 2 巻 1918~1931 年』, 不二出版. 
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は、ハンセン病を根絶することができると考えたのである。翌年 1931 年 2 月第 59 回帝国議会
に法律「癩予防ニ関スル件」の改正案が提出、可決された。改正案は、4 月 3 日「法律 58 号」
として公布され、8 月 1 日から施行された。1909 年、ノルウェー、ベルゲンにて第 2 回国
際らい会議が開かれ、第 1 回国際らい会議で採択された決議をふまえ、らい菌は感染力か
゙弱いこと、隔離には家庭内隔離措置もあり、病者が親の場合には子どもは感染しやすいの


















119 Ibid., pp. 335-336. 
120厚生省, op. cit., pp. 610-612. 
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 「らい予防法(1931)」制定の 4 年前、1927 年国立ハンセン病療養所設置に関する建議案が国
会で可決され、1928 年 1 月岡山県長島で療養所の建設が始まり、1930 年 11 月 20 日開所式が
行われる。1931 年 3 月 27 日患者の収容が始まり、同月 30 日国立ハンセン病療養所は長島愛生
園と名づけられる。1936 年（昭和 11）にはすでに 4 カ所に国立療養所が建設・開設され、既存





121内務省(1931)「改正癩予防法実施」,『医海時報』1928, 昭和 6 年 8 月 1 日, p. 22. 
122小笠原登(1938)「癩患者の断種問題」,『芝蘭』12, 京都帝国大学医学部芝蘭会. 
123山本, op. cit., p. 140. 
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表 3-1 1931 年（昭和 6）から 1945 年（昭和 20）にかけて新設・改称された 13 の国立ハンセ
ン病療養所 
順番 開園年 名称 所在地 改称年と改称名 









3 1932 栗生楽泉園（くりうらくせんえん） 群馬県  








6 1939 東北新生園 
（とうほくしんせいえん） 
宮城県  



















8 1943 奄美和光園 
（あまみわこうえん） 
鹿児島県  
9 1945 駿河療養所 
（するがりょうようじょ） 
静岡県  




国的な思想普及運動が必要である。1931 年 3 月皇太后を頂点とする「らい予防協会」が設立さ




124癩予防協会(1934)「昭和 6 年度事業成績報告書」, 藤野豊（編・解説／編集復刻版）(2012)『近現代日
本 ハンセン病問題資料集成（戦前編）第 3 巻 1932~1934 年』, 不二出版. 
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  ……昭和 4 年内務大臣安達謙蔵氏、子爵渋沢栄一氏其他朝野の識者ニ依リテ癩予防協会設立ノ機
運醸成セラレツツアリシ折柄、昭和 5 年 11 月 10 日卑シクモ皇太后陛下ニハ特別の思召ヲ以テ癩救
療ノ資トシテ内部大臣ニ對シテ金拾万圓ノ御下賜アリ。御旨ヲ奉ジテ安達内務大臣、渋沢子爵並ニ
全国 721 名の有志発起人トナリ昭和 6 年 1 月 21 年内務大臣邸ニ本会発起人会ヲ開催シ本会設立ノ
趣意書及寄付行為ヲ決定シ、設立者ヲ安達内務大臣、渋沢子爵ノ両氏ト為シ財団法人設立ノ許可ヲ
出願シ昭和 6 年 3 月 18 日内務大臣ノ許可ヲ得、茲（ここ）ニ財団法人癩予防協会ノ設立ヲ見ルニ
至レリ。癩予防協会(1934)「昭和 6 年度事業成績報告書」,『近現代日本 ハンセン病問題資料集成





















明確ではない。長島国立療養所建設費が予算化されるのは 1927 年（昭和 2）であるが、国立療
125光田(1950), op. cit., pp. 141-148. 
126 Ibid., pp. 81-88. 
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127山本, op. cit., p. 140. 
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名が名前を連ねている。128 各府県は割当制で総額 200 万円余の寄付を求められ、東京は 70
万円、大阪は 30 万円、愛知では８万円の寄付が割り当てられた。129協会の運営資金は貞明皇太
后の下賜金のほか、国庫補助金、会費、寄付金、基本財産収入などでまかなわれ、1932 年協会




た。1933 年（昭和 8）には全国 180 会場で講演と映画の会が催され、約 135,000 人が参加、1934













128癩予防協会, op. cit., p. 136. 
129 Ibid., p. 144. 
130厚生労働省, op. cit., p. 171. 
131鳥取県, op. cit., p. 28. 
132徳永進(2001)『隔離：故郷を追われたハンセン病者たち』, p. 47, 岩波書店. 
133鳥取県, op. cit., pp. 28-30. 
 70 





表 3-2 鳥取県内のハンセン病啓発映画・講演会の開催状況 
実施年 会場 講師 参加人数 
1933（昭和 8） 県内 11 会場（小学校、女学校など） 光田健輔 
（長島愛生園） 
 
  7,480 
1934（昭和 9） 
7/11-17 
































を読み得る者」は、1922 年の場合、全入所者の 40.9％であるが、1934 年では、64.7%に上昇し
ている。135彼らは、普通の社会で職業を得て、あるいは学生として、普通の生活経験をもって
いたので、これまでの患者よりは、不当な扱いには敏感であった。 
 長島愛生園では、1935 年 7 月末現在、定員 890 名に対し、入園患者は 1,163 名で、定員を




超過により定員 4〜5名の 12.5畳の患者居室に 8〜10名が押し込まれ（ひとり当たり 1 畳余り）、
6 畳の夫婦舎に 2 組の夫婦が同居させられる事態も起こった。 
134長島愛生園入園者自治会(1999)『隔離の里程：長島愛生園入園者五十年史』, pp. 16-32, 日本文教出版. 
135藤野豊 (1993)『日本ファシズムと医療』, p. 194, 岩波書店. 
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農業 125 33.9 106 27.7 
漁業 10 2.7 --- --- 
自営商工業 16 4.3 24 6.3 






















商店員 7 1.9 10 2.6 
学生 --- --- 8 2.1 
小学生 --- --- 53 13.9 
その他 17 4.6 21 5.5 
無職 82 22.2 38 9.9 
合計 369 100 382 100 
不明   26  
出典：外島保養院『大正 11 年統計年表』&『昭和 9 年年報』.136 
 







した。「革命之機到来す 同志よ集へ 正義之傘下に 汗と油の賃金を奪はんとする 不正の奴
を葬れ」と書かれた貼り紙までが登場した。 
 8 月 13 日からは、看護部、動物飼育部以外の全作業が中止され、礼拝堂での舎長会の場でも
定員超過への不満が続出したが、これを職員が天上裏で盗聴していたことが発覚、患者側は激
怒した。14 日、岡山県警察部の警官 27 名が到着するなか、入園者大会が開かれ、自治制度の確
136 Ibid. 
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提出が決定され、「嘆願書」は入園者 1,160 名の血判を交えた署名を添えて内務省に郵送された。 
 8 月 16 日、内務省奥村理事官、岡山県警察部長、堀部特高課長、警務課長が来園、入園者の
嘆願書に基づく実態調査を行う。17 日、奥村理事官と入園者代表木元巌との折衝が行われ、自
治を認めない、光田らの辞職には回答を避ける、定員の 310 名増を認めるという対案を示すが、
患者側は同意せず、翌 18 日から 19 日にかけて、少年少女患者を除く全患者がハンガー・スト
ライキを決行した（当時の収容人数は 1,212 名で、定員を 310 名増やしても、1,200 名にしかな
らず、実人数には足りない）。 
 事態は両者が平行線のまま膠着状態となるが、8 月 23 日岡山県特高課長の要請で患者大会を
開催し、要求を自治制のみに限り、8 月 28 日園当局が自治会を「自助会」として認めたため、
作業ストライキも中止され、長島事件もようやく一応の解決をみた。そして、11 月「自助会」
は正式に承認された。自助会の活動は、園当局の非協力と組織に対する認識の欠如により不十
分ながらも 4 年以上続けられるが、1941 年 3 月 31 日戦争の足音の聞こえてくるなか、「時局に
ソグワザルもの」として「挙国一致、園長先生指示に依る時代即応の体制を堅立（けんりつ）
するため」、入園者 1,530 名の同意によって解散した。 










備を有する療養所至急設置せられるよう要望す）」（昭和 11 年 10 月 2 日『四国民報』）とし、同
会議はこれらの提案に基づき、「不穏癩患者取締に関する陳情書」を作成して内務・司法両大臣
137長島愛生園入園者自治会, op. cit., pp. 345-349.  
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に提出している。138 
 翌年 1938 年（昭和 12）3 月、香川県高松の讃岐会館において 18 日から「全国癩療養所事務
打合会」が開催されることになっていたが、2 日前の 16 日、『四国民報』が「目下、内務、司法
両当局としては上州草津温泉がレプラ患者収容の刑務所候補地として挙げられて」いると報じ





画像 3-1 栗生楽泉圓の「特別病室」入り口 
 
出典：大谷藤郎(1993)『ハンセン病資料館 小笠原登』, p. 36, 藤楓協会. 
 
画像 3-2 特別病室の見取り図 
 
138栗生楽泉園患者自治会, op. cit., p. 148. 
 
139Ibid., p. 150. 
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出典：栗生楽泉園患者自治会（編）(2003)「栗生楽泉園特別病室真相報告」, 『風雪の紋：栗生楽泉園患者
50 年史』, アール出版. 
 
 1938 年（昭和 13）12 月 24 日群馬県国立ハンセン病療養所栗生楽泉園に「特別病室」すなわ
ち「重監獄」が設置された。140 「特別病室」は、楽泉園正門西側丘陵地を切り開き、路上か
らはあまり目立たない位置に建てられた。建坪 32.75 坪（約 108 平方メートル）、周囲は監禁室
のある監禁所の塀よりもやや高い約 4 メートルの鉄筋コンクリート塀をめぐらし、そればかり
か内部も同じ高さの鉄筋コンクリート柵によって幾重にも仕切られていた。8 房にわたる獄舎は
各房（便所を含めて約 4 畳半）とも、くぐり戸式で入り口は厚さ約 15 センチの鉄扉で固められ、
明かり窓は縦 13 センチ、横 75 センチしかなく、そのため昼でも半暗室で、冬期降雪時には昼
夜の区別のつかないほどであった。食事の差し入れ口は足もとに設けられ、やっと汁碗が通る
という厳重さであった。141 1939 年（昭和 14）には、5 人の患者が他の療養所から送致・投獄




なく、かろうじて残っていた書類をつなぎあわせて、1947 年（昭和 22）9 月 5 日「栗生楽泉園
特別病室真相報告」が作成された。概略は以下の通りである。143 
 「特別病室」は、通気性がなく常に湿った状態にあった。保温の設備がなく、冬期は零下 16
〜17 度以下となった。入室患者にはゴザも与えられず、板床で 1 日を過ごす。食事は、1 日に
握り飯 1 つと梅干し 1 つで、夜具は薄い敷き布団と掛け布団がそれぞれ 1 枚であった。冬期は
敷き布団が床板に凍りついて引き離すことができず、掛け布団の襟には患者の呼吸が凍って氷
柱となっていた。特別病室には、男女の区別はなかった。 
 収容された患者の名簿から分かる限りでは、特別病室は、1939 年（昭和 14）3 月 30 日から
1947 年（昭和 22）に亘って使用され、在室者件数の総計は 92 件である。92 件中で法に則って
されて処断されているのは 1 件のみで、書類が不備にて処断されている数は 27 件、書類が皆無
で処断されている数は 64 件である。92 件中、30 日以下の勾留は 14 件、100 日以下は 35 件、
200 日以下は 28 件、200 日以上は 14 件であった。92 件中、病気出所死亡者数は 8 件、獄内に
て縊死あるいは死亡した者の数は 14 件で合計 22 件、そのうち冬期死亡者は 20 件であった。全
く不合理な理由で投獄された例として、不良患者の内妻のため、母親であるため、妻であるた
めとして、それぞれ 42 日、8 日、390 日勾留されている。 
140 Ibid., p. 416. 
141 Ibid., p. 142. 
142 Ibid., p. 157. 
143 Ibid., pp. 497-500. 
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 ハンセン病患者は、療養所への入所と同時に選挙権を剥奪されていたが、太平洋戦争後には
選挙権が認められ、1947 年（昭和 22）6 月 24 日に行われた衆議院議員選挙で入所患者は初め
て選挙権を行使した。144 次第に、人権回復運動が起こり、同年 9 月 9 日東京の多磨全生園で





取り壊された 146（2014 年 5 月「重監房資料館」が、栗生楽泉園内に設立された）。147 
＜映画『小島の春』(1940)＞ 












よび内務省三省の推薦映画となり、キネマ旬報が主催した 1940 年ベストテンに 189 票を得て第





144 Ibid., p. 236. 
145栗生楽泉園患者自治会, op. cit., pp. 260-262; 多磨全生園患者自治会, op. cit., pp. 169-172. 
146栗生楽泉園患者自治会, op. cit., p. 264. 
147朝日新聞（名古屋）「重監房 負の遺産 ハンセン病患者を監禁 群馬に資料館」2014 年（平成 26）4
月 28 日（夕刊）. 
148小川正子, op. cit., p. 281. 
149森(1996), op. cit., pp. 261-262. 
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150長島愛生園入園者自治会, op. cit., p. 147. 
151清水威(1986)『小川正子と小島の春』, pp. 147-148, 長崎出版. 
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152Ibid., pp. 150-151.  
153 Ibid., pp. 130-131. 
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『映画評論』昭和 15 年 8 月号, pp. 103-104. 
 


























日ごとにあらわれた。1931 年 3 月に患者の収容を始めた愛生園の定員は 400 人であったが、8
月には定員数を超える。収容患者の数はさらに増加し、愛生園の各舎はすし詰め状態となり、
住宅不足の問題は深刻になっていった。光田は、愛生園開園から 1 年もたたない 1931 年 12 月
十坪住宅建設運動を開始し、岡山慈善婦人会に招かれた折には住宅不足を訴えている。 
 1934 年（昭和 9）1 月に小冊子『十坪住宅』154が、愛生園から発行されている。この小冊子











資料集成（戦前編）第 3 巻 1932~1934 年』, 不二出版. 
155長島愛生園入園者自治会, op. cit., p. 128. 
156鳥取県, op. cit., p. 43. 
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のみで、金額は 69 円 72 銭でそれほど高額ではない。この年の最高献金額は、京都市京都基督
教婦人団体の 3,000 円である。小冊子には、十坪住宅が 19 棟完成し、4 棟が建築中と記されて
いる。1934 年 11 月 20 日入園者は 1,000 名突破、1935 年（昭和 10）4 月定員は 890 人に増員
されたが、それでも住宅は不足していた。光田の十坪住宅獲得への執着はさらに激化していく。 





















157光田(1950), op. cit., pp. 102-103.  
158 Ibid., p.115. 
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と手を組み、資金集めの催事を計画する。まず、手始めに、1926 年 6 月希望社社長後藤静香は
日本青年館において、「癩病撲滅運動の音楽と映画の会」を開催、光田は講演を行う。入場者は
2,500 名であった 159その純利益 7,000 円は、三上千代が光田の財政援助で開設した草津鈴蘭園
の患者住宅 5 棟増築のために寄付された。1930 年春頃希望社東京寮友会の和泉徳一は寮友の塩
沼英之助（全生病院医官）により奮起を求められ、停滞していた運動の再建に乗り出す。160 8
月には「東京寮友会」の名前で『この世の中で最も不幸な人々は！？癩に罹った人々でしょう』161
（全 29 ページ）と題するパンフレットを 10,000 部出版。同パンフレットには 7 ページにわた
り光田健輔著「世界の癩絶滅運動」を掲載。同会は「癩病絶滅資金募集・音楽と舞踏の夕べ」
を 9 月 21 日日本青年館で開催し、光田健輔は「世界の癩絶滅運動」と題した講演を行う。純益




る前日、1931 年 3 月 15 日希望社を母体とした希望社愛知県連盟が結成され、光田健輔と林全
生病院長を招き、第 1 回大会を開催、2,500 名余りが集まった。大会の様子は 1931 年（昭和 6）











159藤本浩一(1968)『鈴蘭村』, p. 80, 博進堂. 
160平田勝政(2001)「日本ハンセン病者社会事業史研究（第２報）：民間の隔離主義運動の成立・展開過程の
検討」,『長崎大学教育学部紀要・教育科学』74, pp. 1-15. 
161東京寮友会(1930)「この世の中で最も不幸な人々は！？」, 藤野豊（編・解説／編集復刻版）『近現代日
本 ハンセン病問題資料集成（戦前編）第 2 巻 1918~1931 年』, 不二出版. 
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が、各地の「同盟会」は寄付金集めを続けていった。1934 年（昭和 9）1 月の『十坪住宅』に
は「癩病根絶期成同盟会」からの献金は 2 件記載されている。「兵庫県癩病根絶期成同盟会」と
「大洲町愛媛県癩病根絶期成同盟会」で、500 円と 258 円 86 銭をそれぞれ寄付している。しか
しながら、「癩病根絶期成同盟会」という団体の存在感は薄れ、組織としては消滅していった。  
(3) 愛知県における「無らい県運動」 
 「無らい県運動」は、愛知県で始まった民間運動として知られている。1935 年（昭和 10）10
月 15 日の「丹羽郡方面委員による十坪住宅建設資金募集趣意書」163には、1934 年愛知県方面
委員たちの寄付金によって 1 棟を建設し、1935 年も同様に寄付金によって 1 棟の建設を予定で







昭和 10 年 10 月 15 日 
 
（前略） 
162藤本, op. cit., p. 87. 
163愛知県(2003)『愛知県史 資料編 26 近代 3 政治・行政 3』, p. 435. 
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一、 義金処分方法  岡山県長島愛生園ニ「同胞の家」建設 
命名ハ未定デアリマスガ「愛知丹羽寮」トシタイト思ヒマス 
丹羽郡旧楽田（がくでん）村役場文書「方面委員ニ関スル発来翰綴」 昭和 9 年、犬山市楽田出張
所所蔵. 
 
 1937 年（昭和 12）2 月 15 日現在、愛生園には 60 棟の十坪住宅が建設されていたが、愛知県
寄付十坪住宅の棟数は 12 棟である。最初の棟は熱田寮と名づけられ 1934 年（昭和 9）9 月 8
日に国庫に寄付されている。2 番目の棟は碧海寮と名づけられ、1935 年（昭和 10）8 月 20 日
国庫に寄付されている。164 上記 2 寮の寄付者は、上記の「趣意書」と後述する「愛知県の無
癩運動に就て」から察して愛知県方面委員連盟と考えられる。3 番目から 12 番目までの寮は、
以下の表の通りである。 
 
表 3-4 愛知県からの寄付金で建設された長島愛生園十坪住宅、3 番目から 12 番目の棟 165 
番号 寮名 建設費（円） 竣工年月日 寄付金額（円） 寄付者 
3 第一愛知寮 599.63 昭和 10 年 6 月 20 日 1,040.00 愛知県方面委
員連盟 
4 鯱南寮 999.63 同 500.00 名古屋市南区
衛生組合連合
会 
5 第一愛衛寮 621.82 昭和 10 年 9 月 30 日 500.00 愛知県衛生組
合連合会 
6 愛知県愛国婦人寮 617.01 同 500.00 愛国婦人会愛
知県支部 




8 丹羽寮 558.80 同 500.00 尾西連合方面
委員連盟丹羽
郡支部 
164光田(1939)「愛知県の無癩県運動に就て」, 『愛生』昭和 14 年 4 月号. 
165愛知県(2003), op. cit., p. 445. 
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9 中島葉栗（はぐり）
寮 
571.41 同 500.00 同中島葉栗郡
支部 
10 一宮寮 1,108.82 昭和 11 年 10 月 30 日 1,000.00 同一宮市支部 
11 海部寮 1,684.26 同 1,500.00 同海部郡支部 
12 岡崎婦人寮  （予良） 
昭和 12 年 6 月 30 日 
   750.00 愛国婦人会愛
知県支部岡崎
市分会 
出典：愛知県社会課『愛知県方面委員執務必携』昭和 12 年(1937). 
  










































 1937 年（昭和 12）6 月に発行された小冊子『十坪住宅』167の寄付者欄からは、女学校の文字
は殆ど消え、全国で 3 校の女学校の名前が記載されているだけである。「癩病根絶期成同盟会」
では、「兵庫県癩病根絶期成同盟会」が 5 回の寄付を行い、合計 2,300 円の寄付金を納めている。











へ十坪住宅を贈る」（『中国日報』昭和 11 年［1936］5 月 15 日）、「目ざむ無癩県運動／島根の
一年、奈良の十年計画等／続く愛生園十坪住宅建築案」（『中国日報』昭和 11 年 8 月 14 日）、「全
166光田 (1950), op. cit., p. 155. 
167長島愛生園慰安会「十坪住宅 第六判」, 藤野豊（編・解説／編集復刻版）『近現代日本 ハンセン病問
題資料集成（戦前編） 第 6 巻 1937~1938 年』, 不二出版. 
 87 
                                            
国にトップを切って一躍無癩県の実現へ／愛生園に寮を建設 鳥取県の意気込み！」（『合同新




























168鳥取県, op. cit., p. 56. 
169愛知県『ハンセン病の記録：ハンセン病とともに・偏見差別のない愛知を求めて』, p. 131。 
<http://www.pref.aichi.jp/cmsfiles/contents/0000010/10304/honpen.pdf> 
170伊波敏雄(1997)「患者住居地域出入時における手引き要項」,『花に逢わん』,  pp. 112-113, 日本放送出
版協会. 
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171多磨全生園患者自治会, op. cit., p. 80. 
172小川正子(1939)「石打たれる人 ：々癩者に捧げた若き女医の手記」,『新女苑』昭和14年1月号, pp. 290-291. 
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べもなくはねつけたことを悔いるのでした。173（後略）小川正子(1939)「癩者に捧げた若き女医の
手記」, 『新女苑』昭和 14 年 1 月号, pp. 290-291. 
 
















 1932 年（昭和 7）九州療養所長・河村正之(1878-1933)は、第 5 回日本癩学会における講演に
おいて、「櫻根博士の実験によれば 25 年間も再発せざれし例もあり、療養所内に於いても 10 年
間くらい病勢の停止せるは珍しくないようである。斯（か）く、長年月に亘りてなんら伝染の







174日戸修一 (1939a)「癩と遺伝」,『東京医事新誌』3136, 昭和 14 年 5 月 27 日, pp. 28-32. 
175日戸修一 (1939b)「癩の遺伝」,『科学知識』19 (12), 昭和 14 年 12 月, pp. 19-12. 
176藤野豊(2012) 「第 15 回日本癩学会総会における小笠原登：圓周寺所蔵『小笠原登関係文書』の分析」
（1）」,『敬和学園大学研究紀要』21, pp. 43-64. 
177中条資俊(1934)「癩伝染の経路に就いて」, 藤野豊（編・解説／編集復刻版）(2012)『近現代日本 ハン
セン病問題資料集成（戦前編） 第 4 巻 1935 年』, 不二出版. 
178厚生労働省, op. cit., p. 222.  
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絶対隔離主義よりも、癩根絶の事には一層有効であると考へたからである。」と述べている。181   





179森(1996), op. cit., pp. 335-339. 








の講演の内容は、内務省の草間防疫官によって翻訳されハンセン病関係者にも知らされた。1930 年 12 月
バンコクで開かれた国際連盟らい委員会の会議の結論も「隔離は予防のために必要だが、それが唯一の方
法ではなく、その欠点を他の方法で緩和しなければならず、隔離は伝染の危険のあるものに限る。」という
ものであった（第 4 回日本癩学会総会、1931 年 3 月）. 厚生労働省, op. cit., pp. 216-217. 
182太田正雄(1940)「新映画評」,『日本医事新報』935, 昭和 15 年 8 月 10 日号, p. 57. 
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小笠原登博士 (1888-1970) だけであった。小笠原登は、愛知県海部郡甚目寺村（現・あま市）
の真宗大谷派の圓周寺に生まれ、1915 年京都帝国大学医科を卒業、その後、同大学病院でハン

























悪性の本質に就て」,『臨床の日本』昭和 9 年 12 月. 
 
 小笠原は、ハンセン病は「不治の病」ではなく、治る病気であることを強調する。 
183小笠原登(1931)「癩に関する三つの迷信」, 『診断と治療』18 (11), 昭和 6 年 11 月. 
184藤野(2012)、op. cit. 
185 Ibid. 
186小笠原登(1934)「癩の極悪性の本質に就て」、『臨床の日本』、昭和 9 年 12 月. 
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や治療法を小笠原に伝えていたものと思われる。大場, op. cit., pp. 10-12. 
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189大場, op. cit., p. 65. 
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190京都帝国大学新聞, op. cit. 
191小笠原登（皮科特別研究室版）(1941)「療養の心得」, 藤野豊（編・解説／編集復刻版）(2012)『近現代
日本 ハンセン病問題資料集成（戦前編） 第 7 巻 1939~1944 年』, 不二出版. 小笠原は「療養の心得」
のなかで、「身体には栄養」や「精神には安静」と強調しているが、小笠話自身が結核で闘病生活をしたこ
とがあり、彼自身の経験から栄養や安静を学んだのである、と大場は説明する。大場, op. cit., pp. 15-16. 
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れない者も多くいた。減食療法は、全体としては、入院患者にはあまり評判のいい治療法では
なかったようである。192 
 1932 年、京都帝国大学教授理学博士・堀場信吉 は、「金属オルガノゾルに就て」を『物理化
學の進歩』第 6 巻、第 1-3 号に発表する。堀場研究室と小笠原の皮膚科特別教室は共同で研究















 隔離政策を推進する「療養所派」への批判を続ける小笠原登は、1 年に 1 回開かれる日本癩学
会総会においてたびたび「療養所派」からその応酬を受ける。197小笠原登と「療養所派」の対
立が最高潮に達したのは、1941 年（昭和 16）11 月 14 日・15 日大阪帝国大学微生物病研究所
で開催された第 15 回日本癩学会総会であった。大谷藤郎（2001）『らい予防法廃止の歴史』、大





192大場, op. cit., pp. 74-76. 
193Ibid., p. 73. 
194 Ibid., p. 120. 
195 Ibid., p. 77. 
196 Ibid., p. 211. 
197 1928 年（昭和 3）日本癩学会が設立されて以来、光田や療養所派の医師たちと小笠原登は数回対立し
た議論のやり取りを展開している。Ibid., pp. 109-129. 
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画像 3-5 中外日報「癩は不治ではない―−伝染説は全信できぬ 研究 16 年 小笠原博士談」1941
年（昭和 16）2 月 22 日 
 
画像 3-6 朝日新聞（大阪）「癩は伝染病にあらず『體質病なり』と京大から新説」1941 年（和
16）7 月 3 日 
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 1941 年 2 月 22 日、仏教系新聞『中外日報』に「癩は不治ではない—伝染説は全信できぬ 研
究 16 年 小笠原博士談」と題した小笠原登の談話が掲載される。小笠原は「感染源となる癩菌
を問題とするよりも、発症しやすい体質を問題とすべきで、その体質は遺伝する。」と主張した








を強調した。この小笠原の反論に対し、早田は、7 月 4 日・8 日・9 日の『中外日報』に「癩は
伝染病なり、再び癩素質遺伝説と治癒問題に就て」を書き、小笠原の体質遺伝論や治癒につい
ても否定する。こうして、小笠原と早田の議論は終わる。 



























年（昭和 16）10 月 31 日（夕刊）. 
  







地域社会』, p. 192, 大阪大学出版会. 
199櫻井方策(1941)「癩は伝染病 小笠原博士の説について（上）、（中）、（下）」,『朝日新聞（大阪）』昭和
16 年 7 月 10 日, 7 月 11 日, 7 月 12 日. 
200大阪毎日新聞「伝染か遺伝か 癩の本質解剖来月阪大で展く大論争」1941 年（昭和 16）10 月 31 日（夕
刊）. 
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るが、癩が栄養不良體をつくったのであろう。栄養をとっているはずの子供が癩にかかったの
はどう説明するか。」と詰め寄った。『朝日新聞（大阪）』（11 月 15 日朝刊）は「小笠原博士は約
40 分にわたって立ち往生し、結局傍聴者には博士の説は因果をとりちがえているのではないか
との印象を与えた。」と報道した。 






















次の発表に移った。朝日新聞（大阪）「小笠原説へ鋭峰」1941 年（昭和 16）11 月 16 日. 
 







 櫻井は「（伝染によって発症したのはハンセン病患者の 2.5 パーセントに過ぎないという小笠
原談話を掲載した朝日新聞の）記事があったので今回はどうしても切りをつけて置かなけば成
らぬ所であった。」と述べる。202光田健輔は、1943 年（昭和 18）夏、医学生であった神谷美恵
子と 2 人の若者と愛生園内を歩いていた時、若者に小笠原登をさして、こう発言する。203 
 











 1930 年 12 月内務省衛生局は、ハンセン病者全員の終生絶対隔離の方針を打ち出し、日本に
ハンセン病者が存在する限り、日本は文明国ではないと断言し、絶対隔離主義を唱える。政府
はハンセン病者の数を約 15,000 人と推定して、絶対隔離により 1951 年までにハンセン病を根
絶することができると考えた。翌年 1931 年 4 月病者の全員終生隔離を目的とする「らい予防法
(1931)」が公布され、8 月から施行された。 
 改正「らい予防法（1931）」公布に先駆けて建設を始めていた岡山県ハンセン病国立療養所
長島愛生園が落成し、1931 年 3 月光田健輔が園長に就任、病者の収容を始める。国立療養所は
これまでの府県立療養所と異なり、全国どこからでも病者を受け入れる大規模療養所で、国立
療養所の最初の所長となった光田健輔はハンセン病医学界に君臨する最高権力者となっていた。 
 光田の発案で、1931 年 3 月皇太后を頂点とする「らい予防協会」が設立された。これは、徹
201大場, op. cit., pp. 141-142. 
202Ibid., pp. 140-141. 
203神谷美恵子(2004)「光田健輔の横顔」,『人間をみつめて』, p. 185, みすず書房. 
204 1948 年 12 月、小笠原は厚生技官として国立豊橋病院・皮膚泌尿科医長に就任する。1955 年 7 月豊橋
病院を依願退職して生家、愛知県海部郡甚目寺町圓周寺に戻る。1957 年 9 月、69 歳の時、厚生技官とし
て国立ハンセン病療養所奄美和光園医官に就任。1966 年、78 歳の時、奄美和光園を退職。1970 年 12 月
12 日自宅圓周寺にて、82 歳で死去。一方光田健輔は、1957 年 8 月長島愛生園長を辞任、以後公職より退
き、1964 年 88 歳で死去。 
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底した病者終生絶対隔離主義の思想を社会に浸透させるために、全国的に思想普及運動を行な
























































第 2部 ハンセン病者救済を行った 3人の女性宣教師 























表 4-1 ヤングマン、リデル、コンウォール・リー、日本のハンセン病政策関連年表:1890-1942 

























立、11 月 12 日開院。 
 1897 











































































































太郎を所長に雇用。 と聖バルナバ病院開院。  
1920 
 



















































































第 4章 米国女性宣教師ケイト・ヤングマン(Kate Youngman, 
1841-1910 ;日本滞在 1873-1910)と慰廃園（1894-1942） 
    
はじめに 
 ケイト・ヤングマン(Kate Youngman, 1841-1910;日本滞在 1873-1910)は、米国ニューヨーク




あるのは、好善社(1978)『ある群像 好善社 100 年の歩み』（日本基督教団出版局）である。し
かし、この図書には、どうしてヤングマンが女子教育よりも慈善福祉活動に興味や関心を持ち、
ハンセン病者救済活動を始めることになったのかという動機の記述や説明がない。 
 筆者はインターネットで入手したヤングマンの母親と父親の家系書、Ridlon, G. T. (1880) 
Contribution to the Genealogy of the Burbank and Burbanck Families in the United States, 
 105 
C. P. Pike: Saco, Me と Youngman, David, M.D.(1882) Genealogy and Biographical Sketches 
of the Youngman Family, Press of George H. Ellis: Boston により、ヤングマンと「アメリカ・
ミッション・ホーム」（現・横浜共立学園）の創立者の一人で、ニューヨーク州アルバニーでヤ
ングマンが出席していた日曜学校の教師であり、慈善福祉活動で大活躍し、宣教師として来日









































りであったと考えられる。1850 年 8 月 24 日国勢調査の日、家族はローウェル(Mass)に住んで
いるが、54 歳の父親ニコラスは無職である。母親マーガレットは 44 歳、子供たちは全員両親と
共にいるので、7 人家族である。16 歳の長男ジョンは無職と記入されている。学校を卒業して
も職が見つからなかったのだろうか。次男ヴリーランドは 10 歳、次女キャサリン（ケイト）は




セッツで過ごし、1855 年 13 歳の時にニューヨークに戻るが、1856 年 14 歳の時に母親が死亡
する。母親が亡くなる時に、自分の死後は家族の世話をしてほしいと頼まれたので、ケイトは
学校に行くのをやめて、家族の世話をする。その時、家族は父親、3 人の兄弟、1 人の妹がいた。
1859 年ケイトが 17 歳の時父親が亡くなる。（おそらく 1860 年）18 歳の時に結婚する予定であ
ったが、1861 年 4 月南北戦争（1861-1865）が始まり、婚約者は南北戦争の激戦地アンティタ
ム(Antietam)で戦死する。2071863 年 21 歳の時に、当時「12 番通学校(The 12th Street School)」
と呼ばれていたが、のちに師範学校となったニューヨーク市の学校に行き、4 年間在学し 1869
205 Youngman, David, M.D.(1882) Genealogy and Biographical Sketches of the Youngman Family, pp. 
16-17, Press of George H. Ellis: Boston. 
2061850 United States Federal Census. 
207履歴書には、たしかに、Was to have been married at eighteen, but the gentleman to whom I was 
engaged was killed in the war at the battle of Anteatam. と書かれているが、「アンティタムの戦い」は、
1861 年 9 月 17 日に起こっており、この日ヤングマンは 19 歳である。18 歳ではない。 
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  1858 年プラインは「子供の友協会」を設立し、この協会を運営母体とする「インダストリア
ル・スクール」を開校し、1871 年 51 歳で宣教師として日本に出発するまで、責任者として活
動を続けた。この「インダストリアル・スクール」は、有志の献金と奉仕によって運営され、
貧困家庭児童を集めて勉強を教えたり職業訓練を行ったり、食事から衣服までの世話をする学
校で、男子と女子合わせて、75 人から 100 人が在籍していた。 
 ヤングマンは、1855 年 13 歳の時、ニューヨーク州アルバニーに家族とともに転居し、ビー
バーストリート・チャーチに参加し、日曜学校の教師であったプラインの慈善福祉活動の一部
始終を、1863 年 21 歳でニューヨーク市の学校に行くためにアルバニーを離れるまで、8 年間の
あいだずっと目にしていた。 
 
画像 4-1 1871 年 5 月 20 日（土）の Albany Morning Express 紙に掲載されたプライン一行
の日本への旅立ちの記事 211 
208履歴書には、たしかに、At twenty-one I returned to school and in four years graduated from the  12th 
Street school, now the Normal College.  Was appointed in the same school in 1869, the same year I 
graduated.とあるが、4 年で卒業したとすれば、卒業年は 1867 年である。1869 年に卒業したのであれば、
6 年間在学したことになる。在学中に 2 年間休学していたとも考えられる。 
209 1869 年、亡夫の友人である米国オランダ改革教会宣教師 J・H・バラは休暇で日本から帰国していた
折、プラインを訪問。プラインの熱心な慈善事業の活動に感動したバラは、当時横浜での混血児童の増加
がキリスト教伝道の妨げとなっていたので、プラインに日本に宣教師として来て、混血児童の養育をする
よう依頼する。プラインは、婦人一致海外伝道局(WUMS)から 3 人の女性宣教師の一人として来日する。 




211Albany Morning Express, May 20th, 1871. 
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行こうと決心する。それから 1 週間も経たないうちに、4 つの教会の伝道局から連絡をもらう。212
やがて、ヤングマンはニューヨークの長老教会婦人伝道局から教育事業の任命をうけ、1873 年
5 月 8 日ニューヨークを発ち、6 月 5 日日本に到着。築地明石町 6 番地の長老教会宣教師館で女
子学校を経営していた宣教師カロザース夫人ジュリアの学校を手伝うつもりでいたが、必要な
いと言われ横浜にとどまる。ヤングマンは、同年 12 月築地の同宣教師館に引っ越し、ニューヨ
ーク長老教会伝道局から派遣されたメアリー・パークと共に、1874 年 1 月女子学校グレハム・
セミナリーを開校する。築地 6番地に 2つの学校があったため、ジュリアの学校はA6番女学校、
パークとヤングマンの学校は B6 番女学校と呼ばれた。初代校長はパークだったが、同年 5 月








教師」,『築地居留地』vol.1, pp. 40-47, 築地居留地研究会. 
213大濱徹也(1985)『女子学院の歴史』, p. 44, 女子学院. 
214ニューヨーク長老教会婦人伝道局では 1873 年 4 月日本進出直後から日本伝道に要する資金を 5,400 ド
ルと設定し、献金を募り、かなり早い時点で目標金額に達した。ヤングマンは、この資金の一部 3,000 ド
ルを使って、築地新栄町 42 番地に土地を購入し、校舎を建設する。婦人伝道局は、3 人の宣教師、30 人
の寄宿生、多数の通学生を収容できる学校の建設を希望していたので、おそらく、そのくらいの規模であ
ったと思われる。小檜山 (2005), op. cit. 
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 1882年に出版されたGenealogy and Biographical Sketches of the Youngman Familyには、
1880 年代初頭のケイトや兄弟姉妹の職業などが記述されている。長男ジョン・アブラム・バー
バンク(1834- )は 1865 年 31 歳の時に結婚、娘が 1 人いる。職業はエンジニアで、アルバニーに
在住。次男ヴリーランド・ホーウォート(1839- )は 1864 年 24 歳の時に結婚、4 人の子供がいる。
アルバニーで石炭を扱う会社「レナード＆ヤングマン」の共同出資者で、アルバニーに在住。
次女キャサリン（ケイト）(1841- )は宣教師として長老教会[婦人]伝道局により日本の首都東京
に派遣されている。3 男ジョージ(1844-69)は 25 歳の時に独身で死亡。3 女エリザベス(1847- )
は 1876 年 28 歳の時に結婚。夫はパン屋で、夫婦はアルバニーに在住、2 人の子供がいる。ヤ
ングマンの兄弟姉妹の中には、ケイト以外に宣教師になった者はいない。生存している兄弟姉
妹は全員結婚して家庭を持ち、アルバニーに在住している。生涯独身であったのはケイトだけ
であった。ヤングマンは 1881 年 5 月から 1882 年 12 月まで、39 歳から 41 歳にかけて、また、
1898 年 7 月から 1899 年 7 月まで、56 歳から 57 歳にかけて、一時帰国するが、アルバニーの
兄弟姉妹と共に多くの時間を過ごしたものと思われる。 




(2) ボランティアグループ「好善社」(1877- )の発足 





選出した。215 笠井美志の父親は笠井大五郎で、共義女学校（1876 年（明治 9）10 月 7 日開業
届け）の校主、みしは同校の教師だった。また、みしは新栄女学校でも助教師を務め、ヤング
マンが始めた第 2 啓蒙小学校（校主・笠井大五郎）の教員も務める。216納所りうは、納所重兵
衛の娘で、後日好善社に加わる納所すえは妹である。217 りうは、1880 年（明治 13）11 月 11
215好善社 (1978)『ある群像：好善社 100 年の歩み』, pp. 46-47, 日本基督教団出版局.佐藤の名前は「佐藤
む免子」と表記されているが、「佐藤梅」のことと思われる。 
216大濱, op. cit., p. 146. ヤングマンは、1878 年（明治 11）6 月 3 日築地新栄町 5 丁目 7 番地に第 1 啓蒙小
学校、翌 79 年には芝区愛宕町に第 2 啓蒙小学校を設立し、貧困家庭児童に読み書きや手芸を教えた。第 1
啓蒙小学校は、1886 年（明治 19）12 月奥平浩が尋常科定員 80 名の啓蒙小学の設立願いを東京府に提出
している。第 2 啓蒙小学校は、1879 年（明治 12）4 月笠井大五郎によって届けられた。大濱, op. cit., pp. 
128-129.  
217好善社, op. cit., p. 44.  
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就任した。娘のひなは 1878 年（明治 11）5 月 14 日上杉茂憲（もちのり）と結婚したが、後に
離婚する。220 相田かめは、1874 年（明治 7）カロザース夫人の A6 番女学校に入学し、その
年の暮にカロザース宣教師から洗礼を受ける。221 A6 番女学校が閉校した後、多くの在学生は、
原胤昭により創立された原女学校(1876-1878)に転校するが、かめは新栄女学校に移る。6 年間
勉強したのち、1880 年（明治 13）卒業、同校英文科の第 1 回目の卒業生で、ただ一人の卒業生
であった。卒業後は同科で 2 年間教鞭をとりつつ、日本学科も修めて 1882 年（明治 15）卒業
した。相田かめは、卒業の前後に、札幌農学校でクラークの弟子として「イエスを信ずる者の
誓約」に署名した 1 期生である 222農学博士渡瀬寅次郎と結婚。223 1883 年（明治 16）万国キリ
スト教婦人禁酒会からレヴィット夫人(Mrs. Levitt)が派遣され、木挽町（こびきちょう）厚生館
で講演を行った時、トゥルー夫人に選ばれて通訳の任を果たす。佐藤梅は 1885 年（明治 18）9
月に開設された頌栄（しょうえい）女学校教員として裁縫・女礼・家政を担当した。224他の女
性たちについては不詳であるが、『日本基督新栄教会史 60 年史』(1933)の会員名簿の中に、三
浦りうや佐藤うめの名前と共に、藤井りんの名前もあるという。225 以上の 10 名の若い女性は、
いずれも 15 歳から 20 歳くらいと思われる。既婚者もいたかもしれない。相田かめは、グルー
218 Ibid., p. 127. 




る。クララ・ホイットニー（著）一又民子・他（訳）(1996b)『勝海舟の嫁 クララの明治日記』下, p. 145, 
中公文庫. 大鳥姉妹の母親は 1878 年（明治 11）死去、2 月 5 日に葬式が行われるが、ヤングマンが参列し
ている。クララ・ホイットニー（著）一又民子・他（訳）(1996a)『勝海舟の嫁 クララの明治日記』上, p. 
489, 中公文庫. 工部美術学校が 1876 年（明治 9）に開校するが、明治 11 年 (1878) 教師であったフォン
タネージ送別記念写真に大鳥ひながいる。フォンタネージは同年 9 月に辞任。授業はフランス語で行われ
ていた。『明治時代館』(2005), p. 234, 小学館.  1879 年（明治 12）5 月 29 日のクララの日記には「おゆ
きさんは大変危険な肝臓の病気でとても悪そうだ。青白くてやせてもう長いとは思えない」とあり、1882
年（明治 15）大鳥ゆきは永眠。クララ・ホイットニー（著）一又民子・他（訳）(1996b), op. cit., p. 229；
好善社、op. cit., p. 376.  
220好善社, op. cit., p. 44. 上杉茂憲は、出羽米沢藩第 13 代（最後）の藩主である上杉茂憲と思われる。上
杉は 1871 年廃藩置県により東京に出る。1881 年沖縄県令兼判事に任命される。県令の月俸は 200 円であ
った。しかしながら、上杉茂憲の年譜には、ひなとの結婚は記録されておらず、上杉は 1875 年 16 歳の兼
という女性と結婚し、1876 年 11 月 26 日長男憲章が誕生している。 
221Ibid., p. 44. 
222Ibid., p. 127. 
223Ibid., p. 44. 
224大濱, op. cit., p. 147.  
225好善社, op. cit., p. 45. 
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は、せんの養育費を得るために、裁縫や手芸で作品を作り、同年 12 月 20 日新栄女学校でバザ
ーを開催し展示即売を行った。 
 1878 年（明治 11）9 月より、品川台町、築地 3 番地、飯田町、本郷、芝の 5 カ所で日曜学校









   東京、1878 年 9 月 20 日 
   ローリー博士 








 1879 年（明治 12）10 月 7 日より、ヤングマンは東京浅草教会で子供たちの集会を開き、キ
リスト教の話を聞かせる。228 
 
 女教師ヤングメン氏は東京浅草教会の会堂にて毎火曜日午後 2時より 5時まで近所の子供を集め
226 Ibid., pp. 44-45. 
2271886 年に第 1 啓蒙小学校の正式な届けが出される前は、好善社の社員が教師を行っていたと思われる。 
228七一雑報「教会新報」1879 年（明治 12）11 月 7 日. 
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教の道を聞かせる事を去月（きょげつ）7 日より始められたる処追々盛になり同月 28 日などは 70



















し、好善社の組織を拡張する必要を感じる。そのため、1891 年（明治 24）9 月 2 日ヤングマン
は、貴山幸次郎、服部綾雄、真野文二、吉田森藏、阿知波浩を招いて相談し、男子の入社を申
し入れた。230彼らは好善社に入社して協力することを約束し、ヤングマンに同社の規則の変更
を託した。ヤングマンは、7 日後 9 月 9 日の好善社総会で、11 人の男性の入社を決議した。彼
らは、プリンストン神学校への留学(1886-1891?) から帰国したばかりの 28 歳の服部綾雄 
(1863-1915)、芝教会牧師で 37 歳の和田秀豊 (1854-1946)、新栄教会牧師で 26 歳の貴山幸次郎
(1865-1940)、231日本基督教会牧師で当時北海道紋別伊達教会の牧師であった 31 歳位の林竹太
229大塚かね(談)・宮川量（筆記）(1935)「不滅の榮光」,『愛生』5 (5), 昭和 10 年 5 月, pp. 7-8. 








                                            
郎(1860-1924)、232 1887 年服部綾雄の妹と結婚、91 年明治学院神学部教師として、英学、万国
学、動物学を担当することになった 28 歳の石本三十郎(1862-1896)、233真野文二（生没年不詳）、
吉田森藏（生没年不詳）、阿知波浩（生没年不詳）、伊藤為吉（生没年不詳）、51 歳位のスコット
ランド一致長老教会宣教師ヒュー・ワデル(Hugh Waddel, 1840-1901)、30 歳の米国長老教会宣










生病院に馴染まず、好善社では 1891 年 12 月の臨時総会で津島八重を千葉病院に入院させるこ
とを決定する。千葉病院では、津島が死亡すれば解剖を許可することを条件に入院費などの免
除があったと思われる。しかし、諸々の費用の負担が必要だったのだろう。1892 年 4 月ヤング
マンは津島の諸費用を好善社が負担することを取り決める。しかし、津島八重は千葉病院で解
剖の恐怖を感じ始めたため、「好善社」はハンセン病療養施設をつくることを決定する。 
(4)  静岡県御殿場神山伝道 
 1872 年 3 月 10 日、日本はまだキリスト教禁教の時代であったが、米国オランダ改革教会宣
一致神学校（明治学院神学部の前身）を経て、90 年明治学院神学部を卒業。同年石原の後を受けて新栄教
会の牧師となり、以後 8 年間牧した。『日本キリスト教歴史大事典』(1987) 教文館. 
232日本基督教会牧師。尾張藩士喜平太義武の長男として名古屋市白壁町に生まれる。維新で家が没落。小
学校教師を務めた後、キリスト教にふれ、1880 年（明治 13）名古屋で稲垣信より受洗。伝道者を志し、
東京一致神学校に入学、87 年卒業。この間、85 年夏から 86 年 9 月まで伊豆の三島教会に伝道、多数の志
道者を得て信仰復興を起こした。87 年末、盛岡に伝道師として派遣され、加賀野に初めて礼拝・聖書研究
会を開いた。90 年牧師試験に合格して、北海道紋別（伊達）教会牧師として赴任。間もなく 91 年 10 月郷
里愛知県に濃美地震発生、その救済のため被災孤児約 40 名を北海道に引き連れ、洞爺湖畔の原始林を開墾
して「北海道孤児院」を設立した。同院解散後、台湾に伝道。1920 年（大正 9）9 月再び三島教会に迎え






師のひとりとして英学、万国学、動物学を教えた。93 年米国プリンストン大学に 2 年間の予定で留学。更
に 1 年延期するうち、腸チフスに罹り、客死。プリンストン墓地に葬られた。Ibid. 
234好善社, op. cit., p. 66. 
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宣教団が静岡県各地の伝道を始めたのは、1874 年（明治 7）あるいは 1875 年（明治 8）の頃で
あった。2361877 年（明治 10）頃、箱根より三島に伝道の途中、山中駅の宿で伝道を行うと津田
大作が求道者となり、翌年バラ宣教師より洗礼を受けて、横浜海岸教会員となった。1879 年（明
治 12）御殿場の神山で伝道が行われるようになった。1880 年（明治 13）3 月神山の信徒とバ
ラ宣教師との話し合いによって、米国改革教会宣教団より現金 120 円を借用し神山講義所をつ
くった。場所は、津田の弟土屋喜平の粟畑であった。神山から北へ 7.6 キロメートル 237離れた
御殿場での伝道が開始されたのは 1882 年（明治 15）3 月である。同年 8 月 11 日御殿場でキリ




立しなかった。その結果、改革派は長老派との協力によって 1877 年 10 月 3 日日本基督一致教会結成、1891
年 11 月日本基督教会として出発。アメリカン・ボード系の諸教会は 1886 年 4 月日本組合基督教会を組織
することになった。『日本キリスト教歴史大事典』, op. cit. 
236大西米三(1972)「神山講義所沿革史」,『八十八年の歩み』p. 12, 日本キリスト教団御殿場教会. 
237グーグルマップ上で、車で神山から御殿場までの距離である。時間にして 15 分かかる。 
238米国オランダ改革教会宣教師。オランダのツァイストに生まれる。両親は敬虔なルター派の信徒。ツァ





に応じた米国オランダ改革教会より、最適任者として選ばれ按手礼を受ける。59 年 4 月マリア (Maria 
Manion) と結婚。翌年 S・R・ブラウン、D・B・シモンズ医師らと共に日本に派遣され、11 月 7 日長崎
に上陸。蘭学を通して西欧文化に接していた当時の日本の文化事情を考慮して、長崎を選んだという。聖
公会の C・M・ウィリアムズと同居、親交を結んだ。のち同地の済美館の英語教師を務め、64 年校長にな




に応じ献策、顧問として重用された。その年大隈に手交した Brief Sketch は「信教の自由」やその他の理
解のため政府高官が直接欧米を視察するよう建白したもので、71 年の岩倉使節団の米欧派遣の素案となっ




スト教歴史大事典』, op. cit. 





                                            
語の堪能さには一同驚いたという）。 




 1886 年（明治 19）春頃ヤングマンが神山に別荘を新築し、夏期は避暑のために神山を訪れて、
伝道も行った。それから 3 年のち 1889 年（明治 22）4 月ヤングマン、大塚正心・かね夫妻が共
に伝道のために働くことになった。正心は、バラ、ヤングマンと話し合い、改革教会宣教団の
補助伝道士として、神山や御殿場で働いた。 





 1873 年（明治 6）パリ外国宣教協会(Paris Foreign Missionary Society)から派遣されたフラ








その紹介で 71 年（明治 4）J・C・ヘボンの日本語教師となり、その『和英語林集成』の改訂を助け、彼と
J・H・バラの感化により翌年 8 月 4 日 S・R・ブラウンから受洗。ヘボン・ブラウン訳福音書を浄書、板
木屋を探し、出版に成功。元来大酒家であったが禁酒して横浜公会（日本基督公会）の長老に挙げられ、




R・Y・デヴィッドソンと接し、彼の家に起居するうちに信仰心を持ち始め、75 年 9 月 22 日彼から受洗。
その後、伝道を志して聖書や神学を研究するかたわら、築地、両国、本所、千葉県下に伝道。77 年東京一
致神学校に入学、79 年卒業、81 年両国（永福町）教会の最初の日本人牧師となった。82 年 3 月 E・R・
ミラー夫人（M・E・キダー）と協力して『喜の音（よろこびのおとずれ）』編集兼出版人となった。89 年
3 月両国教会を辞し、盛岡（下ノ橋）教会牧師となり、ミラー夫妻と共に盛岡中心の東北伝道にあたった。
1900 年静岡教会に、さらに 02 年三島教会に転じ、16 年（大正 5）からは無任所牧師となった。Ibid. 
241大西, op. cit., pp. 14-19. 
242テストヴィード神父は 1849 年フランスのマルス県で生まれる。ラングルの神学校で学び、またパリ外
国宣教協会神学校を卒業。1873 年に来日。1891 年香港ベタニアの園にて病死。 
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 神父は、現在の復生病院よりも北東に 8 キロほど富士山よりの鮎沢村に 1 軒の古い農家を借
りて、この女性と 5 人の病者を救済し収容して、この小さな「病院」を「憐れみの宿」と名づ
けた。この近辺には在宅の病者も少なくなかった。しかし、近隣の住民から苦情が出て、ここ
に病人を集めては困ると言われ、病院は一時解散する。翌年 2 月 2 日、神父は、病院設立許可
をオズーフ(Pierre Marie Osouf, 1829-1906)教区長に願い出る。2 月 8 日病院設立の許可が下り
たので、現在の黄瀬川沿いの広大な土地を購入して病院を設立し、1889 年復生病院が開設され
た。243 



















生病院 (1969) In Commemoration of the 80the Anniversary。この女性は神父より洗礼を受け、モニカと
名づけられるが、1891 年 5 月 10 日 16 歳で永眠した。 
244神山復生百年史編集委員会（編）(1989)『神山復生病院の 100 年』, 春秋社. 
245『富士岡村誌』（復刻版）(2001), p. 175, 御殿場市役所富士岡支所. 
246大西, op. cit., pp. 18-19. 
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国長老教会宣教師デヴィッド・タムソン(David Thompson, 1835-1915) から洗礼を受けた（前
述した B６番女学校の最初の校長であったメアリー・パークが結婚した相手がタムソンであっ
た）。 
 大塚かね(1855-1945) は、1855 年 2 月 22 日高橋盛吾・きよの次女として、福島県大笹生村
（おおざそうむら）で生まれた。長女ひさは、かねより 10 歳年上で、社会活動家・ガントレッ
ト恒(1873-1953)及び作曲家・山田耕筰の母親である。かねは、1871 年（明治 4）正心と結婚す







ト恒(1990)『七十七年乃想い出』, p. 14, 大空社. 
 
 1878 年（明治 11）恒子が 6 歳の時、大塚夫妻は恒子の父親の放蕩を見かねて、恒子を山田家
から引き離して教育させるために、1876 年（明治 9）桜井ちか子が創立した麹町の「桜井女学
校」に入学させ、寄宿舎生活をさせた。248 大塚かねは、1885 年（明治 18）のちに音楽家とな
る一人息子淳（すなお）を出産する。 






247ガントレット恒(1990)『七十七年乃想い出』, p. 14,（1949 初版、植村書店）, 大空社. 
248Ibid., p. 12. 淵真吉『この道：山田耕筰伝記』の 101 ページに、かねは 1883 年（明治 16）ヤングマン
が築地新栄町に設立した「女子伝道学校」に入学し、1888 年（明治 21）4 年間の修業年数を終了し、「女
子伝道学校」の第 1 回卒業生として同校を卒業したと記されている。また、かねは、1885 年（明治 18）
後に音楽家となる一人息子淳（すなお）を出産しているので、育児をしながらの学業生活であったとある
が、第 1 回卒業生 4 名の中には大塚かねの名前はない。淵は、山田耕筰の語った話として、記述したと思
われるので、山田耕筰の記憶違いの可能性が高い。 
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る。大塚かね(談)・宮川量（筆記）(1935)「不滅の榮光」,『愛生』昭和 10 年 5 月, pp. 6-12. 
 
 大塚正心は、鳥島から体調を崩して引き上げてきて、静岡県御殿場の神山で伝道を始める。

















                                            
ンの新聞『タイムズ』(The Times)を一瞥（いちべつ）していたヤングマンが急に叫んだ。「大
塚さん、与えられましたよ、もう大丈夫です。」それは、日本でハンセン病者救済に従事する人
には財政援助をするという「英国救らい協会(Mission to Lepers: MTL)」の広告だった。ヤング
マンはロンドンに行く人に手紙を依頼して MTL 本部に直接届けさせた。だが、手紙の返事より
も 200 ポンドのお金の方が早く届いた。1894 年（明治 27）のことであった。252  













した。（筆者訳）Miller, A. Donald (1965) An Inn Called Welcome: The Story of the Mission to 




年（明治 27 年）5 月目黒村鏑木（かぶらぎ）村長の斡旋もあり、東京府荏原（えばら）郡目黒
村字下目黒に 1,500 坪の土地を購入し、同年 5 月 23 日千葉病院から津島八重を引き取り、とり
あえず、この土地に建っていた物置に収容した。さらに、津島と前後して 2 名の男性病者西尾
252、好善社, op. cit., p. 69. MTL からの最初の送金がいくらであったかは諸説がある。大塚かね（談）は
250 ポンド、『ある群像』69 ぺージによると、「明治 27 年(1894)2 月 10 日の例会では、約束してあった金
額の 1 部 200 ポンドが送金された。」と記されている。和田秀豊「救癩四十五年」では、「その頃、英国の
癩救済会員のベリイという人が東京に来られ、我々どもの企てに賛成されて、金二千円を寄付せられしに
より、明治 27 年 (1894) 9 月に私が好善社を代表して目黒に三千余坪の地所を買い入れ、家屋を設立して
之を慰廃園と命名いたしました。」と記述されている。和田秀豊(1939)「救癩四十五年」,『医事公論』1381, 
昭和 14 年 1 月. 
253 Miller, A. Donald (1965) An Inn Called Welcome: The Story of the Mission to Lepers 1874-1917, p. 
80, The Mission to Lepers: London. 
254好善社, op. cit., p. 69. 
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要吉と中西新三郎を収容し、大塚夫妻がこれらの患者と寝食を共にしながら世話をした。255 好
善社では、その後、病室を建築し、1894 年 10 月 13 日正式に「慰廃園」を開設した。1894 年
当時の好善社ボランティア・スタッフは以下の通りであった。256 
 
社長      和田秀豊 
副社長     ヤングマン 
会計      篠原銀蔵 
調査委員    ワデル 嶋田セイ子 
会計調査委員  一柳ちか 
通信委員 
らい病院委員  貴山幸次郎 吉田森蔵 竹中マツ子 ヤングマン 守田ちゑ 小菅とき 
        篠原とみ 和田秀豊 菊池三郎 伊藤為吉 
慰廃園監督   大塚正心 
慰廃園監督補  大塚かね 
慰廃園医師   北島剛三 257 加治木勇吉 
好善社(1978)『ある群像：好善社 100 年の歩み』, pp. 73-74, 日本基督教団出版局. 
 















はありません。それに、彼のあとから 3 人も申し込みがありました。私たちには、MTL 以外に頼っ
255 Ibid., p. 72. 
256Ibid., pp. 73-74. 
257 (1845-1909) 1845 年 6 月敦賀（つるが）に生まれる。1877 年内務省より内科・外科医術開業免状を
請け、京都府の療病院医局員、外務省御用係、東京の赤坂病院などの職を経て、慰廃園発足と同時に同園
に勤務。1881 年に日本基督教会芝教会にて受洗し、教会員となり、さらに、1884 年以後、同教会の長老
としての務めを果たした。好善社が社団法人となった後は、亡くなるまで理事として在任した。Ibid., p. 120. 
258 Miller, op. cit., pp. 80-81. 
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cit., p. 82. 
 
 ヤングマンは、1891 年には築地 B6 番地の自宅に日本キリスト教婦人矯風会（矢島楫子会頭）
の慈愛館を設置し、以来元娼妓たちを住まわせており、2591891 年 10 月濃尾地震がおこると、









画像 4-2 ヤングマンと濃尾地震震災孤児たち 
 
出典：好善社(1978)『ある群像：好善社 100 年の歩み』, p. 3,日本基督教団出版局. 
 
 
 ヤングマンの以下の手紙は、慰廃園設立から 4 年たった頃に送られてきたという。ヤングマ




たちも彼女を愛してくれている、と記している（1898 年 8 月 29 日伝道局への手紙）。 
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（筆者訳）Miller, op. cit., p. 82. 
2.  ヤングマンの怒りと死  
(1) ヤングマンの怒り 
 前述した通り、ヤングマンは 1899 年（明治 32）７月に米国から東京に戻ってくるが、ヤン
グマンが日本への帰路につく頃、東京ではヤングマンの想像もつかないことが起こっていた。
1897 年（明治 30）4 月「伝染病予防法」が公布され、1899 年（明治 32）東京愛宕町に内務省
管轄の「国立伝染病研究所」が設けられて、北里柴三郎(1853-1931)が患者の治療や診察にあた




んで承諾した。262 5 月 30 日北里の使いとして村田昇清が同園を訪問し、それまで研究所で治療
を受けていたハンセン病患者を収容し、世話をしてくれるならば、医療上の便宜をはかるとい
261好善社, op. cit., p. 82. 
262和田, op. cit. 
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う正式の申し入れを表明する。この件に関して、好善社では 5月 8日に臨時総会を開いている。263 
 
1899 年（明治 32）5 月 8 日午後 3 時ヨリ事務所ニ於テ臨時総会ヲ開ク出席者左ノ如シ 




ヨリ申出デラレタルニ付其希望ヲ容レテ之ヲ実行スル事而シテ慰廃園ヲ病院組織ニスル事     
可決   好善社, op. cit., p. 76. 
 
 こうして、北里の勧めがあり、慰廃園を病院組織とする動議が 10 名の社員が参加した臨時総
会で可決され、5 月 30 日には研究所の村田が来園、6 月 6 日には北里と村田が来園し、6 月 8
日には再び臨時総会が開かれ、集会者 10名は全員北里の申し込みを受け入れることに賛同する。
14 日には病院組織設立願を東京府庁に差し出し、6 月 27 日付けで東京府知事より「明治 32 年
6 月 4 日付私立病院慰廃園設立願之件聞届ク」という受諾書が届き、北里の患者約 20 名を受け
入れた。 













は 1900 年 6 月 9 日の好善社総会に姿を見せて、従来通りの役目に復帰した。だが、ヤングマン
はどうしても北里柴三郎に対しての不信感を払拭することができない。 
263好善社, op. cit., pp. 76-78. 
264Ibid., p. 78. 
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 「北里博士が我々の患者を治療するようになって 3 年が経ちましたが、ミス・ヤングマンは改善
が見られるどころか、北里博士が治療を始めたために、彼らの病気は悪化してきているように感じ
ています。慰廃園が発足した時に、ジェームズ・バラ宣教師が名づけた通り、まさに、「不治の病人
































265 1898 年（明治 31）5 月 20 日発行の中外医事新報によると、「北里博士は『レプリン』療法を有効なり」
と述べているとし、明治 27 年 2 月より同 30 年 12 月に至る治療成績を下記のように記している。 
癩病患者 223 名、内全治 4 名、内全治に近く或いは全治の見込みある者 15 名、 内死亡 3 名。  
死亡者のうち 2 名は結核、1 名は脚気を併発して死去したと説明されている。「癩病及び血清」,『中外医事
新報』436, 1898 年, pp. 66-68.  
266ヤングマンのこの手紙に対し、伝道局のスピアーは非常に同情的で丁寧な返事を 1904 年 4 月 26 日付け
で送っている。 
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ったため、市長宛てに困窮を訴え、対策を講じてほしいという要望を述べた上申書を提出した












好善社, op. cit., p. 80.268 
 
 この手紙は、養育院の患者一人当たりの一日の経費が 20 銭であるが、慰廃園では 30 銭 269
なので、さしあたり 20 銭で直ちに患者を収容したいと思うが、なるべく一人当たり 30 銭の金
額を支払ってほしい、という回答である。おそらくこの件については何らかの解決がされたの
であろう。同年 7 月 1 日より 10 名の患者が養育院より委託されることになった。 





267好善社, op. cit., p. 80. 
268 きいんごしゅうようらいかんじゃ こんかいほんいんへしゅうようのかたごいたくについては きいんにおいて
は ひとりにつき いちにちのひようきん にじゅっせんのごよさんなるよし しかるにほんいんにては ひとりにつ




はば ありがたきしあわせにぞんじおりそうろう みぎごかいとうにおよびそうろうなり  
269 1 人あたり、1 カ月 9 円で、1 年 108 円である。 






                                            
 好善社は 1905 年（明治 38）3 月 22 日社団法人の認可を受ける。ヤングマンは 10 名の理事
の一人であったが、筆頭理事は米国オランダ改革教会宣教師マーチン・ワイコフ博士(Martin 






Ibid., p. 117. 
 
(2) ヤングマンの死  
 ヤングマンは 67 歳であった。年齢が増して、病気がちになったのだろうか。この手紙を書い
た時には確かに体調は良くなかったと思われる。好善社では、ヤングマンの退職願にすぐには
回答をださず、1 年後の 1910 年 2 月 14 日の総会でヤングマンの退社を承認する。 




ソン師の司式にしてほしいと言い残して、9 月 29 日息を引き取った。68 歳だった。臨終の言葉
は、信仰深いヤングマンをよく表している：「すべては神の御意です。私は神が万事を益となる
ようにしてくださることを知っています。」 ヤングマンの葬儀は 10 月 2 日新栄教会において
執り行われ、葬儀の様子は『福音新報』明治 43 年 10 月 6 日号に掲載された。275 
 葬儀は、ヤングマンの希望通り、タムソン師の司会にて、聖書朗読、祈り、会衆一同の讃美
歌斉唱と主の祈り、ヤングマンの履歴の紹介などが行われたのち、女子学院の生徒数名が賛美
淵源（えんげん）」,『婦人新報』大正 5 年 12 月号, pp. 1-3. 
272ニュージャージー州ミドルブッシュでオランダ改革教会の執事・長老の子として生まれる。ラトガース
大学で理化学を学び、1872 年 6 月卒業。文部省から W・E・グリフィスの後任として招聘され、直ちに来
日。同年 7 月から 2 年間福井の中学校の教師を務める。74 年 9 月新潟外国語学校教師に転任。76 年東京
大学予備門の教師となり、翌年帰国。母校の教師、中学校長を務めた後、81 年 9 月宣教師として再来日。
横浜に先志学校を創設。83 年同校が築地大学校と合併し東京一致英和学校（明治学院）となるに及び、東
京に移転、主として化学、物理を教授した。以後死去するまで 30 年近く、明治学院教授・理事として教育
に献身。95 年母校より理学博士号を授与された。『日本キリスト教歴史大事典』、op. cit. 
273好善社, op. cit., p. 117. 
274 Willis Norton Whitney (1855-1918) クララ・ホイットニーの兄。1875 年父親が御用教師となり、一
家揃って来日。82 年父はロンドンで客死。母は 83 年日本で病死。赤坂病院は母の遺志により、亡父母に
寄せられた日米人の香典で建てたもので、いずれの教団にも属さなかった。 
275好善社, op. cit., p. 115. 
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歌を歌い、バラ宣教師が英語で祈りを捧げ、その後、棺は数名の内外人に擁せられて、馬車で
染井霊園に向かい、墓地に葬られた。会葬者は 200 名ほどで、外国人が多かったという。 
 
画像 4-3 豊島区染井霊園にあるケイト・ヤングマンの墓 
 
 





画像 4-4 ヤングマンの葬儀の模様を伝える「ヤングマン女史の葬儀」、『福音新報』、1910 年（明
治 43）10 月 6 日の記事          
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画像 4-5 慰廃園正門 
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 画像 4-6 礼拝堂内部 
 
画像 4-7 薬局 
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画像 4-8 診療所 
 



























の広告を目にして、寄付金を申し込む。1894 年 MTL から 200 ポンドが届いた。好善社は、1894
年（明治 27 年）5 月目黒村字に土地を購入し、同月千葉病院から津島八重を引き取り、この土
地に建っていた物置に収容した。他に 2 名の男性患者も引き受け、大塚夫妻が患者たちの世話
をした。好善社では、病室を建築し、1894 年 10 月 13 日「慰廃園」を開設した。 
 ヤングマンが、休暇で帰国中に、好善社では「慰廃園」を病院組織にすることが総会で決定
され、北里柴三郎の患者を受け入れた。帰国したヤングマンは、1899 年 7 月の臨時総会に出席
するが、北里は異教徒であるとして、病院化に反対。激怒の余り以後 1 年間は総会に出席しな




年（明治 42）1 月 23 日の短い手紙で、好善社に退社を願いでる。翌年 1910 年御殿場での静養
から戻った後、9 月 29 日逝去。染井霊園に眠る。 
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第 5章 英国女性宣教師ハンナ・リデル(Hannah Riddell, 1855-1932;
日本滞在 1891-1932)と回春病院(1895-1941) 
   
はじめに 
 ハンナ・リデル(Hannah Riddell, 1855-1932;日本滞在 1891-1932)は、英国国教会宣教協会
(Church Missionary Society (CMS)：1799 年設立)宣教師として、1891 年 1 月 16 日、35 歳の
時に来日した。リデルの主要な伝記は、「序章」で述べた通り、これまで 3 冊出版されている。
1915 年（大正 4）から回春病院の事務長として勤務していた飛松甚吾がリデルの死後 2 年たっ
て出版した飛松甚吾(1915)『ミスハンナリデル』(熊本回春病院)、駐日英国大使・ジョン・ボイ





























1.  回春病院の設立 
(1) ハンナ・リデル 
 ハンナ・リデルは、1855 年 10 月 17 日ロンドン北部地域のハートフォードシャーにある小さ
な町バーネットで生まれた。父親は退役軍人の恩給生活者、自宅の向かい側で苗木屋をしなが
ら、2 人の下宿人を置いていた。276家族は両親と娘リデルの 3 人なので、暮らしに困ることは
なく、そのためリデルは、当時の女性としては十分な教育を受けていたと思われる。1871 年の





姪は、9 歳のサミュエルと 7 歳のエダ(Ada Wright, 1870-1950)であった。リデルは両親、甥姪、
自分を含めて５人の生活を支えるために 63 歳の母親と共に寄宿学校経営を始め、自ら校長を務
めた。 
 1886 年リデルが 30 歳の時、副校長である母親が肝臓がんで、1889 年 3 月 33 歳の時、父親
が心臓障害で病死する。父親が亡くなった日、12 年間続いたリデルの学校は破産宣告を受ける。




 YWCA の仕事にやる気を感じることができなかったリデルは、翌年 1890 年英国国教会
Church Missionary Society (CMS)宣教師募集に応募し、4 月 29 日宣教師に任命される。35 歳
のリデルは、同年 11 月 14 日蒸気船デビンシャー号で 7 名の女性宣教師たちと共にサウサンプ
トンを出航する。2 名は、香港で下船した。277リデルは、日本行きの宣教師たちの中では最年長
者で、英国から 1 匹の愛犬を連れていた。1891 年 1 月 16 日デビンシャー号は神戸港に入港、
新任女性宣教師たちは大阪プール女学校長・キャサリン・トリストラム(Katherine Tristram)
276 1871 England Census Record for Daniel Riddle. 
277CMS  List II  Female Missionaries, p. 280.  リデル・ライト両女史記念館所蔵. 
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 一行は大阪川口の外国人居留地にあるプール女学校に向かい、2 月 1 日から大阪を発つ頃まで
日本語学習に励む。4 月 1 日 CMS の日本協議会が大阪で行われ、女性宣教師たちの赴任先が決






 1891 年 8 月熊本第五高等中学校長に就任した嘉納治五郎は、愛弟子である 25 歳の本田増次
郎 281を同校に呼び寄せ、本田は 9 月 8 日から英語の助教授、1892 年 1 月から教授となる。本
田の就任前後だろうか、リデルとノットは本妙寺に出かけ、群れをなして憐れみを乞いもとめ
る多くのハンセン病者を目にし、ハンセン病者救済がキリスト者の本当の仕事ではないかと強
く思う。1891 年秋英国からエクセター主教の一団が熊本を訪れると、リデルとノットは 11 月
12 日エクセター主教の娘メアリーを本妙寺に案内し、自分たちのハンセン病者救済への熱い思
278ボイド、ジュリア（著）吉川明希（訳）(1995)『ハンナ・リデル：ハンセン病救済に捧げた一生』, p. 9, 
日本経済新聞社 ; 飛松甚吾（1934）『ミスハンナリデル』, p. 11, 熊本回春病院. 
279ボイド, op. it., p. 27. 











た。嘉納はキリスト教を嫌っていた。1891 年 2 月のことであった。そのため 25 歳の本田は同年 4 月から
米国人ヘーヤ臨時主教の秘書兼通訳を務めることになり、日本聖公会との関わりが深まっていった。長谷
川勝政(2004)「本田増次郎自叙伝『ある日本人コスモポリタンの物語』(“The Story of a Japanese 
Cosmopolite” As told by himself)の紹介(1)」,『桃山学院年史紀要』23. 
 137 
                                            
いに賛同してくれるようにと懸命に懇願する。その年の暮れになると、二人はそれぞれ 1891 年






した慰めを与えることができます。(They want a Father Damian.  Is there not one among the 
CMS recruits? I have no medical experience, but I could see that advice was carried out, and 


















282Nott, Grace (1891) “From Miss G. Nott, Kumamoto, Japan; Kumamoto, Dec. 9th, 1891”, pp. 151-152, 
Church Missionary Society Extracts from the Annual Letters of the Missionaries for 1891 – 92, Church 
Missionary House: London.Riddell, Hannah (1891) “From Miss H. Riddell, Kumamoto, Japan; 
Kumamoto, Dec. 1st, 1891”, p. 152, Church Missionary Society Extracts from the Annual Letters of the 
Missionaries for 1891 – 92, Church Missionary House: London. 
283福原麟太郎（監修）(1978)『ある英文教室の 100 年』, p. 45, 大修館書店. 
284本田は動物虐待防止に大きな関心を持ち、1903 年には『犬の世界』を執筆・発行、動物虐待防止運動の
一環として英国女性作家 Anna Sewell (1877) Black Beauty を翻訳、『黒馬物語』(1903)として出版する。 
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ルツ（Erwin von Bälz, 1849-1913）を訪ねている。後に、リデルの病院ができると、ベルツは
賛助員として名を連ねる。     
     
画像 5-1 リデル（右）とエダ（左） 画像 5-2  34 歳の本田増次郎 
 
画像 5-1 出典：「リデル・ライト両史記念館」. 
画像 5-2 出典: 小原孝(2006)『英語の達人・本田増次郎』岡山文庫. 
 
(3) CMSからの返事 





妹と共に熊本に着任し、同年 8 月に三一教会を設立した J・B・ブランドラム(Brandram)主教
は、本妙寺のハンセン病患者たちについて十分な知識があり、彼と妻メアリーの書いた「熊本
および近傍の景観」(Views in and near Kumamoto)という報告書が 1891 年 4 月号の『チャー






285 CMS Ref. G 1/J/I  1  p. 207. 14 March 1892. リデル・ライト両女史記念館所蔵。 
286メアリーは、日本に派遣された最初の女性宣教師の 1 人だった。ボイド, op. cit., p. 50. 
287猪飼(2005a), op. cit.,pp. 99-108. 
 139 
                                            





分の調査をもとに「熊本にハンセン病者のための病院建設提案書」(Proposal to Establish a 
Leper Hospital at Kumamoto Presented by Miss Riddell.  Conference 1893.)290を書いた。リ
デルは、本田の書いた「提案書」を 1893 年 5 月宣教団の年次総会で発表、熊本にハンセン病者
のための病院を設立するという考えを公式に表明した。この「提案書」には、外国人女性病院
長を置くよう記述されているが(Perhaps the CMS will in due course grant a foreign (lady) 








 また、この提案書には「日本のハンセン病は遺伝である。(Japanese leprosy is not regarded 










288 CMS Ref. G1 J/1892/194. Rec’d July 9 1892.  From H. Riddell at 2 Choanji-Cho, Kumamoto, 
Kiushiu (via Nagasaki) on 24th May 1892 to Mr Fenn. リデル・ライト両女史記念館所蔵。 
289 CMS Ref. G1 J/I  1 p. 237.  5 October 1892. リデル・ライト両女史記念館所蔵。 
290  Ref. G1 J/1893/101.  “May 3/93   Proposal to Establish a Leper Hospital at Kumamoto 
Presented by Miss Riddell.   Conference 1893.”  リデル・ライト両女史記念館所蔵。 
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画像 5-3 本田増次郎の自筆と思われる「熊本にハンセン病者のための病院建設提案書」 
 
出典：リデル・ライト両女史記念館 












1893 年 4 月 3 日本田は第五高等中学校の同僚の教授たちやリデルと、送別会を兼ねて、熊本市
郊外にある本妙寺に桜見物に出かける。292 4 月 3 日は、リデルにとって忘れがたい日となった。
リデルは祈禱書 1902 年版『日々の光』の 4 月 3 日に「初めてハンセン病者を見た。」と記して




291長谷川(2004), p. 156. 




けたと結論づけている。その 1 年前の 1892 年桜の咲く頃は、本田は広島県呉におり、本妙寺の桜見物に
行くことはできなかったという。リデル・ライト両史顕彰会 2005 年 11 月 12 日第 19 号の『薔薇とすみれ』
で、藤本元館長は長谷川勝政氏から 1892 年（明治 25）4 月 12 日熊本消印の本田の手紙が見つかったこと
を知らせる手紙を紹介している。その手紙は、本田が父親に宛てて書いたもので、封筒の下部には美作・
桑村 4 月 15 日の消印が押してある。手紙の内容は以下の通りである。「4 月 2 日に午後 4 時門司より出帆、
3 日午前 9 時呉着、呉より江田島に渡り、兵学校見学、友人と面会、再び呉に帰り 1 泊。次の日 4 日船に
て出発、5 日早朝門司着、同日午後 5 時熊本に帰る。」 
293長谷川勝政(2008)「高等英学校の変革を支えた理念：英国聖公会宣教協会書記宛本田増次郎書簡の紹介
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屈しない「頑固さ」があった。一度決めたら、どんな困難があっても貫いていく「信念」があ
った。本田が若い頃に影響を受けたというジョン・スチュワート・ミル (John Stuart 
Mill,1806-1873)は、294ハリエット・テイラー夫人から思想的に多大な影響を受け、『女性の隷属』




 本田は 4 月 11 日熊本を去り、大阪にある英国国教会経営の高等英学校（現・桃山学院大学）
の副校長に就任するが、3 年後同校を退職し、東京に向かう。1896 年 6 月 1 日東京の本郷湯島




岡は 1903 年 8 月 1 日に永眠する。297本田は、生涯結婚することはなかった。 
(5) 回春病院開院と宣教師解雇 






と伝えている。さらに、MTL が 200 ポンドの寄付金を送る約束をしたことも付け加えた。298
リデルは、MTL に本妙寺のハンセン病患者の救済を訴えたところ、MTL に認められて、1894
をとおして」、『桃山学院史紀要』27, ＜http://masujiro.web.fc2.com/Letter.pdf.＞ 
294本田増次郎(1920)「スペンサの著書」, 『英語青年』43(1), 大正 9 年 4 月 1 日, p. 12. 
295 1919 年（大正 8）1 月 4 日付けの山本有三への手紙の中で「熊本癩院創立経営者なる英人ハナ・リデ
ル嬢は私が 54 年来接触して感化を受けた女人中の尤も偉なるものですが……」と述べている。永野賢
(1987)『山本有三正伝』上巻, p. 244, 未来社. 
296小原, op. cit., p. 58. 
297本田ははなを自分の子供として戸籍上は認知していないが、はなの学校教育には経済的な援助を行って
いるので、はなの幼児期においても養育のための援助をしていたと思われる。本田は、1903 年井岡が結核
で死去した後、1905 年 7 月はなを井岡の母親に託し、渡米する。はなは、1919 年 3 月山本有三の後妻と
して山本と結婚、本田は、はなが自分の娘であることを『時事新報』で公表している。その後、山本と本
田の間が不仲となり、本田は、はなを山本に渡すまいとして、同年 4 月、自分の戸籍に入籍する。永野, op. 
cit., p. 284. 
298 CMS Ref. G1/J/1893/168  Rec’d July 7/93  From H. Riddell at 2 Choanji Cho, Kumamoto, Kiushiu, 
Japan, dated 6th May 1893 to Mr Fenn. リデル・ライト両女史記念館所蔵。 
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年 200 ポンドが送られてきた。299 
 だが、1893 年末リデルが受け取ったフェンからの返事には、CMS の一般財源からリデルの
病院建設のために出資はできないと書いてあった。300しかし、リデルはめげることはない。計
画を進め、本田増次郎の名義で 1894 年病院用地を購入する。当時、外国人は土地の購入ができ
なかったため、1894 年 12 月 24 日に本田の名義で購入され、1896 年 10 月 12 日衣笠景徳、金
沢久、本田増次郎の 3 人の名義に変更されている。衣笠は福岡の実業家で聖公会幹部でもあっ
た。さらに、この土地は、1902 年 6 月 3 日ハンナ・リデルの名義となるが、土地謄本に書かれ
たリデルの英国の住所は、英国ロンドン府ハイドパーク・コーナー、グロウナー・クレッセン




画像 5-6 回春病院土地謄本 
g  
出典：リデル・ライト両女史記念館。 
299 Miller, op. cit., p. 78.ビクトリア時代の英国では、総じて年収 200~250 ポンドがあれば、一世帯が普通
に暮らしていくことができたという。また、この程度の収入のある家庭ではメイドを雇って生活をし、中
流階級とみなされたようである。現在の日本の価値にすると、600〜700 万円くらいだろうか。 
300 CMS Individual Letter Book G1 J/I 1 p. 357. 2 December 1893.  リデル・ライト両女史記念館所蔵。 
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16,000 円ほどの寄付金を頂く。302建物はようやく完成し、11 月 12 日に開院式が行われた。病








301金沢久は、第 6 野線電信部隊に編入されて、9 月仁川に上陸、その後各地を転戦した。1895 年 6 月金沢
は負傷して営口兵站（へいたん）病院に入院、第 6 師団が凱旋帰国したのちも居残って治療に専念し、7
月 6日熊本衛戍病院に移され、3 日後に退院。リデルとの親交も続き、翌年 1896 年 8 月非職が命じられる。
リデルの紹介もあったのだろう、1897 年 11 月からロンドンに留学し、King’s College で「選科として英
語・英文学科に出席し、また、ミス・ノックスに英文朗読法を講習し、マスタ・オブ・アーツ ジョージ・
ピアシーに英作文及び読書法を講習」する。帰国後 1900 年（明治 33）東京私立国民英学会で英語を教え、
翌年には東京師範付属中学校の英語教師となる。猪飼著書には、1907 年（明治 40）には高等師範学校教
授に就任したと記述されているが、福原麟太郎（監修）『ある英文教室の 100 年』の p. 107 には、明治 38
年度の「付属中学校一覧」として、「金沢久（英語科主任、39 歳、山口高商に転出）」とある。いずれにし
ても、金沢の軍人から師範学校への転職には、おそらく本田からのアドバイスや援助があったと考えられ
る。（本田は、1905 年（明治 38）7 月師範学校教授を休職し渡米、1913 年 3 月 5 日帰国。）猪飼 (2005a), 
op. cit., p. 115; 福原（監修）, op. cit., p. 107. 
302黒髪村に回春病院を建設する際に、リデルが渋沢栄一を訪ねてきたので、1 万 5、6 千円の寄付を出した、
と渋沢栄一は語っている。渋沢栄一(1927)「雨夜譚（あまよか だり）会談話筆記 16 昭和 2 年 12 月 6 日」, 
『渋沢栄一伝記資料』24, pp. 452-456, 渋沢栄一伝記資料刊行会. 
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画像 5-7 九州日日新聞「癩病院寄付募集広告」1894 年（明治 27）4 月 25 日 
 





画像 5-8 熊本新聞「癩病慈恵病院の近況」1895 年 9 月 26 日（右） 
画像 5-9 九州日日新聞「回春病院の開院式」1895 年 11 月 13 日（左） 
                            
                   
 
 146 
 1895 年 9 月 26 日の『熊本新聞』では、「癩病慈恵病院の近況」という小見出しをつけて、前
年発起され、目下黒髪村立田山山麓に建設中の慈恵病院は 5 月に落成の予定であったが、来月
には開院する予定で尽力中であり、36 名の患者を入院させることができると報じている。同年














月 24 日 CMS 女性宣教師として長崎に到着し、伯母リデルの歓迎を受ける。その後、鹿児島で
伝道に従事するが、CMS 伝道局が他国に派遣しようとしたため、ライトは 1900 年春までに宣
教師を辞任、東京の高等師範学校教授であった本田増次郎の紹介でマキム主教の米国聖公会に
職を得て、関東地方で伝道を行なう。304 ノットも 1900 年の初めに辞任、本国に戻っていく。
リデルは、1899 年 CMS から強制一時帰国の命を受けて帰国、彼女の病院経営に反対していた
英国 CMS に辞表を提出し、1900 年 12 月 5 日 CMS の新任書記官ベアリング＝グールド
(Baring-Gould)は辞表を受理したという手紙をリデルに送る。305リデルはもう宣教師ではない。
1901 年 1 月リデルは私人として再来日、熊本市古新屋敷町 436 番地の豪邸に引っ越す。306リデ
ルは、帰国中にリバプールで慈善事業家として知られた名士クロッパー(Edward William 
Cropper)と親交を深めたようで、クロッパーの賛同を受けるようになり、また、クロッパーの
20 歳の娘エヴァリンが来日して、回春病院で 5 年間ほど奉仕をして帰国する。豪邸に引っ越し
303猪飼 (2005a), op. cit., p. 128. 
304ボイド, op. cit., p. 127.  
305 CMS Ref, G 1/J/L 4 p. 304.  December 5, 1900. リデル・ライト両女史記念館所蔵。 
306『1903-1905 回春病院決算書』には E. W. クロッパーは回春病院の会長(President)及び評議員に就任し
ている。『1906 回春病院決算書』には、E. W. Cropper の名前はなく、娘ミス・クロッパーが評議員となり、
『1910 年回春病院決算書』には、リバプール主教が会長となり、ミス・クロッパーの名前も消えている。 
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たのは、クロッパー一家との身分上の釣り合いをとるためであったようにも思える。 
 収入のなくなったリデルが自らの生活を支え、病院経営の維持費を得ていく方法は、講演寄
付活動である。東京での最初の講演は 1902 年（明治 35）私立大日本婦人衛生会例会だったと
思われる。リデルは本田に通訳を依頼する。       
(6)  1902年本田との再会 
 1902 年（明治 35）リデルは上京する。12 月 6 日土曜日午後東京女学館で行われる私立大日
本婦人衛生会 307例会で寄付集めの講演を行うためであった。講演の題目は「癩病患者の救護」
で、通訳者は外国語学校教授・本田増次郎である。「癩病患者の救護」は速記者により速記され、
講演内容は、『婦人衛生雑誌』第 159 号別刷、また、1902 年（明治 35）12 月 8 日から 11 日の
読売新聞に掲載されている。 
 本田は、東京の高等師範学校長・嘉納治五郎の招請で 1896 年 6 月東京の高等師範学校（現・
筑波大学）付属尋常中学校英語科講師となり、翌年 1897 年 4 月高等師範学校教授となる。308
その 3 年後 1900 年 1 月師範学校教授のまま立教女学校（現・立教女学院）第 6 代校長となり、
4 月には東京外国語学校（現・東京外国語大学）教授も兼任する。1902 年 4 月には、津田梅子
が設立した女子英学塾（現・津田塾大学）の英語科講師も務める。リデルの講演の通訳を務め
た時の本田の肩書きは、高等師範学校教授、東京外国語学校教授、女子英学塾英語科講師であ
























自転車に乗ることを覚えて、1 日に 2、3 校の間をなんとか走り回った。英語の学習誌に書いたり、勉強法
や教授法に関し一流人が書いた随筆や講義に脚注を加えたりする仕事をした。（後略）Ibid., pp. 68-69. 
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デルは、津田梅子と共に『日本のおとぎ話』と題する日本の童話の英訳書を出版する。この例






























310飛松, op. cit., pp. 16-19. 
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して、初めて熊本回春病院を設計いたしました。（後略）リデル, ハンナ（講演）本田増次郎（通訳） 
「癩病患者の救護(1)」, 『読売新聞』明治 35 年 12 月 8 日. 
 
 リデルは、この講演会の後、月日を本田と桜見物に出かけた 4 月 3 日として、「4 月 3 日に初
めて本妙寺でハンセン病患者をみた。」という物語を作り上げ、各講演会で語り、寄付を募って
いく。内容には多少の違いはあっても、月日はいつも 4 月 3 日なのである。そのひとつは、1919












乞いまして小さい子供に手を伸ばさして 1 銭 2 銭と投げてくれるお金をもらわせていたのでありま
す。（後略）猪飼隆明(2005)『ハンナ・リデルと回春病院』, pp. 95-97. 
 
 飛松著書にも、4 月 3 日の一文が掲載されている。312 
 




スハンナリデル』, pp. 15-16. 
 
 この飛松の記述の不可解な部分は、「明治 23 年[1890]4 月 3 日ミス・リデルは第五高等学校教
311猪飼 (2005a), op. cit., pp. 95-97. 
本田は、1919 年 4 月 27 日パリ講和会議出席のため、横浜港を出航、フランス、イタリア、英国を回り、
米国経由で 10 月 27 日に帰国。6 月は日本を留守にしていた。小原, op. cit., p. 149. 
312飛松, op. cit., pp. 15-16. 
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授本田増次郎氏と本妙寺を訪ねた。」という箇所である。前述した通り、リデルは 1891 年４月
後半、本田は 1891 年 9 月に熊本に到着するのである。しかし、年号を別にすれば、「4 月 3 日
リデルは本田と本妙寺を訪ねた。」となる。リデルは、年はともかく、4 月 3 日に本田と本妙寺


























313 Ibid., pp. 36-37.  
314内田守 (1976)「協力者たちのプロフィール」, 内田（編著）『ユーカリの実るを待ちて』, リデル・ライ
ト記念老人ホーム.  
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が多く、その他のリデルに関する評伝でも、317 1905 年（明治 38）銀行倶楽部でリデルは講演
を行い、彼女の講演が窪田衛生局長を動かし、法律第 11 号が制定されたと説明しているものが








デル自身が抱える借金問題を解消する財政援助を懇願するためであった。11 月 16 日銀行倶楽部
で、「もし日本が駆逐艦一隻分の資金をらい病克服にまわしさえすれば、問題は解決できるだろ





長は 1928 年（昭和 3）10 月『竜門雑誌』と 1933 年(昭和 8)8 月『社会事業』誌に回顧文を書い
ているので、あとでそれらを考察していく。 
 最初に、この集いが開かれるまでのいきさつを考察したい。リデルは、回春病院の経営に財
政上行き詰まりを感じ、1902 年英国 CMS に手紙を書き、回春病院の経営を引き受けてくれる
よう、また、自分が CMS に復帰できるように願い出るが、CMS からは拒否される。この頃、
315 1900 年リデルは宣教師を辞している。故に、この記述は「誤り」である。 





318光田健輔(1950), op. cit., p. 33. 
光田の著書においても、1905 年（明治 38）11 月 16 日銀行倶楽部の集いでリデルが講演をしたというこ
とは書かれていない。 
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は米国から東京の友人に大隈の紹介状を送り、友人に持参させたと、9 月 20 日付けの手紙で大
隈に伝える。 
 9 月 20 日には、すでに、大隈邸でリデルの病院経営援助のために寄付金を集める相談会を開














史は毎年 11 月か 12 月に 1 カ月ほど東京に滞在する筈ですから、リデル女史が直接お願いに伺える
ことでしょう。その折には万事よろしく[女史を]お世話ご指導くださいますよう、切にお願い申し上
げます。（後略）長谷川勝政 (2006)「本田増次郎自叙伝『ある日本人コスモポリタンの物語』(“The 




319長谷川(2006), op. cit., pp. 10-11. 
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谷川勝政(2005)「本田増次郎自叙伝『ある日本人コスモポリタンの物語』(“The Story of a Japanese 
Cosmopolite” as told by himself)の紹介(2)」,『桃山学院年史紀要』24, pp. 12-13. 
 
 本田の年譜によると、1904 年（明治 37）2 月 38 歳の時に早稲田大学高等師範部講師に就任
している。本田がリデルに大隈を紹介したのはこの頃だろう。 















320長谷川(2005), op. cit., pp. 12-13. 
321ボイド, op. cit., pp. 152-154. 
322光田 (1950), op. cit., p. 31. 
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(2) 光田・渋沢 
 東京市養育院では 1901 年に 12 坪のハンセン病患者の隔離病室「回春病室」を建設し、常時
20 名ほどの患者を収容していたが、患者の数が増加して、病室に収容できなくなったために、
1904 年 2 月 17 日養育院にハンセン病患者を収容する建物を建ててくれるように、東京市長に
上申書を提出する。しかし、東京市からは返事がなかったので、6 月 16 日渋沢院長は慰廃園に












 第 2 章で述べた通り、帝国議会衆議院での最初の「癩病者取締ニ関スル建議」は、1902 年（明
治 35）3 月第 16 議会で群馬県選出斉藤寿雄代議士によって提出されている。325 1903 年（明
治 36）、1905 年（明治 38）、1906 年（明治 39）での 3 回の議会においては、衆議院議員山根
正次(1857-1925)が「らい予防法案」を提出している。山根は、光田と同じ山口県の出身で、明
治 15 年東京帝国大学を卒業し、ヨーロッパ 4 カ国で法医学を学び、帰国後警視庁第 3 部長とし
て東京市の衛生行政を担当、辞任後前後 6 回代議士に当選した。山根が会長を務める「在京山
口県医学総会」では、1903 年（明治 36）11 月、山根が、光田と磯辺検三が行った調査に基づ
いて作成した「らい予防法案」を議会に建議することを満場一致で決議している。326リデルが、
大隈に財政援助を求めてきたのは、山根が 1903 年から 1906 年に亘り、光田の考えに基づいた
「らい予防法案」を繰り返し建議していた頃であった（1907 年法律第 11 号の公布に至る経緯
は、第 2 章に述べた通りである）。 
 養育院長渋沢は、光田のハンセン病患者隔離の熱意を熟知しており、光田のために、リデル
を交えた「集会」を開催して、世論の喚起を促そうとする。大隈から、リデルの手紙を受け取
323渋沢栄一(1927), op. cit., p. 516. 
324光田(1936), op. cit. 
325山本, op. cit., p. 54. 
326多磨全生園患者自治会, op. cit., p. 21. 
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発起人となって、11 月 16 日銀行倶楽部で「集会」が開催されることになった。3271905 年 11
月光田健輔は 29 歳、渋沢栄一は 65 歳だった。 
 当日大隈は病気のため出席することができず、代わりに渋沢が集会の目的を最初に説明する。




















327光田 (1950), op. cit., pp. 31-32. 
328東京朝日新聞「癩病患者の救護：リッデル嬢の事業」1905 (明治 38) 11 月 7 日. 
329猪飼(2005a), op. cit., p. 197. 
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今後は日本人の同情に訴ふるの已（やむ）を得ざるに至りたる所以（ゆえん）等を開陳する所あり。
（後略） 東京朝日新聞「癩病患者の救護：リッデル嬢の事業」1905 年 (明治 38) 11 月 7 日. 
  
 1905 年（明治 39）11 月 7 日の『読売新聞』の記事の見出しは「癩病患者の施療（熊本回春
病院の拡張）」である。同記事にも、リデルが講演を行ったという報道はない。『毎日新聞（旧・





 熊本県議会は同年 12 月 16 日補助金として 1,500 円をリデルに寄付した。さらに、翌年 1906
年 1 月 13 日日本国政府はリデルに藍綬褒章を授けた。こうして、リデルは財政難を乗り越え、
さらに褒章を授かり、同年 9 月 22 日付けで回春病院は財団法人の認可を受け、税金の免除を受




認められ、1907 年には法律第 11 号が公布され、2 年後放浪するハンセン病者の隔離療養施設が
全国 5 カ所に設立、東京市養育院のハンセン病患者は全生病院に収容されることになった。 






                                            
(4) 窪田衛生局長の回顧文 


















 以下は、1933 年（昭和 8）8 月『社会事業』2-8 ページに掲載された窪田の「癩予防制度創設
の当時を回顧す」である。332 
 









331窪田静太郎(1928)「社会事業と青淵先生」,『竜門雑誌』481,昭和 3 年 10 月, pp. 128-132. 
332窪田静太郎(1933)「癩予防制度創設の当時を回顧す」,『社会事業』17 (5), 昭和 8 年 8 月, pp. 2-8. 
 158 







静太郎(1933)「癩予防制度創設の当時を回顧す」,『社会事業』17(5), 昭和 8 年 8 月, pp. 2-8.  
 




 渋沢は、大隈の命により、1906 年にもリデルの病院資金援助の集いを計画し、1906 年（明治
39）11 月 28 日虎ノ門女学館において慈善演芸会が催された。この日は、渋沢は体調がすぐれ
ず欠席をしているが、当日 1,000 円余りの義援金が集まり、リデルに渡されている。333 リデ
ルの借金返済や経済的援助、また、ハンセン病者隔離のための法整備という一連の流れを指揮
していたのは、渋沢栄一ではなかったか。 
 1907 年 3 月、リデルは、大隈重信に、米国や英国の富裕層の友人知人を紹介してくれるよう
手紙で依頼する。4 月 3 日リデルは彼らから寄付金を集めるために米国・英国へ旅行に出かけ、
1909 年初頭には帰国していたと思われる。リデルは、米国・英国寄付金集金旅行中に、少なく
とも 2 回本田に会っている。1 回目は本田が 1907 年 5 月モホンク湖の万国仲裁会議(Lake 
Mohonk Conference on International Arbitration)に出席をした折、2 回目は 1908 年 7 月ケズ
ィック[英国湖水地方の中心地にある古い炭坑町]でのケズィック・コンベンション（Keswick 
Convention）[1878 年（明治８）以来開催されているキリスト教伝道の集会 ]の時であっ
た。3341910 年までには米国・カナダからの寄付が、寄付金全体の 44 パーセントを占めるにい





また、引き取り手がいないことを確認したうえで安楽死をさせるもので、動物虐待防止協会(Society for the 
Prevention of Cruelty to Animals :SPCA)が運営していた。長谷川勝政(2005)「本田増次郎自叙伝『ある
日本人コスモポリタンの物語』(“The Story of a Japanese Cosmopolite” As told by himself)の紹介(2)」,
『桃山学院年史紀要』24, p. 70. さらに、1908 年 7 月、寄付金集めのために英国を訪問していたリデル
は、ケズィック・コンベンションに参加していた本田に会い、旧交をあたためた。長谷川勝政(2006) 「本
田増次郎自叙伝『ある日本人コスモポリタンの物語』(“The Story of a Japanese Cosmopolite” As told by 
himself)の紹介(3)],『桃山学院年史紀要』25, p. 88. 
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たったが、日本国内での寄付金は 6 パーセントであった。このため、リデルは再度渋沢に募金





















3.  草津湯之沢・「男女別離」・らい研究所 
(1)  草津湯之沢伝道 
 飛松著書には 1900 年にハンナ・リデルと姪のエダ・ライトは草津湯之沢を訪問したと記述さ
れている。だが、前述した通り、1899 年リデルは英国 CMS に命じられて帰国、英国に滞在し
ているため草津に出かけることは不可能である。336また、前述した通り、1901 年リデルが、宣
教師を辞して日本に戻って来たとき、鹿児島で伝道を行なっていたライトは、他国に派遣され
そうになったため、CMS 宣教師を辞職し、本田増次郎の紹介でジョン・マキム主教(Bishop John 
McKim, 1852-1936)の米国聖公会に職を得て、群馬県前橋に転居していた。その後、エダは宣
335光田健輔(1937)「救癩事業に点火したリデル嬢」, 『愛生』7 (4), 昭和 12 年 4 月 1 日. 
336ボイド著書には、回春病院のことで対立していたブランドラム師はノイローゼとなり、1900 年治療のた
めに香港の病院に出かける船旅の中で死亡したとある。リデルの気の強さを表すエピソードである。ボイ
ド, op. cit., pp. 130-131. 
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は 70 日前後で、滞在先は年によって異なるが、北 12 番地、252 番地、三笠ホテル、327 番地、
311 番地、317 番地、300 番地などである）。338 長野県軽井沢から群馬県草津へはいくつもの
山越えをしなければならないが、それほど遠い距離ではない。難路ではあるが、馬の背にゆら

















337リデル・ライト両女史顕彰会（編）(2000)『神の思し召しに恵まれて』, p. 43, リデル・ライト両女史顕
彰会. ライトは 1896 年 11 月 24 日英国国教会 CMS 宣教師として来日後、1941 年 4 月 2 日オーストラリ
アに追放されるまで、3 回英国に一時帰国している。最初は 1905 年 10 月 28 日から 1906 年 10 月 14 日ま
で、2 回目は 1912 年 3 月 27 日から 12 月 12 日まで、3 回目は 1923 年 3 月 29 日から 12 月 7 日までであ
る。『日本聖公会要覧』によると、ライトは熊谷聖パウロ教会（現熊谷教会）1903-1905、水戸聖ステパノ
教会（現存）1908-1918、浦和諸聖徒教会（現存）1920-21、前橋マッテヤ教会（現存）1922-1923 に所属
し、英語を教えたり、教会付属幼稚園に務めたりした。森(1996), op. cit., p. 71. 
338 Ibid. 
339徳満唯吉（著）貫民之助（校閲）(1982)『湯之澤 聖バルナバ教會史』, p. 42, 日本聖公會・聖慰主教会. 
340ボイド, op. cit., p. 185. ボイドも、1901 年にリデルは草津に出かけた、と記している。 
341飛松, op. cit., p. 45.  
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を感じる。1913 年（大正 2）８月リデルは回春病院付き牧師米原馨児（きょうじ）を草津に送
る 342『湯之澤 聖バルナバ教會史』38 ページには、米原は長野県沓掛（くつかけ）で汽車を降









になり、数人の病者たちが集まって、8 月 31 日日曜日「光塩会」というキリスト教研究グルー
プができあがった。343会員は 9 名だった。米原は 5 泊滞在して湯之沢を後にする。リデルは大
層喜び、クリスマスには聖書、聖歌、祈祷書などを「光塩会」に送った。344 





を選出した。旅館浜名館主は、光塩会の集会および幼稚園となる家屋を無料提供し、9 月 23 日
光塩会付属聖愛幼稚園の開園式を行った。入園児は 16 名、会員が保育にあたることとなった。





を中心として自らの伝道活動をさらに盛り上げようと計画をたて、1915 年 8 月草津での特別伝
342飛松著書には 9 月と書いてあるが、ライトの日記をもとにしてつくられた小笠原嘉祐(監修)(2000)「ラ
イトの年譜」, 『神の思し召しに恵まれて』や『湯之澤 聖バルナバ教會史』には、8 月とあるので、8 月
とした。 
343リデル・ライト両女史顕彰会（編）(2000), op. cit., p. 45.  
344徳満, op. cit., p. 42. 
345飛松, op. cit., p. 48.  
346徳満, op. cit., p. 46. 
347飛松, op. cit., p. 49. 
348森 (1996), op. cit., p. 90. 
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道のためライトとヒューレット師らを草津に送り込む。リデルの書いたこの草津特別伝道につ
いての記事が、カナダ聖公会機関誌 Letter Leaflet1916 年 5 月号に掲載されている。349 
 
 今年[1915 年]1 月私たちは 8 月に草津で行う特別伝道の準備を始めました。幻灯を作り、パンフ
レットも用意しました。米原牧師や、1914 年に私たちと共に働くために英国から来日したヒューレ

























津に到着すると、会員たちは外に出てきて 2 人を歓迎してくれました。会員たちは、午後 3 時頃か
349 Riddell, Hannah (1916) “The Mission of the Kumamoto Leper Hospital of the Resurrection of Hope 
to the Leper Colony at Kusatsu”, Letter Leaflet, vol. 27, no. 7, May, 1916. 
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ら 2 人の来草を待ちわび、様子を見るために 2 度も 1 マイルほど出かけていったくらいです。翌日、
主教は 19 人の子供たちに洗礼を施し、90 人ほどが集まってくれました。（後略）（筆者訳）（下線筆
者）Riddell, Hannah (1916) “The Mission of the Kumamoto Leper Hospital of the Resurrection of 
Hope to the Leper Colony at Kusatsu”, Letter Leaflet, vol. 27, no. 7, May 1916. 
 








われる。8 月にはマキム主教からリデルの草津伝道の足しにと 50 円の寄付金をもらっているの
である。『回春病院の草津伝道』 (The Mission of the Kumamoto Leper Hospital of the 














画像 5-11 1915 年（大正４）8 月草津特別伝道 
350熊本市歴史文書資料室所蔵。 
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表 5-1 回春病院内熊本降臨教会の歴代牧師:1913 年−−1952 年 351 
番号 牧師名 就任 退職 期間 
1 米原馨児 1913（大正 2 ） 1920（大正 9） 8 年間 
2 山田安間 1922（大正 11）  1 年間 
3 荒砥琢哉 1924（大正 13） 1928（昭和 3） 5 年間 
4 飯島勇馬 1929（昭和 4） 1930（昭和 5） 2 年間 
5 乙部勘治 1930（昭和 5） 1936（昭和 11） 7 年間 
6 春山三彦 1935（昭和 10） 1937（昭和 12） 3 年間 
7 豊福浪雄 1939（昭和 14） 1952（昭和 27） 14 年間 
出典：秋山秋山皇 352範(1976)「熊本降臨教会」, 内田（編著）『ユーカリの実るを待ちて』pp. 268-273. 
（注）明治 42 年設立の九州療養所において、大正 2 年 8 月 2 日に米原牧師により 3 人の兄弟に聖洗式が
行なわれた。九州療養所のリデルの教会は「黎明会」と呼ばれて、降臨教会からの牧師により礼拝が行な
われていた。この黎明会は、昭和 47 年 5 月 14 日菊池黎明教会設立願書を教区主教に申請し、2 回にわた












352皇の漢字は、実際は、示すへんに皇であるが、その漢字が PC にないために、皇を使用する。 
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セン病は、伝染性ではなく、遺伝性である。(Japanese leprosy is not regarded as infectious, only 
as hereditary)」に起因する。遺伝であれば、男女の病者は近寄らず、離ればなれに暮らして、
353飛松, op. cit., pp. 41-43. リデルは、患者の結婚に反対したが、リデルの結婚禁止の考えは、人間だけ
には限らなかった。回春病院の患者がカナリアを飼っていたが、カナリアをつがいで鳥かごにいれること
を嫌った。また、リデルは数匹の犬を飼っていたが、雌犬にさかりがついて雄犬を恋しがったときには、
「わたくしの犬は放蕩者です。」と言って、悲しんだ。青木恵哉(1972)『選ばれた島』, p. 114, 新教出版社. 
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ーカリの実るを待ちて』, pp. 145-146. 
 
 草津特別伝道を行った 1915 年の秋、リデルは草津に男女別離の自由療養村を設立すべく早く






三郎と共に、1915 年 6 月牛込聖公会聖バルナバ教会にコンウォール・リーを訪問し、草津に来
てくれるように 4 時間かけて英語で説得する。リーは、宿沢に翌月草津に出かけることを約束
354飯野十造(1976)「癩者の母 愛の人ミス・リデル」, 内田（編著）『ユーカリの実るを待ちて』pp. 145-146, 
リデル・ライト記念老人ホーム. 
355森(1996), op. cit., pp. 62 & 267-268. 玉木愛子は、1932 年のリデルの死後、1933 年に長島愛生園に転
園した。 
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し、7 月横浜聖アンデレ教会の伝道師井上照子と共に湯之沢を訪れ、2 週間滞在している。滞在
中、リーは、湯之沢の端にある小高い丘を自費で購入することを決め、草津伝道を決心する。







国教会英国福音伝播協会（Society for the Propagation of the Gospel : SPG）からは給料を得て
いない無給宣教師であったので、リーが米国聖公会で働くことに問題はなかったと思われる。 



















356小笠原(監修), op. cit., p. 45. 
357山中政三(1976)「リデル女史と草津」, 内田（編著）『ユーカリの実るを待ちて』, p. 143、リデル・ライ
ト記念老人ホーム. 
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理からぬことである。この一連の出来事について、1914 年ロンドン主教から派遣されて同年か
らリデルの下で聖職奉仕をしていた英国人 SPG 宣教師ヒューレット師は、1923 年 8 月 4 日付









わけではなく、我々に友好的になることは決してありませんでした。（筆者訳）A letter from Rev. A. 








方部の管理区に編入されるべきようミス・リデルから提議した 。（下線筆者）飛松甚吾, op. cit., pp. 
49-50.（注・「監督」は現在「主教」と呼ばれる。） 
 
 一方リーは、リデルにかなり気を遣った様子が見える。米国聖公会発行の小冊子Church Work 
for Lepers in Japan (1922)では、1913 年にミス・リデルが米原牧師を草津に派遣し、1 週間滞
在して、「光塩会」を創設、翌年 2 人の病者が派遣され、2 カ月滞在して（飛松著書では 1 カ月）、
大きな成果を上げたと述べ、20 歳すぎたばかりだが（実際は 30 歳近くであったろう）リーダー
シップに富んだ宿沢薫がリーを訪ねて来たことにふれるが、1915 年 7 月熊本の一行に招待され
て、一行とともに、草津湯之沢を訪れたと記している。359 リーはリデルの功績を認めた上で、
358The SPG and East Asia : copies of letters received and sent, 1872-1931 (CLR & CLS),  Microform 
Academic Publishers, 2009. 
359 Mary H. Cornwall Legh (1922) Church Work for Lepers in Japan, p. 6, Protestant Episcopal 
Church: New York. 
In July, she came, by invitation with a party from Kumamoto who held a mission in the Leper Village, 
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と友情がわき起こってくれることを願うばかりです。（筆者訳）A letter from Rev. A. S. Hewlett to 
SPG on 5 Sept. 1923. 
 
on which occasion Yonehara San baptized four children.  この文章の she はリーをさす。 
360猪飼(2005a), op. cit., pp. 115-116.  
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 また、リーもリデルが草津に訪ねてきて、共に楽しい 1 両日を過ごしたと書き記している。361 













































 1917 年 9 月、まだ「らい研究所」の建物の着工も始まっていないうちにリデルは、東京の帝
国ホテルロビーで、北里柴三郎に推薦された内田三千太郎を面接し、年俸 1,000 円を支払う約
束をする。内田は当時 26 歳で、北里研究所での年収は 240 円であった。363 年俸 1,000 円とい








郎(1976)「熊本の思い出」, 内田（編著）『ユーカリの実るを待ちて』, pp. 291-292. 
  
 1918 年 7 月「らい研究所」の建物が清水組の手によって起工され、1919 年 1 月に完成する。365 
こうして白亜の平屋建ての「らい研究所」が開設されるが、366内田は、就任から 3 年後、建物
362飛松, op. cit., pp. 54-68. 
363内田三千太郎(1976)「熊本の思い出」, 内田（編著）『ユーカリの実るを待ちて』, pp. 291-292, リデル・
ライト記念老人ホーム. 
364Ibid, p. 291. 
365リデル・ライト両女史顕彰会（編）(2000), op. cit., p. 45.  
366ライトは、1932 年のリデルの死後、1935 年研究所を 2 階建てに改築した。階下を回春病院事務室とし、
ライトは 2 階に居住して、患者たちと院内生活を共にする。1935 年 9 月 23 日は、「病院の新しい住居での
第 1 夜」であった。Ibid., pp. 47-48. 
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 1913 年（大正 2）8 年間に及ぶ英国・米国での滞在を終えて帰国した本田増次郎は、帰国し
てからもリデルの忠実な友人であった。本田は、1921 年（大正 10）4 月 55 歳の時、英国のウ
インザー公（エドワード 8 世）の来日に際し、宮内庁嘱託として通訳をつとめ、4 月 27 日から
5 月 9 日まで京都から鹿児島に南下する旅行に通訳として随行するが、仕事の終了した翌日 5
月 10 日熊本回春病院を訪ねている。368本田は、リデルから研究所設立の話を聞いていたのであ
ろう。同年 1921 年（大正 10）1 月 25 日『読売新聞』に、回春病院の研究所を紹介し、「遺伝
説」や「男女別離の療養」にも言及した記事を名前入りで発表している。369 
 
癩は天刑病ではない：そんな名詞は人道上遠慮したい   本田増次郎 









はない：そんな名詞は人道上遠慮したい」, 『読売新聞』大正 10 年 1 月 25 日. 
 
 2 人目の所長田宮も、回春病院らい研究所に在籍していたのは 2 年余りで、伝染病研究所へ転
任、371のちに東京帝国大学医学部助教授兼伝染病研究所技師として勤務する。3721922 年田宮が
研究所を去った頃には、リデルのリーに対する対抗心もだいぶん薄れてきていたと思われる。
367内田守, op. cit., p.293. 
368長谷川(2006), op. cit., p. 88. 本田は 56 歳で、リデルは 66 歳だった。 
369本田増次郎(1921)「癩は天刑病ではない：そんな名詞は人道上遠慮したい」, 『読売新聞』大正 10 年 1
月 25 日. 
370本田が復生病院を訪問したのは、1892 年（明治 25）である。1891 年（明治 24）は、本田が熊本第五
高等中学校に赴任した年である。本田の記憶違いと思われる。 
371 Ibid., p. 296. 
372飛松、op. cit., pp. 69-73. 
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田宮が去って 4 年間程研究所には所長は存在しなかった。 
 
表 5-2 らい研究所長:1917 年—1933 年 
 名前 就任 退任 
1 内田三千太郎 1917 年（大正 6）10 月 1920 年 
2 田宮貞亮（ていすけ） 1920 年 1922 年 




 3 人目の所長は、1926 年（大正 15）6 月に就任した熊本医学専門学校卒業の神宮良一医師で





















373 1932 年 2 月リデルが亡くなり、ライトが院長となった。神宮は同年 6 月学位を取得して、翌年 1933
年 12 月岡山の長島愛生園の医官に転じた。内田守, op. cit., p. 299. 
374Ibid., p. 294。 
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画像 5-12 設立当時の平屋のらい研究所    画像 5-13 2 階建てに改築されたらい研究所 
 
画像 5-12 出典：飛松甚吾(1934)『ミスハンナリデル』, p. 69、熊本回春病院. 
画像 5-13 出典：国指定 登録有形文化財 リデル・ライト両女史記念館（旧・熊本回春病院らい研究所）   
黒髪５丁目 ＜http://www.city.kumamoto.kumamoto.jp/kyouikuiinnkai/bunka/rideruraito.htm＞   
 
 
表 5-3 回春病院主任医:1895 年—1937 年 
 名前 就任 退任 
1 五味？（三重県人） 1895年 11月 間もなくして、田尻寅雄が主任医とな
ったため、辞任。 
2 田尻寅雄（1866-1947）(伝染病研究所より
帰熊。熊本で開業、週 1 回無料診察） 
1895 年？ 1897 年？ 
3 三宅俊輔（1854-1926）(作州津和野出身、
ベルツより医学を学ぶ) 
1897 年 3 月 1926 年 9 月 4 日回春病院にて死去。72
歳。 
4 神宮良一(1892-1956) 1926 年 6 月 1933年 12月長島愛生園医官に転じる。 









 ハンナ・リデルは、1855 年 10 月 17 日ロンドン北部地域の小さな町バーネットで生まれた。
1877 年、リデルが 21 歳の時、両親と甥姪と共に、南ウエールズのザ・マンブルズの小さな村
オイスターマウスに引っ越し、寄宿学校経営を始める。1889 年 33 歳の時、12 年間続いたリデ
ルの学校は破産。両親はすでに亡く、甥は独立、姪はスイスの寄宿学校にいた。 




本にハンセン病者のための病院建設提案書」を作成、リデルは 1893 年 5 月の宣教団総会で本田
の書いた「病院建設提案書」を発表、病院をつくることを表明。1894 年本田の名義で土地を購
入、建物の建築着工、1895 年 11 月本田の名付けた回春病院が開院。 
 1899 年リデルは強制帰国、1900 年 12 月病院経営に反対していた英国 CMS に解雇される。
姪のエダ・ライトは 1896 年 CMS 宣教師として来日、しかし 1900 年春までに CMS を辞任、



















餐会は体調が悪く欠席。最後の公式行事は 1931 年 11 月熊本入りした天皇に熊本県庁において







第 6章 英国女性宣教師メアリー・H・コンウォール・リー(Mary H. 
Cornwall Legh, 1857-1941; 日本滞在 1907-1941)と聖バルナバ・ミ
ッション(1916-1941) 
    
はじめに 
 メアリ ・ーH・コンウォール・リ （ーMary H. Cornwall Legh, 1857-1941;日本滞在 1907-1941）
は、英国国教会英国福音伝播協会（Society for the Propagation of the Gospel (SPG):1701 年設


























1.  聖バルナバ・ミッションの設立 
(1) メアリー・H・コンウォール・リー 
 メアリー・ヘレナ・コンウォール・リーは、英国陸軍中佐エドモンド・コンウォール・リー
とジュリアの長女として、1857 年 5 月 20 日父の連隊本部のあるケントで生まれる。3 歳年上の
兄ネヴィルがいた。父エドモンドは、チェシャーのハイ・リーと呼ばれる広大な土地を所有す
る貴族の家系 375に生まれるが、1859 年インドのバンダで病死。メアリーは 2 歳であった。母子
3 人は父の実家であるハイ・リーの大豪邸の離れの邸宅に移転、376経済的に何一つ不自由のない




し、若い女性向け雑誌『ガールズ・オウン・ペイパー』(The Girl’s Own Paper)や小説雑誌『ザ・
クイヴァー』(The Quiver)などにロマンス小説を書いていた（表 6-1 および 6-2 を参照）。兄ネ
ヴィルは、1883 年 5 月海軍を退役、380ウィンチェスターの母妹の家に同居する。29 歳だった。
1886 年 6 月兄は 10 歳の少年に対する性犯罪で逮捕される。3814 件の同様でさらに悪質な事件
をおこしていることも分かった。8 月巡回裁判で 10 年の懲役刑を言い渡され、382ワイト島のパ




375 Richards, Raymond (1949) “The Chapels of the Blessed Virgin Mary and St. John at High Legh, 
Cheshire with Some Account of the Cornwall-Legh and Egerton Leigh Families”, Transactions of 
theHistoric Society of Lancashire and Cheshire,Liverpool: Historic Society of Lancashire and 
Cheshire. 
ハイ・リーの土地の面積は名古屋市昭和区の土地の面積に相当する。 
376 E メール(2011 年 1 月 10 日)：Brett Langston, Research Consultant, Cheshire Record Office. 
377Navy Records, Royal Naval Officers' Service Records (ADM 196),  Service records of  
whojoined the Royal Navy, 1756-1917. The National Archives. 
378ジュリアもメアリーも、ハンプシャー・レコード・オフィス所蔵の 1884 年から 1886 年までのウインチ
ェスター・ストリート・ディレクトリーに名前が記載されている。同オフィスは 1883 年のディレクトリ
ーを所蔵していないとのこと。E メール（2011 年 1 月 11 日）：S. C. Mounsey (Ms), Archives and Local 
Studies Assistant, Hampshire Archives and Local Studies Enquiry Service, Hampshire Record Office, 
Sussex Street, Winchester, Hants, SO23 8TH. 
379 Barns, Gladys W. (1939) “Mary Cornwall Legh of Kusatsu”, The Spirit of Missions, vol. 104, 
December, pp. 381-384. 
380The London Gazette, 1883 年 5 月 1 日. 
381Hampshire Chronicle,1886 年 6 月 12 日. 
382Hampshire Chronicle,1886 年 8 月 14 日； Sussex Chronicle, 1886 年 8 月 14 日；Birmingham Daily 
Post,1886 年 8 月 16 日. 裁判の様子は、上記の 3 紙に掲載されている。 
383 England & Wales, Criminal Registers, 1791-1892. 
384ネヴィル・エドモンドの死亡証明書：New South Wales Government, Registry of Births, Deaths and 
Marriages. 
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るしがある。(There is mercy with Thee)」これは、旧約聖書詩編第 130 編 4 節の聖句で、母が
兄の罪が許されることを願って選んだ聖句であった。深い悲しみに明け暮れる母親の世話をし









画像 6-1 1904 年のメアリー・H・コンウォール・リーの遺言書 
 
出典：Cheshire County Council. 
 また、1905 年と 1907 年にそれぞれ 1 冊ずつ小説を出版するが、それらの小説は、以前の作
品に見られた勢いや読者を誘い込んでいく魅力に乏しく、明らかに小説創作にかげりが見える。 




385この遺言書には、証人の署名がなく、法的には効力はないが、チェシャーの役所(Record Office, Cheshire 
Government)に現在も保存されている。Record Office, Cheshire Government, the UK. 
386中村茂(2007)『草津「喜びの谷」の物語：コンウォール・リーとハンセン病』, p. 200, 教文館. 
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追われるように日本行きの船に乗り、11 月末 SPG 無給宣教師として来日。387最初に落ち着い
た先は東京麹町にあった「マリア館（Society for the Propagation of the Gospel (SPG)Women’s 
House）」という SPG の女子寮であった。388リーは、1908 年春に、牛込に借家を借りる。無給















し 1886 年 LLA の称号を得た。390女史 29 歳の時である。貫民之助(1995)『コンウォール・リー






387 1907 年 3 月 19 日遺言書内容適法性手続きが行なわれ、メアリーは母親ジュリアから 3,946 ポンド 11
シリング 7 ペンスの遺産を受け取った。また、来日するにあたって、それまで住んでいたハンプシャー、
ハンブルのリバーサイド・コテージ（家の名前）を借家とした。 
388中村, op. cit., pp. 208-219. 
389唯一、ユニークなでき事といえば、1912 年伝道に使用するために、和訳付きの『基督教に関して一友に
与える書』(Letters to a Friend about Christianity)』（81 ページ）を東京の善光社から出版していること
だろうか。同書は、ウエッブ上の国会図書館近代デジタルライブラリーで読むことができる。 
390 LLA の正式の名称は、Ladies Literate in Arts、スコットランドのセント・アンドリュース大学が、1870
年代に女性のために始めた資格試験である。同大学は、1892 年から女子の入学を認めるようになったため、
この資格試験は 1930 年代に廃止された。コンウォール・リーは、「教育学」、「比較言語学」、「政治経済学」
「英語学」の試験に合格し、1886 年に LLA を得た。 
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メアリー・H・コンウォール・リーの作品リスト 
 














(1)（My Dog Plato.  His Adventures and Impressions., London: Edward Arnold.
（180 ページ） 
(2)Wee Doggie., London: Edward Arnold.（135 ページ） 




















(1)“Love-Light”, The Quiver, London: Cassell and Co.（46 ページ） 
(2)An Incorrigible Girl, London: Religious Tract Society.（255 ページ） 





(1)Gold in the Furnace, London: Religious Tract Society.（324 ページ） 
(2)At the Foot of the Rainbow.  A Tale of Adventure., London: Wells Gardner, 
Darton &Co.（178 ページ） 
1901 44 (1)Our Empire, Past and Present: Great Britain in Asia, London: Harrison & 
Sons.（783 ページ）・共著） 
(2)Thorns and Thistles, London: Religious Tract Society. （160 ページ） 
(3)“The Art of Bringing up Lovers”, The Girl’s Own Paper, vol. 22, London: 
Religious Tract Society. （1 ページ） 
1902 45 “The Anchoress of Ste. Maxime”, The Girl’s Own Paper, vol. 23, London: 
Religious Tract Society.（12 ページ） 
1903 46 (1)The Anchoress of Ste. Maxime, London: Religious Tract Society. 
（157 ページ）（拡大文字印刷） 
(2) “The Joy of Service”, The Girl’s Own Paper, vol. 24, London: Religious Tract 
Society. （5 ページ） 
1904 47 “Darling,” or Little Orphans, London: Thomas Nelson & Sons.（256 ページ） 
1905 48 The Happy-Go-Luckies, London: Wells Gardner, Darton &Co.（305 ページ） 
1906 49  
1907 
 














(1)Little Orphans or the Story of Trüdchen and Darling, London: 
T. Nelson and Sons.（256 ページ） 
(2)How Dick and Molly Went round the World, London: Edward 
Arnold.（312 ページ） 
(3)How Dick and Molly Saw England, London: Edward Arnold.
（312 ページ） 
(4)An Incorrigible Girl, London: Religious Tract Society. 
（255 ページ） 
(5)At the Foot of the Rainbow.  A Tale of Adventure., London: 
Wells Gardner, Darton &Co.（178 ページ） 
(6)“Darling,” or Little Orphans, London: Thomas Nelson & Sons.
（256 ページ） 
(7)The Wonderful Invention: Along the King’s High Way, London: 
Religious Tract Society.（304 ページ） 
ラブロマンス作品 (1)A Hard Master, London: Service & Paton. （391 ページ） 
(2)Gold in the Furnace, London: Religious Tract Society. 
（324 ページ） 
(3)Thorns and Thistles, London: Religious Tract Society.  
（160 ページ） 
(4)“The Anchoress of Ste. Maxime”, The Girl’s Own Paper, vol. 23, 
London: Religious Tract Society. （12 ページ） 
(5)The Anchoress of Ste. Maxime, London: Religious Tract 
Society.（157 ページ） 
(6)The Happy-Go-Luckies, London: Wells Gardner, Darton &Co.
（305 ページ） 




(1)My Dog Plato.  His Adventures and Impressions., London: 
Edward Arnold.（180 ページ） 
(2)Wee Doggie., London: Edward Arnold.（135 ページ） 
共著作品 Our Empire, Past and Present: Great Britain in Asia, London: 
Harrison & Sons.（783 ページ） 
不明（筆者が入手してい
ない作品） 
(1)“A Heroine of the Commonplace” 
(2)“Francis” 
(3)“The Final Yes”, The Quiver. 
(4)“The Steep Ascent”, The Quiver, Christmas number 1898, 
London: Cassell and Co.（80 ページ） 
(5)“The Art of Bringing up Lovers”, The Girl’s Own Paper, vol. 22, 
London: Religious Tract Society.（1 ページ） 
(6)“That Wicked Woman”, The Girl’s Own Paper, vol. 29, London: 






(2)   聖バルナバ・ミッションの設立 








之沢に集まり、湯之沢に定住する病者の数も増えてきた。1925 年 11 月群馬県で行われたハン
セン病者一斉調査での結果では、群馬県に本籍がある者 233 名、他府県に本籍がある者 480 名、
本籍不明者 2 名で、他府県からの病者は概ね湯之沢に居住または滞在していた。394 
表 6-3  湯之沢の人口推移：1887 年−1942 年 
年 戸数 人口 
1887（明治 20） 4 10 
1895（明治 28） 10 30 
1915（大正 4） 101 252 
1920（大正 9） 152 528 
1925（大正 14） 162 666 
1930（昭和 5） 221 803 
1935（昭和 10） 180 652 
1942（昭和 17） 0 0（全員国立療養所に収容） 
出典：藤本浩一(1968)『鈴蘭村』, p. 31, 博進堂. 
1930 年は人口がピークの 803 名となるが、一時治療の浴客を含めると軽く 1,000 名を超えていたと思われ
る。395 
 




391霜崎清・井上謙(1941)「湯之澤部落 60 年史稿」,『レプラ』12 (6), pp. 543-606. この記事は、ウエッブ
上で読むことができる。<http://www.journalarchive.jst.go.jp/japanese/top_ja.php> 
392現在の村長や町長にあたる職である。 





に、土の中から多くの白骨が掘り出された。栗生楽泉園入園者自治会, op. cit., pp. 12 & 66. 
394霜崎・井上, op. cit., p. 546. 
395栗生楽泉園入園者自治会, op. cit., p. 88. 
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いた。上町へも自由に行き来することができたので、上町に働きに行く病者もいた。 




月に草津に移る。第 5 章で述べた通り、1913 年、熊本でハンセン病者のために回春病院を設立
したハンナ・リデルが米原馨児牧師を草津に派遣し、それを機に同年湯之沢に創立された多教
派信者からなるキリスト教研究会「光塩会」に入会していた。 




安倍が、田端や日暮里付近で伝道を行っていたのは、1914 年（大正 3）11 月から 1915 年（大
正 4）2 月にかけてである。399  









396貫, op. cit., p. 42.  
397森 (1996), op. cit., p. 91. 




1910 年東洋宣教会（ホーリネス教会）の聖書学院の聴講生になり、1911 年 3 月田中いよえと結婚、1912
年中田重治の配慮で伊豆大島（現・東京都大島町）に伝道地を与えられた。Ibid., pp. 169-170.  
399安倍千太郎は、1912 年 4 月 13 日から 15 年まで伊豆大島に伝道師として派遣されていたが、しばしば
東京に戻り、1914 年 11 月からハンセン病者の伝道を始め、1915 年 2 月「明星団」を結成する。その後、
1916 年から 1917 年は島で病者伝道のために執筆活動を行う。安倍千太郎（1917）「半生の思出」,『聖潔
之友』571, 1917 年 9 月 3 日号; 安倍千太郎（1919）「明星団とは何ぞや」,『聖潔之友』671, 1919 年 8 月
14 日号. 
400徳満, op. cit., p. 55. 
401森 (1996), op. cit., p. 91. 
402霜崎・井上, op. cit., p. 573. 
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403森(1996), op. cit., p. 91. 
404好善社(1978)『ある群像：好善社 100 年の歩み』p. 177 に、コンウォール・リーが、1912 年頃に慰廃園
を訪れたことが記述されている。 
405貫, op. cit., pp. 23-24. 
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406好善社, op. cit., p. 177. 
407貫, op. cit., pp. 42-43；山本よ志郎・加藤三郎(1972)『御座の湯口碑』, p. 45, 御座の湯口碑刊行協力委
員会.  
408コンウォール・リーは、How Dick and Molly Went round the World (1895) 94 ページで、日本を「お
とぎの国」、A Hard Master (1899) 21 ページでは、「夢の国」と言及している。How Dick and Molly Went 
round the World (1895)では、94 ページから 129 ページにかけて、「日本」、「東京」、「富士登山」、「まだ
日本」と４回に亘って、日本各地を紹介している。1895 年以前に日本を旅行した可能性がある。 
409栗生楽泉園入園者自治会, op. cit., p. 47. 
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 コンウォール・リーが、湯之沢行きを乞われたのは宿沢が初めてではない。宿沢の訪問を受








伝道の責任者に任命した。10 月アンドリュース司祭は再び湯之沢に赴き、11 月 4 日キリスト教
の多教派信徒からなる光塩会員 13 名に洗礼を施し、全員が聖公会の信徒となった。410その年
11 月、宿沢の光塩会は、安倍を湯之沢に招き、安倍はヨルダンホームに泊まって 3 週間聖書講
義をした。411 しかし、光塩会は聖公会に属し、安倍はホーリネス教会に属していた。宿沢 412
と安倍のこの関係は 1921 年（大正 10）7 月安倍の来草を招くことになり、リーを悩ませること
になる。 









 1916 年 12 月旅館「太平館」の 6 畳間に一人の若い女性病者を不道徳な環境から救済するた
めに女性ホーム「愛の家庭」を設置する。このホームが、最終的に 36 ホームとなる聖バルナバ・
ミッションの最初のホームであった。414 翌年春には「愛の家庭」で暮らす女性は 4 名となり
410貫, op. cit., p. 36. 
411山本・加藤, op. cit., p. 58.  
412宿沢は、1917 年（大正 6）5 月ある女性と駆け落ちをして草津を後にするが、間もなくして発見され、
その後伊豆大島の安倍千太郎を訪ねて、懺悔の日々を送る。その間、彼の病気は進行し、社会生活が困難
になったため、コンウォール・リーの許しを得て、1918 年（大正 7）7 月、10 カ月ぶりに湯之沢にもどり、
バルナバ・ホームに入館する。教会委員や舎監を務めるが、1925 年 9 月 13 日に永眠する。 
413貫, op. cit., p. 37.  
414Ibid., p. 56. 
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る光田健輔院長に面会し、1916 年（大正 5）1 月より月 19 円の給料で働き始める。その頃の全
生病院は、バラック造りで、薬品も少なく、医療器具も貧弱で、これまでの宮殿のような三井
慈善病院と比べて、かなり見劣りしたという。看護婦が 6 名ほどいたが、免状のある人は 2 人
だけで、418 事務職員は官僚的で患者に対しても看護婦に対しても横柄であった。看護婦に対







415徳満, op. cit., p. 95. 
416藤本, op. cit., pp. 8-19. 
417 Ibid., p. 20. 
418三上,「出戻りの記：1」, op. cit., pp. 50-51. 
419貫は、「元気横溢（おういつ）な女丈夫」と記述している。貫, op. cit., p. 62. 
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た。420 

























励ましてくれた。こうして、全生病院を退職し、その年の 5 月 7 日上野駅を出て草津に向かい、




420藤本, op. cit., pp. 29-30. 
421三上,「出戻りの記：1」, op. cit., pp. 50-51. 
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貨、呉服、米穀、薬品などを販売する商店があり、金融業者もあって、大工、左官、建具屋、
























裁縫専修科を卒業しただけであったが、猛勉強の末、9 年後の 1914 年（大正 3）2 月医術開業
試験に合格し、医師資格を取得する。29 歳であった。しかし、女医としての勤め先が見つから
ず、兄の助言もあり、同年 5 月三井慈善病院に看護婦として勤務する。三上が 22 歳のときで、
看護婦養成所に入学して 3 年目の春だった。服部が、彼女の日記に初めて三上について書いた
422三上千代(1963)「出戻りの記：2」,『多磨』44 (5), 昭和 38 年 5 月, pp. 20-22. 
423貫が 1922 年 4 月初めて服部に会った頃、服部は 37 歳であったが、貫は、著書で「服部女医は既に相当




                                            
のは、勤務を始めた翌月の 6 月 22 日である。二人は、出会った頃から意気投合して親友になる。
その年ホーリネス教会伝道師安倍千太郎が田端のハンセン病者宿で催したクリスマス伝道集会
に、服部は三上に誘われて参加し、ハンセン病者たちと共にクリスマスを祝う。 
 二人は、1916 年（大正 5）1 月三上が東村山の全生病院に移った後もお互いに訪ねあい、田
端や上野の病者の慰問に出かけている。425 前述した通り、リーは医者を探しており、宿沢が
服部を推薦すると、服部を医者として迎えるための準備を始める。1917 年（大正 6）1 月 5 日

















服部は安堵したという（両親は服部が医学生時代に亡くなっていた）。4277 月 31 日に三井慈善
病院をやめた服部は、湯之沢でのハンセン病者の診察や治療の訓練のため、8 月 1 日から全生病
院で働き始める。8 月 15 日、服部は三上から、宗教的な考えに違いがあって、リーのもとで働
くことは困難であるという趣旨の手紙を受け取る。三上は安倍に「辞そうか」と言ったという。
8 月 18 日の日記には、三上とリーにあつれきが生じていることが記されている。 
425武田房子（編著）(1981)『服部ケサ 草津聖バルナバ医院時代日記 大正 6 年〜大正 13 年』, p. 24, 栗
生楽泉園『高原』編集部. 
426武田は、仙子夫妻は、のちに仙子が肋膜炎を発病したことで歩み寄り、性格の相違を乗り越えた、と記




                                            
画像 6-2 草津に赴く記念の写真。三上千代（左）と服部けさ：1917 年 
 
出典：最上二郎(2004)『救らいの女神：ハンセン病と女医服部けさ』, p. 174, 歴史春秋社. 
 
 服部は、10 月 22 日全生病院をやめて、湯之沢行きの準備を始める。10 月 31 日服部はリーか
ら手紙をもらい、リーが服部に会うのを楽しみにしていると知るとひどく感動し、翌日には目
黒の慰廃園を訪れ、1894 年（明治 27）の設立のときからハンセン病患者の世話を行ってきた大
塚かねより話を聞き、また、慰廃園の中の病棟や設備などを案内してもらう。11 月 9 日東京ま
で迎えにきた三上と共に草津に向かい、翌 10 日に湯之沢に到着する。服部は 33 歳だった。11
月 17 日日曜日の朝、服部は聖バルナバ教会での礼拝に参加、午後は「愛の家庭」で時間を過ご
し、夜はリーの夕食会に招待される。こうして、リー、三上、服部は湯之沢での活動を始め、
間もなく服部は病者の診察や治療を開始。三上は舎監をやめて看護婦となり、その年の 12 月 3
日木造 2 階建ての聖バルナバ病院が開設され、428三上と服部は、病院の 2 階にそれぞれ部屋を
与えられた（服部の妹水野仙子は、服部が草津に移住した後草津に行き、1919 年 5 月 31 日 31
歳で姉の勤める聖バルナバ病院で亡くなった）。 





428徳満, op. cit., p. 114. 
429ハンセン病療養所入所者の男女比率は３：１で男性の方が多いという。おそらく、発病率もそのくらい
の割合で男性の方が多かったと思われる。光田(1950), op. cit., p. 47. 
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とされていた優生手術（断種や堕胎）を始めた。光田は、1919 年草津湯之沢地区の病者 10 人に優生手術
を行ったという。森 (1996), op. cit., p. 206.  
431徳満, op. cit., pp. 265-267；Legh (1922) Church Work for Lepers in Japan, op.cit., p. 12. 
432貫, op. cit., p. 52. 
433徳満, op. cit., p. 266-267. 
434栗生楽泉園入園者自治会, op. cit., p. 66.  
435 Ibid., p. 54. 
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て、昭和 2 年 4 月洗礼を受けた。猪飼隆明(2005b)『性の隔離（セックス・セグリゲーション）と隔













 無料診療の評判はホームの入館者や部落人口の数を増やしていき、服部は 1 日 150 人のハン
セン病者の治療にあたることもあった。やがて、入館者の数は日ごとに増し、診察にあたる医
師服部の健康は日ごとに悪化するという悪循環がおこっていった。服部は月に 40 円、三上は 20
436 1936 年、コンウォール・リーが明石に移住する前に、リーから湯かんを受けた遺体は 300 体を超える。
洗礼を受けた者は、1,001 名であった。Ibid., p. 53. 
437 1918 年草津の共同墓地が設けられる時に聖公会の墓地を確保し、1928 年に火葬が始まった時にはリー
は石造りの納骨堂を建造した。Ibid., pp. 67-68. 
438 猪飼隆明(2005b)『性の隔離（セックス・セグリゲーション）と隔離政策：ハンナ・リデルと日本の選
択』, pp. 172-173, 熊本出版文化会館. 
439藤本, op. cit., p. 56. 
440 Danner, Lois E. (1926) “Cleansing Lepers Today in Kusatsu, Japan: An Account of a Visit to an 
Appealing Missionary Center Where Bishop McKim Ministers”, The Spirit of Missions, vol. 91, pp. 
291-294.  
441純利益は 200 円余りあり、ミッション会計に収めた。徳満, op. cit., p. 120. 
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円で雇用されていた（1920 年全国タイピスト組合が設立され、最低賃金月 50 円、1 日 8 時間労
働を要求している）。442ホーム入館者の食費や衣料費などの経費は、1935 年（昭和 10）ごろま
で 1 人１カ月当たり 10 円で、その中から 2 円が小遣い銭として各自に手渡されていた。当時の
10 円は、ホームの病者にとっては十分に食べていける金額であったという。4431921 年（大正

















表 6-4  聖バルナバ病院の医師たち：1917 年 11 月−−1941 年 4 月 
番号 名前 就任 退任 
１ 服部けさ 1917 年 11 月 1924 年 10 月 31 日 
２ 佐藤貞男 1924 年 11 月 1 日 1927 年 11 月 27 日 
３ 中村時太郎 1927 年 11 月 1929 年 9 月 30 日 
４ 鶴田一郎 1929 年 9 月 30 日 1941 年 4 月末日 





442下川, op. cit. 
443栗生楽泉園入園者自治会, op. cit., p. 50. 
444森 (1996), op. cit., p. 103.  
445栗生楽泉園入園者自治会, op. cit., p. 49. 
446Reid, Grace Leone (1930) “A Day among the Lepers of Kusatsu”, The Spirit of Missions, vol. 95, pp. 
85-87. 
447中村, op. cit., p. 81.  
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1 1913 年〜1914 年 56 ＊6 月 7 日に香港からバンクーバーに到着。 
＊10 月ハイ・リーのイースト・ホールを訪問。 
2 1922 年 8 月〜
1923 年 2 月 1 日 
65 ＊聖バルナバ教会建設資金を募るための募金旅行。 
＊1922 年ホー夫人が未感染児童のために多額の寄付を申し出。最初に
5,000 ドル(1 万円)の寄付があり、4481924 年 12 月未感染児童ホーム聖マ
ーガレット館が完成。1929 年ホー夫人は聖マーガレット館維持費 50,000
ドル（10 万円）を寄付。 
３ 1929 年 4 月 12 日 
〜1930 年 1 月 17
日 
71 ＊ニューヨークのアーノルド姉妹より、感染児童のための小学校建設資
金として 5,000 ドル（1 万円）を寄付。1930 年 8 月聖望小学校が完成。 
＊英国のハンセン病施設セント・ジャイルズ・ホームズを訪問、ネテル
トンに会う。ネテルトンは、1929 年 12 月 22 日草津に到着。 
＊6 月 25 日ロンドンでの SWW50 周年祝賀祭に出席、講演を行う。 
4 1933 年 12 月 26
日〜1935 年 4 月
12 日 
76 ＊最後の帰英旅行。 
＊1933 年 12 月 26 日ネテルトンを同伴して、横浜を出航。英国で SPG
宣教師エドリンに会う。彼女が補佐役となり、ネテルトンは 1934 年 10
月 6 日草津に戻る。 













教会の中田重治を介し、いよえの方から結婚を申し込んだ。1911 年（明治 44）3 月 29 歳のい
よえは、家族の反対を押し切って、安倍と結婚する。 




の客人として迎えた（リーは、1935 年の The Sign にホーリネス教会への不快感を書き残して
いる）。449安倍は、のちに草津明星団を結成するのであるが、ここで、安倍が東京で結成した明
448コンウォール・リーから MTL 事務局長アンダーソン(Anderson)への手紙。1923 年 6 月 27 日 MTL 本
部アーカイブス所蔵。 
449 Legh, Mary H. Cornwall (1935) “The Church in Kusatsu”, The Sign, March, pp. 36-37. 
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星団についてみておく。明星団は、ハンセン病者への伝道を目的に創設された団体である。1919
年（大正 8）8 月 14 日発行の『聖潔之友（きよめのとも）』第 671 号に、安倍が書いた「明星団






























着々準備を調べ始めたり」とある。武田, op. cit., pp. 8-11. この家「服部館」は、後の診療所開設の足がか
りにするためにも、購入したものと思われる。 
451森 (1996), op. cit., p. 172. 
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 聖バルナバ教会の管理司祭大藤鑄三郎が 1921 年 11 月 28 日に辞し、12 月 1 日に山本三次郎
が管理司祭に就任するが、彼はわずか 4 カ月の在任で、ホーリネス教会の問題に踏み込むこと
なく、1922 年（大正 11）3 月 30 日に職を辞し、湯之沢を去った。服部は、1922 年 1 月 31 日
の日記に、喜多という聖公会の信者が服部を訪れ、明星団への不満をもらしたと書いている。
明星団の存在は、聖バルナバ教会にとって脅威的な存在となってきており、バルナバ教会員は、
安倍を信者を盗んでいく「羊泥棒」と呼んだ。453 1922 年 4 月 30 日に管理司祭に就任した貫民
之助は、ホーリネス教会に厳しく対処し、聖公会の教会に属していない者の説教や講演を禁止
した。片や安倍は、常日頃、日本のハンセン病者は日本のハンセン病者が救済をしなければな
らないと主張し、安倍夫婦と 3 人の病者は、1922 年 12 月 7 日栗生に「祈りの家」を開き、草
津明星団を結成、1924 年（大正 13）の最盛時には 60 名の同志を獲得した。454 1925 年（大
正 14）安倍は日本ホーリネス教会聖書学院の分院として草津に聖書学塾を開校し、自ら 20 数人
の病者を教えた。1926 年（大正 15）安倍は湯之沢に移り住み、455 草津明星団の本部を湯之沢
に置いた。安倍は 1932 年（昭和 7）1 月 26 日 50 歳で永眠するが、ホーリネス教会は 1933 年
（昭和 8）教義上の相違から分裂し、草津明星団も分裂。1941 年（昭和 16）初頭には団員の病










452徳満, op. cit., pp. 194-195. 
453森 (1996), op. cit., p. 172.  
454霜崎・井上, op. cit., p. 575. 
455徳満, op. cit., p. 195. 1926 年には、服部（1924 年没）も宿沢（1925 年没）も永眠していた。 
456森 (1996), op. cit., pp. 172-173. 
457武田, op. cit., p. 28. 
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という話を耳にして、給料のあまりの違いに唖然とする（1933 年 26 歳の高島重孝が栗生楽泉












なしそれに反発する気もちはある。藤本浩一(1968)『鈴蘭村』, pp. 57-58. 
 
 1924 年（大正 13）服部は 11 月の末に退職する旨の辞表をリーに提出する。しかし、新任の
458栗生楽泉園入園者自治会, op. cit., p. 111.  
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 その後、三上は、「らい予防法(1931)」に基づいて 1931 年 6 月に建設の始まる国立ハンセン
病療養所栗生楽泉園の敷地の一部、50,000 平方メートルの土地を無料で提供されることになり、






和 29）まで婦長として勤務、1978 年（昭和 53）清瀬市の信愛病院にて 87 歳で永眠。464 遺骨
は服部の墓の隣に埋葬された。 
 
459 Ibid., p. 59. 
460藤本, op. cit., pp. 64-65. 
461栗生楽泉園入園者自治会, op. cit., p. 56. 
462Ibid., pp. 30-31 & 55-56. 
463森 (1996), op. cit., p. 111.  
464Ibid., p. 63. 
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SPG 女性宣教師メアリー・ネテルトン(Mary Nettleton, 1898-1977)であった。 
 メアリー・マギル 465は、米国聖公会の著名な牧師であった父親アーネスト・マギル(Ernest 
McGill, 1855-1906) の志を継ぎ、1917 年 31 歳くらいのとき、外国伝道に使命を感じて米国聖
公会宣教師として来日、大阪英語学校、京都平安女学校、大阪箕面（みのお）学園などで教鞭
をとる。箕面学園の教師であった 1927 年（昭和 2）夏に湯之沢を訪れるが、翌年 5 月 24 日 43
歳のとき、定住するために来草し、466 未感染児童の暮らす聖マーガレット館を担当する。 
 リーは、２歳から５歳の児童は感染し易いので、隔離すべきであるという考えを持ち、 467  
1923 年自宅で 4 人の未感染児童の養育を始めたが、リチャード・マーシュ・ホー夫人(Mrs. 
Richard Marsh Hoe)から 5,000 ドル（1 万円）の資金が寄せられたので、リーが 1915 年に購入




なった。聖マーガレット館には、男の子 3 人と女の子 6 人が収容された。ホームの入館者の数
が増えると同時に未感染児童の数も増えた。児童数は、マギルが来草した 2 年後 1930 年には
25 名に達した。聖マーガレット館は日本で最初のハンセン患者の未感染児童ホームである。未
感染児童は上町の小学校に通わせた。一方、ホー夫人は、1929 年 12 月さらに 50,000 ドル（10
万円）を米国聖公会外国伝道局にゆだね、毎年その利子 6,000 円余りがミッションに送金され
て、マーガレット館の運営のために使われることになった。469 
 1929 年（昭和 4）72 歳のリーは湯之沢に移住して以来 2 度目の米国と英国の旅行に出かける
465マギルは、1885 年 11 月 25 日メリーランド州の生まれ。ペンシルバニア州ゲティスバーグ・カレッジ
を 1906 年に卒業、津田梅子が学んでいた同州フィラデルフィアのブリンマー・カレッジに 1906 年から 7
年にかけて在籍し、1907 年から 13 年にかけてウエスト・ヴァージニア州ベタニー・カレッジ（1840 年創
立：私立のカレッジ）でラテン語、ギリシャ語、歴史を教え、1913 年から 17 年までマサチューセッツ州
ニュートンにあるマウント・アイダ・スクール（1899 年創立：私立の女子校）で教職についていた。 
466徳満, op. cit., p. 307. ゲティスバーグ・カレッジには、当時学長であったチャールズ・H・ヒューバー
(Charles H. Huber)とマギルの書簡が数点所蔵されており、書簡によれば、マギルは、1928 年には（メア
リーのミッションに参加する前と思われる）米国に滞在していて、ジェームス・A・ヒッブス(James A. 
Hibbs)と結婚していたという。E メール(2011 年 2 月 23 日)：Linnea Goebel, Special Collections Student 
Assistant for Musselman Library Special Collections, Gettysburg  College. 
467Reid, op. cit. 








ンは 1898 年 2 月 2 日生まれ、1926 年 28 歳の頃 SPG 宣教師として神戸に住んでいたことがあ
った。471 こうして、ネテルトンは再び SPG 宣教師として来日、1929 年 12 月 22 日に湯之沢
に到着。マギルのもとで、聖マーガレット館の子どもたちの世話をする。472 31 歳だった。ネ
テルトンが、ミッションの生活にも慣れてきて聖マーガレット館の責任者になると、写真にあ
るようにマギルは 4 人の感染児童の世話を始めた。473 聖バルナバ・ミッションは、メアリー・
マギルやメアリー・ネテルトンの働き人を得て、さらに発展していった。 
 
画像 6-3 メアリー・マギルと感染女子児童たち（撮影年月日不明） 
 
出典：Musselman Library Special Collections, Gettysburg College, PA., USA. 






年の『英国皮膚科学ジャーナル(The British Journal of Dermatology)』に掲載された「英国ハンセン病者






471ネテルトンは 1926 年来日、神戸で伝道活動を行い、同年帰国している。西口, op. cit. 
472徳満, op. cit., p. 309. 
473貫, op. cit., p. 76. 
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(2)  SWWの日本支部設立 
 聖バルナバ・ミッションを開始した年 1916 年（大正 5）から 2 年たって、コンウォール・
リーは、遠のいていた英国との絆を、リーが一番得意とする筆の力で取り戻した。このことは、
来日した頃のリーの疲れていた精神が大きく回復し、自分の生きる道として新たな気持ちでホ
ームの運営を開始したことを意味する。英国を出て、11 年が過ぎていた。1918 年（大正 7）リ
ーは教会内に、さまざまな組織、人、活動などのために祈る題目とその題目に基づいて祈る日
を定め、定められた日時に会員が集まり祈祷する「代祷会」を組織して会長となり、474 この
会を聖バルナバ・ギルドと命名し、英国にある「見守り人と働き人の協会(the Society of 
Watchers and Workers : SWW)」の日本支部とした。SWW から、精神的、物質的、財政的な
支援を受けることが大きな目的であったと思われる。リーは最初に、母国の SWW に聖バルナ
バ・ホームを紹介、その後は、SWW との信頼関係を丁寧に確実に築いて行く。 
 まず、リーは 1918 年 SWW の定期刊行誌 The Watchword 11 月号に「聖バルナバ・ギルド」
(Sei Barunaba Girids)（ママ）というタイトルで、湯之沢を紹介する。翌年 1919 年には、11
月号で「日本の聖バルナバ・ギルドの報告」(Report of the Guild of St. Barnaba, Japan)、その
翌年 1920 年（大正 9）には、７月号にマキム主教の書いた「日本のハンセン病者の間でのミス・
コンウォール・リーの働きについて」(Address by Bishop McKim: An Account of Miss Cornwall 
Legh’s Work amongst the Lepers of Japan)が掲載されるが、その 2 年後 1922 年（大正 22）に
は、イースター号にリーの書いた「草津から」(From Kusatsu)という小文が掲載されている。 
 コンウォール・リーの文才は、米国聖公会でも生かされることになる。1922 年（大正 11）リ
ーが書いた『日本のハンセン病者のための教会の働き』(Church Work for Lepers in Japan)と






Cornwall Legh, Mary H. (1922) Church Work for Lepers in Japan, p. 15, New York: The 
National Council Protestant Episcopal Church. 
 
 リーが、聖バルナバ・ホームの運営のために、どうしても母国の支援が必要であったことは、
中村茂著書にも記載され、1926 年（大正 15）The Watchword 11 月号のリーの切なる願いが引
474中村, op. cit., p. 38. 
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用されている。475 
 
 私たちが必要としているのは、病院、病者のための 6 番目のホーム、病者の児童のための家、幼
稚園、病者を扶養する資金などです。中村茂(2007)『草津「喜びの谷」の物語：コンウォール・リ
ーとハンセン病』, p. 152. 
 
 このようにリーは、折ってしまったはずの筆を駆使し、SWW から大きな支援を得て、聖バ






1924 年（大正 14）に三上と服部という創設期からの働き人をなくしたが、その 2 年前米国を訪
れた際、ある婦人会の会合でホー夫人がリーの話に感動し、夭逝した娘マーガレットを思い、
湯之沢の子どもたちにと 5,000 ドル(1 万円)の寄付を申し出る。1928 年（昭和 3）5 月には米国
女性宣教師マギルがバルナバ・ミッションに参加する。また、6 月 25 日に行われる SWW の 50




に会い、湯之沢での救済活動に参加したいという申し出を受ける。草津では、1929 年 5 月 20
日藤倉電線株式会社の松本留吉社長からの資金提供で、新しい聖バルナバ医院の建設用地を購





 だが、資金は潤沢ではない。1926 年（大正 15）のホームの入館者数は 123 名。ホームの人
数は年々増え続け、1929 年（昭和 4）には 215 名に達する。477これらの増え続ける病者に治療
475中村, op. cit.. p. 152. 
476 Ibid., p. 67. 
477徳満, op. cit., p. 322. 
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は総収入 8,537 円 1 銭に対し、総支出は 16,448 円 91 銭で、7,911 円 90 銭の不足。1925 年（大
正 14）は総収入が 32,195 円 57 銭、総支出が 32,779 円 24 銭で不足分は 583 円 67 銭であった。
1930 年（昭和 5）においては総収入 8,503 円 72 銭、総支出は 17,539 円 63 銭で不足分は 9,035
円 91 銭である。いつも不足分の方が多いというわけではないが、収入不足が出てくる心配は常
にあった。一方、聖バルナバ医院では、毎年赤字が続いていた。1921 年の決算書では、収入 2, 
920 円、支出 15,180 円、支出は収入の 5 倍以上であった。この年の草津町長への報告書には「不
足、リー氏支出」とある。478 





(3)  教育、文化・教養、文芸活動 
幼稚園 
聖愛幼稚園 




になった。4791941 年（昭和 16）4 月末まで運営された。 
聖バルナバ幼稚園 
 草津上町には幼稚園がなかったので、1917 年（大正 6）3 月愛隣幼稚園を設立、1918 年（大




画像 6-4  聖愛幼稚園児とメアリー・H・コンウォール・リー（撮影年月日不明） 
478森(1996), op. cit., p. 103. 
479貫, pp. 78-79；中村, pp. 70-72. 
480Ibid., pp. 80-81 ; Ibid., pp. 69-70. 
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出典：Barns, Gladys W. (1939) “Mary Cornwall Legh of Kusatsu”, The Spirit of Missions, vol. 104, 





ホームや部落の感染児童を集めて初等教育を始める。1925 年（大正 14）1 月 2 日「のぞみ会」
を設立。毎月隔週の水曜日、午後 6 時に教会の会館で児童の例会を開き、教会委員が遊戯や唱
歌を教え、講話を行うことにするが、同年 1 月 26 日「草津聖バルナバ教会付属望夜学校」を設
立。月から金まで 5 日間、午後 6 時から、読み方、習字、珠算、歴史、聖書、聖歌（音楽）の 6
科目を教える。27 名が入学。1928 年（昭和 3）「聖バルナバ望小学校」と改称。教師は患者、
1929 年（昭和 4）頃まではリーが週 1 回説話を行った。マギルやネテルトンも教壇にたち、生
徒は常に 30 人程度であった。1930 年（昭和 5）8 月 18 日アーノルド姉妹の 5,000 ドル（1 万






481 Ibid., pp. 79-80 ; Ibid., pp. 70-72. 
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リーもマギルも教授し、上町から参加する学習者もいた。483   
文芸誌『高原』 
 1932 年（昭和 7）11 月、ホーム内の文人が中心となり、湯之沢部落の有志も参加して文芸雑




4.  コンウォール・リー明石への転居 
(1) 1930年の下賜金 
 1930 年（昭和 5）11 月 10 日貞明皇后は全国でハンセン病者救済事業に従事している人々を
皇居に招き、下賜金を与えた。コンウォール・リーは 7,000 円を受け取った。場所を移して晩





482栗生楽泉園入園者自治会, p. 86. 
483徳満, op. cit., pp. 286-292. 
484貫, op. cit., p. 104. 
485 Legh, Mary H. Cornwall (1931) “Japan’s Dowager Empress Aids Leper Work”, The Sprit of 
Missions, vol. 96, p. 144. 草津では、以前より、湯之沢部落移転の話がでていたが、湯之沢住民の反対があ







収容すべき理想的部落を建設されたいと願ふにあり。」山本・加藤, op. cit., pp. 186-187. 
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の診療所として、着任していた医員、看護婦、事務職員を揃えて、1932 年（昭和 7）12 月 16
日定員 15 名で開園する 486（そのとき、三上はすでに東北に移住し、草津にはいなかった）。 開
園と同時に、バルナバ医院の医師鶴田一郎を通じてホーム入館者へ入所要請も行われた。 487 
1930 年（昭和 5）には、湯之沢の世帯数と人口は、221 世帯 803 名であったが、1935 年（昭和
10）には、世帯数は 180 に減少し、人口も 652 名となる。聖バルナバ・ホームも、1930 年（昭
和 5）未感染児童ホームの児童数を除くホームの入館者数は 212 名であったが、1935 年（昭和
10）には 193 名に減少する。楽泉園では、入所を促進するために、園内に自由地区を設け、病
者が湯之沢の住宅を移築したり、その地に新築したり、また、10 坪ほどの住宅の建て売りを購
入して移住するという方策をとった。栗生楽泉園入所者数は、1932 年は 3 名、1934 年には 289
名、1936 年には 457 名と増え続け、1941 年には 1,071 名となり、1,000 名を超えた。488 
 
画像 6-5  メアリー・ネテルトンと[未感染]児童たち（撮影年月日不明） 
 
出典：Cornwall Legh, Mary H. (1935) “The Church in Kusatsu”, The Sign, March 1935, pp. 36-37. 
 
(2)コンウォール・リーの４度目の帰英と明石への転居 




486実際の開園は 12 月 16 日であるが、12 月は草津の厳寒期なので、11 月 16 日の海江田侍従来園を機に、
開園記念日は１カ月早めて 11 月 16 日とした。Ibid., p. 109.  
487Ibid., p. 110. 
488Ibid., p. 109.  
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スタンス・エドリン(Constance Edlin, 1898-1979)という SPG女性宣教師がリーの補佐となり、
日本に同行することになったので、ネテルトンは 1934 年（昭和 9）10 月 6 日湯之沢に戻る。489 
リーは、36 歳のエドリンを伴い、1935 年（昭和 10）2 月 12 日ロンドンを出港して 3 月 16 日
横浜に着き、東京白金にあるエピファニー修女会に客となって静養し、4 月 12 日湯之沢に戻




女性宣教師ロザリンド・シメオン(Rosalind Barrington Simeon, 1887-1963)が明石で宣教師と
して働いているので、明石に転居し、シメオンの保護のもとで静養生活を送るように関係者で
決めた。1936 年（昭和 11）1 月シメオンが見舞いのために来草、バルナバ病院の鶴田院長の話
を聞いた上で、この機会に明石に同伴することを決心、リーの同意を得て、翌日 7 日に準備を
行い、8 日にシメオンとネテルトンと共にリーは草津を後にした。シメオンは 48 歳、ネテルト
ンは 47 歳、リーは 78 歳であった。リーの身の回りの世話をする先崎けさと斉藤しん 491は家財
一切の整理をしてから明石に赴き、最後まで忠実に仕えた。492 リーに同伴して来草したエド
リンは、4 年ほどミッションで働き、1938 年（昭和 13）に草津を離れ、北米大陸を経て、モン
トリオールから出航、12 月 2 日にサウサンプトンに到着。493 40 歳だった。帰国後は薬剤師の





う理由で後継者になることを辞退、リーが明石へ移った翌年 1937 年（昭和 12）4 月 12 日に草
津を後にする。9 年間の奉仕であった。途中明石で静養中のリーを見舞い、4 月 22 日神戸を出
航、聖地巡礼を行い、その後、英国に渡り、1883 年ウィルキンソン主教の創設した英国南西部
コーンウォール、ツルロのエピファニー女子修道院に入る。494  
489貫, op. cit., p. 128. 




おしんさんのつくるパンは、パンとは言えないようなものだったらしい。Ibid., pp. 100-101. 
492Ibid., pp. 131-133. 
493 UK Incoming Passenger Lists, 1878-1960. 
494 1946 年、ニューヨークを出て、7 月 24 日英国サウサンプトンに到着した乗船記録がある。年齢は 60
歳、職業はアングリカンカソリック修道女で、行き先はツルロである。UK Incoming Passenger Lists, 
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たという日本滞在 30 年のシェパード宣教師をミッションの責任者に推挙したという。496 その




 1932 年（昭和 7）12 月に病者の収容を始めた栗生楽泉園への伝道は、開園当初から行われて
いたが、教会がないため、ネテルトンの寄付金 1,000 円、また、米国聖公会や有志の寄付金に
より、楽泉園の許可を得て、園内に教会を建設し、1939 年（昭和 14）11 月 12 日に完成する。499 













リザベス）は、1960 年（昭和 35）11 月 14 日東京都中央区明石町にある聖路加病院で、乳ガンおよびガ
ンの転移のために 74 歳で永眠。17 日東京の青山墓地に埋葬された。 
496貫, op. cit., p. 155. 
497ミッション解散後のシェパードの伝道活動は不明であるが、最終的には 1962 年に英国に戻った。79 歳
くらいであった。老いてますます健康に恵まれたようで、101 歳の長寿を全うし、1984 年（昭和 59）10
月 1 日ロンドンのグリニッジで逝去している。 
498徳満, op. cit., p. 342. 
499栗生楽泉園入園者自治会, op. cit., p. 93. 
500徳満, op. cit., pp. 345-346. 
501彼女には、姉と 2 人の兄がいて、妹がいた。父親は、オックスフォード大学クライストチャーチ校を卒
業した英国国教会の牧師、母親ベアトリスの父親も牧師であった。1891 年の国勢調査の日、両親と 4 人の




ただろう。ビクトリア時代は、おしなべて、年収 250 ポンドあれば、普通に食べていけたという。10 年後
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オックスフォードという 13 歳から 18 歳までの中等学校の校長を 20 年務め、学校の発展に貢献
した。この学校は、当時は男子校だったが、現在は共学となっている。 
 ロザリンド・シメオンは、1915 年 28 歳くらいで SPG 宣教師として来日、1924 年 12 月 13





みのあるところである。リーの唯一のユーモア小説 My Dog Plato では、主人公のプラトンがオ
ックスフォードの街にひとりでくり出し、とんでもない体験をするエピソードがある。二人で、
日常何気なく会話するときに、故郷英国を思い出して涙したこともあっただろう。 
 コンウォール・リーは自分の資金で、1938 年（昭和 13）7 月に聖マリア・マグダレン教会敷
地内にシメオンの住まう宣教師館、司祭定住の牧師館、リーの住居の 3 軒の家を建てた。自分
が死去した後は、リーの住まいを教会の会館にしてもらいたいと神戸の主教に申し出た。それ




リーの遺骨は、翌年 1942 年（昭和 17）5 月 25 日に草津に迎えられ、午後 7 時より聖バルナバ
教会 505で通夜が行われて、翌日に出棺。遺骨は、遺志に従い、病者墓地の納骨堂の中のリーの
姓名の頭文字 MHCL と刻まれた石の十字架の下に安置された。506 シメオンがいつ帰国したの
か不明であるが、戦時中の帰国は不可能なので、日本のどこかで暮らし、戦後帰国したのだろ
う。1952 年にオックスフォードシャーの電話帳に、ロザリンド・シメオンの名前が掲載されて
いるので、1952 年あるいはそれ以前に帰国したと思われる。507 1963 年（昭和 38）6 月 4 日
英国のオックスフォードシャー、ウイットニーにて、3 歳年下で独身の妹メアリーに見守られな
の 1901 年の国勢調査の日、一家は 1 人の住み込み家庭教師と 3 人の家事使用人とともに、デヴォンで暮
らしていた。二人の兄はいないので、寄宿学校に行っていたと思われる。ロザリンドは 13 歳だった。シメ
オン一家は、中流階級の上層部ぐらいだったのではないだろうか。 
502西口, op. cit. 
503UK Outward Passenger Lists, 1890-1960. 
504この聖歌は、1997 年米国映画『タイタニック(Titanic)』で、豪華客船が沈没していく中甲板で音楽奏者
たちが奏でる曲である。英語の題は Nearer My God to Thee という。YouTube で聞くことができる。 
505 1941 年 4 月末には、ミッションは解散し、教会も取り壊されるので、この聖バルナバ教会は、上町に
移した聖テモテ館を仮聖堂とした教会と思われる。 
506貫, op. cit., pp. 136-152. 
507British Phone Books, 1880-1984. 電話帳には、1952 年から死亡した年 1963 年までシメオンの名前が
記載されている。 
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（昭和 8）12 月 26 日日本を去ったときには、誰もがリーの老齢を思い、二度と日本に戻ってく








表 6-6  メアリー・H・コンウォール・リー(1857-1941)を支え、日本のハンセン病者救済のた
めに献身した英米女性宣教師たち 












































































出典：The National Archives（英国）：Report of Deaths of American Citizens Abroad, 1835-1974 ; 西口
忠(2008)「来日 CMS・SPG 宣教師名簿」（未公刊）; 英国及び米国の誕生・結婚・死亡(BMD)証明書. 
 
 
508English & Wales, Death Index: 1916-2005. 
509貫, op. cit., p. 132. 
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はネヴィルという兄がいた。彼は 14 歳で海軍士官学校に入学。1883 年 5 月 29 歳で海軍を退役、




年 6 月 48 歳独身で孤独死。シドニー郊外のルークウッド墓地に埋葬される。 
 母親ジュリアの悲しみは尋常ではなかった。兄の罪が神に許されるように祈るジュリアのそ
ばで、リーはなす術もなく、ただ母親を慰めながら共に涙を流す日々を過ごすが、母は 4 年半






























































第 3部 キリスト教ハンセン病施設とその終焉 






















第 7章  キリスト教ハンセン病施設の運営と患者の生活 
 
はじめに 
 第 4 章で明らかにしたように、ケイト・ヤングマンは、1894 年に給付された「英国救らい協
会(Misson to Lepers: MTL)」からの 200 ポンドの寄付金により、土地を購入し、建物をつくり、
慰廃園を開設した。ハンナ・リデルも同じ年に、MTL から 200 ポンドを受けとる。リデルの手














1.  MTL・米国救らい協会(American Mission to Lepers: AMTL)からの財政援助 
<ケイト・ヤングマン＞ 
 第 4 章で説明した通り、ヤングマンの慰廃園は、MTL に寄付金申し込みの手紙を出し、MTL
の財政援助によって創立された。ヤングマンが逝去した後も、MTL からの寄付金給付は継続し
ていった。 
 1893 年 12 月藤原鉤次郎(1871-1958)510が入社する。22 歳であった。1909 年病院長・北島剛
三が亡くなるとその後任の理事に選ばれた。1911 年米国オランダ改革教会宣教師・オルトマン
510古賀成章の次男として東京日本橋に生まれ、藤原元親の養子となった。10 歳の時から 4 年間、明治天皇
の舎人、大沼枕山の鳳鳴学舎で漢籍の素読を、金文学舎で英文を学んだ。養家が没落したため、家出して
洋服屋の丁稚、測量見習いなど職を転々とした。1889 年（明治 22）仙台東三番丁の一致（仙台東一番丁）
教会の三浦宗三郎より受洗。19 歳で家に戻った時、養父は K・M・ヤングマンに協力していた。91 年から
D・タムソン、篠原銀蔵について聖書を学び、ヤングマンと共に上野および亀島ミッションで伝道（上野
公園の路傍伝道は 1942 年まで継続）。93 年好善社に入社し、1910 年理事に選任されて、書記、会計を担
当。のち理事長となる。慰廃園では、園主和田秀豊、大塚正心・かね夫妻を助けて働き、地元民の立ち退
き運動に対処、園内管理、運営資金の募金に尽力。09 年に発足した第 1 区府県立全生病院（現・国立療養
所多磨全生園）で伝道、晩年まで継続した。『日本キリスト教歴史大事典』, op. cit. 
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ス(Albert Oltmans, 1854-1939)511が入社し、1910 年 1 月 27 日ワイコフの死亡によって空席で
あった理事長に選任され、伝道委員、会計調査委員、通信委員の役を積極的に務めていった。 
 慰廃園は、1894 年から 1897 年までは毎年 2,000 円前後、1925 年頃では 3,500 円前後の寄付





が始まり、1920 年には患者の未感染児童のホームをつくるならば 2,000 ドルないし 2,500 ドル
の資金を寄付するという手紙を受け取る（1920 年 6 月 26 日例会記録）。1921 年には 5,000 ド




4 月から 1923 年 11 月まで米国に一時帰国するが、米国帰国中に AMTL との関係はさらに深ま
っていき、一方、MTL ではインド・中国に重点をおき、日本は AMTL に任せようという動き
があり、オルトマンスはダナーより日本方面の名誉事務局長に選任される。 
 1926 年例会において、オルトマンスから、AMTL からの日本全体の寄付金は、これまでの
4,500 ドルから 4,870 ドルに増額され、慰廃園と聖バルナバ病院に 2,000 ドルずつが寄付され、
残りの資金は府県立療養所への寄付や雑費にあてることになった、との報告があった。515同年
511。オランダのフローニンゲン県に生まれる。1873 年米国に移住。ポープ大学、ニューブランズウイック
神学校に学ぶ。86 年（明治 19）宣教師として来日。直ちに長崎の東山学院に就任し 3 年間在職後、九州
で伝道。1902 年から 25 年まで明治学院神学部教授。03 年神学博士号を受けた。11 年好善社に入社。社
団法人認可後の初代理事長 M・N・ワイコフの死去により理事長に就任。伝道委員となり 14 年以降、毎月
第 4 日曜に第 1 区府県立全生病院（現・国立療養所多磨全生園）の伝道にあたった。また対英米両国 MTL
の通信委員となり、日本各地の療養所初め、台湾、朝鮮半島、中国を歴訪。Ibid. 
512ダナーは 1911 年米国 AMTL の事務局長となる。Gould, op. cit., p. 194. 
513 1925 年の AMTL のダナーの中国・日本への訪問はそれぞれの国に MTL を発足させようという狙いが
あった。また、AMTL は好善社が中心となって日本 MTL が結成されることを望み、その事業を患者の健
康児童収容所の経営に切り替えることを願っていた。しかし、好善社はこれまでの方針を即座に変更し、
この段階で収容患者を全て全生病院に移管し、健康児童収容所に切り替えることは無責任なことと考えた
ようである。一方、日本 MLT は賀川豊彦、小林正金、光田健輔らを発起人として 1925 年に発足した。し
かし、光田のようにキリスト教信者ではないメンバーがいることは、厳密な意味でミッションではあり得
ないとして、好善社は日本 MTL と活動を共にすることはなかった。好善社, op. cit., pp. 131-134；森(1996), 
op. cit., p. 48. 






                                            
の内に日本全体への寄付金はさらに 5,000 ドルに増額され、また、オルトマンスは正式に AMTL
の日本事務局長(Secretary for Japan of the American Mission to Lepers)516に任命された。園
が受けたその他の寄付として、1910 年（明治 10）以来内務省からの奨励金、1919 年（大正 8）
以来東京府からの助成金、1921 年（大正 10）以来宮内省からの下賜金があった。 
 しかし、満州事変の起こった1931年あたりから日本と米国・英国の外交関係は悪化していき、
慰廃園の寄付金にも影響が出始めてくる。1935 年（昭和 10）秋、AMTL 創立 25 周年記念前後
にダナーから送られた手紙には、慰廃園の娯楽場建築の寄付金募集を行いたいと思っていたが、
日本に対する米国人の感情が良くないので寄付金を募ることは不可能であると伝えてきた。さ
らに AMTL との通信を引き受けていたオルトマンスは、1939 年（昭和 14）6 月心臓性喘息の
ために明治学院内宿舎で永眠する。 
 1941 年 4 月 15 日藤原鉤次郎は楓十字会（旧・日本 MTL）の総会に出かけるが、高野［厚生
省］衛生局長 517からハンセン病患者の収容に関しては、国立療養所が整ってきたので、私立病
院はもう閉鎖してもいい時期であろう、という意味の発言を聞く。  
 1941 年８月 9 日藤原はオルトマンス未亡人に会い、AMLT の寄付金が凍結されると聞かされ
る。これまで AMTL からの寄付金が通常経費の 3 割ほどを支えていたので、このことは致命的
な打撃であった。話の続きは、第 8 章に記す。 
 
＜ハンナ・リデル＞ 










いので 200 ポンドの寄付を送ってほしいと懇願している。1895 年の手紙には、4 エーカーの土
地（黒髪村）にハンセン病者のための病院を 11 月に開院する予定であると記述されている。病
516 Hayashi F. & A. Oltmans (1932) AI-SEI-EN on Nagashima, Okayama-ken, Japan, Aiseien : 
Okayama. 
517 1938 年 1 月 10 日国立ハンセン病療養所の管理は内務省から新設の厚生省に移っているので、高野の
肩書きは厚生省予防局長と思われる。長島愛生園入園者自治会, op. cit., p. 293. 
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略）（筆者訳）Ibid., p. 79.  
 
 リデルは、その後も、MTL に財政援助の手紙を送っているが、MTL 委員会は 1910 年にリデ
ルに寄付金を送ることを停止する。回春病院の決算報告書を送るように何度もリデルに催促し
たが、送ってこなかったためである。MTL 創立者ベイリーの弟は 1913 年になってもまだ送ら





518 MLT ベイリーの弟からハンナ・リデルへの手紙。1913 年 6 月 25 日。MTL 本部アーカイブス所蔵。 




                                            
かけて同年 6 月リデルに決算報告書を送るように催促している。520 しかし、決算報告書が送
られてきたとは思えない。 
 英文による最初の回春病院の決算報告書である Leper Hospital at Kumamoto, 1903-5 では、
1903 年に MTL から 50 ポンドの寄付金、1904 年には 100 ポンドの寄付金が計上されている。
1910 年の英文決算報告書である Kumamoto Byōin にも、MTL から 50 ポンドの寄付金が計上
されている。しかし、1916 年以降の決算書には MTL からの寄付金は全く計上されていない。
リデルの財政管理のだらしなさに MTL も AMTL もあきれかえったに違いない。その後は、MTL
や AMTL とリデルの関係は切れてしまったようである。521 
 
＜メアリー・H・コンウォール・リー＞ 











とを述べ、現在東京で伝道師になるために教育を受けている者（山中政三をさす）に 1 年 40 ポ
ンドの給料を渡したいと思っていること、さらに、バルナバ病院の拡張のために 40 ポンドを支
援してくれるように請願している。523 
 1918 年 7 月 27 日のアンダーソンからマキム主教への手紙には、委員会において、マキム主
教の要請通り、山中の給料用に 40 ポンドと病院拡張のために 40 ポンド、合計 80 ポンドの寄付
金の許可が下りたので、80 ポンドの為替を送付する旨記述されている。524 
520ベイリーからハンナ・リデルへの手紙。1914 年 6 月 25 日。MTL 本部アーカイブス所蔵。 
521現存する回春病院の決算報告書は、1903-5 年、1906 年、1910 年、1916 年、1917 年、1925 年、1940
年のものだけである。 
522マキム主教から AMTL 事務局長ダナーへの手紙。1917 年 12 月 28 日。MTL アーカイブス所蔵。 
523マキム主教から英国 MTL 事務局長アンダーソンへの手紙。1917 年 12 月 28 日。MTL 本部アーカイブ
ス所蔵。 
524 MTL 事務局長アンダーソンからマキム主教への手紙。1918 年 7 月 27 日。MTL 本部アーカイブス所
蔵。 
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 こうして、MTL から聖バルナバ・ミッションへの財政援助が開始された。リーは、1919 年 5
月9日のMTLへの手紙に、バルナバ病院のひと月あたりの経費を以下のように記載している。525 
医師の給料           40 円 
看護婦兼伝道師         25 円 526 
アシスタント（ハンセン病患者） 12 円 
薪炭燃料（およそ）       7 円 
薬など（平均）         60 円 
予備費             10 円    
                154 円    15 ポンド 
 前述した通り、日本への MTL の寄付金送付は、1926 年 AMTL に引き継がれ、聖バルナバ・
ミッションは慰廃園と同額の寄付金が寄せられるようになり、1926 年には 2,000 ドル（4,000
円）、1935 年度には 4,800 円の寄付金が送付されている。 
 
2. 入所案内・規則 





の病院規則は、回春病院創立 11 年目に作成されたが、現存する 3 人の来日女性宣教師設立の施
設のなかでは一番古い「入所規則」で、1931 年に成文化された聖バルナバ・ホームの入所規則
より、はるかに短く(1 から 15)、簡素である。 
 
＜回春病院規則(1906)＞ 






525コンウォール・リーから、MTL 本部（手紙に宛名がないため、宛名は不明）への手紙。1919 年 5 月 9
日。MTL 本部アーカイブス所蔵。 
526三上は『鈴蘭村』で給料は 20 円であったと述べているが、リーは 25 円としている。 
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第 2 章   入院患者 
第4条 入院患者を別ちて、自費、給費の 2 種とす。 
第5条 自費患者は、寝具、衣類、および、私用器物などを自弁し、かつ、毎月、第 6 条に定
むるところの区別に従い、1 カ月 2 円以上の入院料を納むるものとす。ただし、事情
により、寝具を給与せらるゝことあるべし。 
第6条 入院料は左の 3 等に区別す。 
1 等   1 カ月   12 円 
2 等   1 カ月    8 円 






親戚の戸主 1 名、および、熊本市、もしくは、黒髪村居住 1 名の保証人連署の願書を
差し出すべし。しかして、給費患者たらんとするものは、その本籍市町村長の「赤貧
証明書」を添うべし。 
     但し、日曜日、および、大祭日には入院を許さず。 
第9条 すべて入院患者は、入院の月より満 1 カ年の在院を約し、萬（ばん）止むを得ざる事
故あるに非（あらざ）れば、中途にして退院を願出づ可らず。もしこれを願い出るも
のあるときは、本院は成規に従い、その許否を決するものとす。 





第 3 章   院外患者 
第12条 院外患者は診察料を要せずといえども、所定の薬価をおさめしむ。ただし、貧困者に
は施薬することあるべし。 









幹事                          ハンナ・リデル 
名誉顧問医 東京帝国大学医科大学教授     医学博士 土肥慶蔵 
      同                医学博士 岡田和一郎 
      熊本県立病院長          医学博士 谷口長雄 
      日本赤十字社                岩井禎三 
医院監督                        三宅俊輔 
評議員   東京高等師範学校教授            本田増次郎 
      同                     金沢 久 
                            衣笠景徳 
                            ミス・ノット 
                            ミス・ライト 













(Edward William Cropper) の娘。リデルの病院を手伝うために、熊本に 1901 年から 5 年ほど滞在した。 
Leper Hospital at Kumamoto, Kiushiu S. Japan, Report and Accounts for 1903-5. 
528多磨全生園患者自治会, op. cit., pp. 46-47. 
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入院患者が 3 等に区別されていることである。なにを基準にして 3 等に区別しているのかは記
529 Ibid. 
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       自費   給費 
男       3    20 
女       1    15 
計       4    35     合計 39 
 入院患者は、計 39 名で、給費患者は 35 名、給費患者の方がはるかに多いことがわかる。 
 黒髪村に回春病院を建設する際に、リデルに懇願され、16,000 円ほどの寄付を出した渋沢栄
一が、1906 年 5 月 22 日回春病院の様子を視察にやってきた。そのときの入院者数は 48 名で、
男 31 名、女 17 名である。そのうち、自費患者は僅かに 11 名で、しかもその 11 名中 9 名は 3
等入院料として、1 カ月 2 円を支払う者で、他の 2 名は 2 等とも 3 等ともつかず、薬価と食費
とを兼ねて各々1 カ月 5 円を支払っているという。 
       自費   給費 
男       10    21 
女       1        16 
計       11    37     合計 48      
 ゆえに、この 2 名をのぞけば、他はみな給費患者のようなものである。ちなみに、患者 1 名
の 1 年の費用は、平均 100 円という（後述するが、バルナバ・ホームでは、寒さ厳しい冬期に
暖をとる燃料は不可欠で、目の見えない患者たちのためにランプやろうそくではなく電灯を使
用、草津は山深く、物価は高い、そのため 1 人あたりの経費は年 200 円である）。 
 1906 年在院の患者たちの多くは入院後キリスト教を信ずるに至った者で、総員の 3 分の 2 即





文化することになったとある。1931 年は、1916 年の創立の年から 15 年目となる年であり、「館
則」としてはかなり年月が経ったあとに成文化されている。その理由は多岐に亘ると思われる
が、1 つには、1930 年に湯之沢部落の人口がこれまで最多の 800 余名になったこと、信徒の数
も増えて 569 名となり、ホームの入館者は、マーガレット館を除いて、217 名で、バルナバ・
530渋沢栄一(1906)「熊本回春病院を訪ふ（其 2）」,『東京市養育院月報』65, 明治 39 年 7 月、pp.5-8. 
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す。されば、大正 11 年[1922]3 月聖ルセ館の創立によりて、ホームは男子独身者ホーム、女子















































 毎日 2 回から 3 回、祈りの時間があります。これとは別に教会では朝と正午に祈りの時があり、
ホームの入館者もしばしば出席しています。また、どのホームからも活発な福音伝道活動が絶えず








531徳満, op. cit., pp. 265-268. 
532 Cornwall Legh, Mary H. (1922), op. cit., pp. 12 & 15-16. 
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で 100 ドル(200 円)とみています。533草津の物価は他のところよりずっと高いのです。何もかも険
しい山道をはるばる運んでこなければならないからです。この高所では、長い冬の厳しさも支出の
大きな要因です。ホームにいる貧困病者以外に、ホームの外にも私が責任をもっている成人患者が




















533 1906 年の回春病院規則では、一人当たりの 1 年の経費を 100 円と計算している。熊本の冬は、草津よ
りはるかにしのぎやすく、燃料もかからず、また、物価も安かったと思われる。 
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534好善社, op. cit., p. 156.  
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り）に始まり、春 3 月の節句、3 月、または 4 月の観桜会（この時には園内に模擬店を開いたり、
時には芸能の会を催したりした）、夏には納涼演芸会、秋には運動会、12 月にはクリスマスの祝会
が盛大に行われた。これに加えて祝祭日の行事があり、特に 2 月 11 日の紀元節（現・建国記念、日
この日を期して、毎年宮内省、内務省、東京府等のらい事業への補助金下附が行われた）、4 月 29
日の天長節[現・昭和の日]には、昭和 15 年のこの日の「藤原鉤次郎日記」によれば「……午前 10
時、慰廃園式典挙行、宮城遥拝、大宮御所[ハンセン病者救済事業支援に熱心であった貞明皇后の住
まい]遥拝、国歌二唱、［教育］勅語奉読、式辞、了」となっている 。（下線筆者）好善社, op. cit., 



















535貫, op. cit., pp. 107-108. 
536飛松, op. cit., p. 138. 
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区）、および、「熊本市役所教育委員会博物館分室」（熊本市中央区）に所蔵されている。537 
 現存する最古の英文「決算報告書」Leper Hospital at Kumamoto, Kiushiu S. Japan, Report 




表 7-1 1905 年 6 月現在の入院者：入院期間が 5 年以上の患者（回春病院） 
番号 名前 性別 居住地 職業 発症年齢 年齢 入院年月 
1  女 肥後 奥女中 20 43 1895 年 12 月 
2  女 熊本 貴婦人 13 38 1896 年 4 月 
3  女 熊本 看護婦 18 37 1896 年 5 月 
4  女 熊本 職人 13 26 1896 年 6 月 
5  男 東京 職人 19 39 1897 年 8 月 
6  女 摂津 使用人 26 37 1897 年 8 月 
7  男 筑前 無職 21 39 1897 年 10 月 
8  女 肥後 使用人 18 30 1898 年 10 月 
9  女 豊後 教師 22 30 1899 年 3 月 
10  女 肥後 使用人 17 28 1899 年 5 月 
11  男 豊後 職人 16 27 1899 年 9 月 
12  男 美濃 秘書 16 27 1899 年 11 月 
13  男 摂津 職人 18 28 1900 年 2 月 
出典：Leper Hospital at Kumamoto, Kiushiu S. Japan, Report and Accounts for 1903-5, p. 10. 
 
 1905 年 6 月現在で、回春病院に入院している患者の中で、入院期間が 5 年以上の患者は 13
名である。男女の患者数では、女性患者が 8 名、男性患者が 5 名である。ハンセン病の男女比
率は 3 対 1 で男性が多いのであるが、回春病院に限ってみると、長期入院者は女性の方が多い。 
 最長期間入院者は 1 番目の女性患者で、9 年 6 カ月である。殆どの患者が 10 歳代で発症し、
最高発症年齢は 26 歳で、最低年齢は 13 歳である。患者の最高年齢は 43 歳、30 歳代が 8 名で、
20 歳代が 4 名である。殆どの患者が九州在住者であるが、東京から 1 名、摂津から 2 名、美濃
から 1 名の患者がいる。7 番目の男性患者の説明があるので読んでいく。 
537回春病院の英文の「決算報告書」は 1903-5 年、1910 年、1916 年、1925 年、1940 年の 5 冊であり、日
本語による「決算報告書」は 1906 年および 1917 年に出版された 2 冊がある。 
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しています。（筆者訳）Leper Hospital at Kumamoto, Kiushiu S. Japan, Report and Accounts for 
1903-5, p 7. 
 
表 7-2 1905 年 6 月現在の入院者：入院期間が 3 年以上で 5 年以下の患者（回春病院） 
番号 名前 性別 居住地 職業 発症年齢 年齢 入院年月 
1  男 肥前 無職 14 25 1900 年 9 月 
2  男 肥前 農業従事者 22 33 1900 年 12 月 
3  女 肥後 学生 13 20 1901 年 4 月 
4  男 肥後 学生 7 17 1901 年 6 月 
5  女 肥後 --- 7 13 1901 年 6 月 
6  男 豊後 屏風絵師 18 24 1901 年 11 月 
7  女 肥後 妻 20 28 1902 年 1 月 
8  男 熊本 障子製造 17 29 1902 年 2 月 
9  女 肥後 --- 7 11 1902 年 5 月 
10  男 筑前 農業従事者 14 20 1902 年 5 月 
11  男 長門 鼈甲細工 13 30 1902 年 5 月 
12  男 美濃 農業従事者 23 33 1902 年 6 月 
出典：Leper Hospital at Kumamoto, Kiushiu S. Japan, Report and Accounts for 1903-5, pp. 10-11. 
 
 入院期間が 5 年以下で 3 年以上入院している患者数は 12 名である。入院患者は男性の方が多
い。男性患者は 8 名、女性患者は 4 名である。殆どの患者は九州在住者であるが、長門からの
患者が 1 名、水戸からの患者が 1 名いる。発症した年齢では、10 歳代以下が 3 名、20 歳代が 3
名、そのほかの患者は 10 歳代である。患者の最高年齢は 33 歳、最低年齢は 11 歳である。10






表 7-3 1905 年 6 月現在の入院者：入院期間が 3 年以下の患者（回春病院） 
番号 名前 性別 居住地 職業 発症年齢 年齢 入院年月 
1  男 周防 農業従事者 21 28 1902 年 11 月 
2  男 肥後 警察官 34 38 1902 年 11 月 
3  女 肥後 無職 9 20 1902 年 11 月 
4  男 丹後 芸術家 25 30 1903 年 1 月 
5  女 肥後 小学生 8 12 1903 年 1 月 
6  女 豊後 --- 15 22 1903 年 2 月 
7  男 筑前 農業従事者 12 22 1903 年 4 月 
8  男 美濃 神主 17 29 1903 年 10 月 
9  男 肥後 農業従事者 34 41 1903 年 12 月 
10  男 下総 学生 21 26 1903 年 12 月 
11  男 周防 学生 16 27 1904 年 6 月 
12  男 伊予 職人 17 21 1904 年 6 月 
13  女 周防 農業従事者 15 18 1904 年 11 月 
14  男 肥後 農業従事者 12 24 1905 年 1 月 
出典：Leper Hospital at Kumamoto, Kiushiu S. Japan, Report and Accounts for 1903-5, p.11. 
 
 入院期間が 3 年以下の患者は 14 名である。男性患者は 10 名、女性患者は 4 名である。九州
在住者は 6 名、残り 8 名は九州以外の県からの患者である。これは、おそらく、回春病院の名
前が全国的に知られていった結果ではないだろうか。発症年齢が 34 歳の患者が 2 名いる。最低
発症年齢は 8 歳である。10 歳前に発症した患者は、この患者を含めて 2 名で、残りの患者は 10




 6 番の患者は、豊後に居住している女性で、現在 22 歳である。彼女は 4 歳の時に、両親に捨






















 このリストに掲載されている患者数は、合計 39 名であるが、この報告書(1903-1905)による
と、目下の患者数は 42 名であるという（この表の作成後に 3 名が入院した模様である）。また、
入院者は、すべて、洗礼を受けたクリスチャンであるという。病院が開院した 1895 年 11 月か
ら現在(1905)までの 10 年間の患者数の推移は、以下の表の通りである。539 
 
表 7-4 1895 年 11 月から 1905 年までの患者数の推移（回春病院） 
 合計入院患者数 出院患者数 死亡者数 現在入院患者数 
男性 63 32 5 26 
女性 26 7 3 16 
合計 89 39 8 42 
出典：Leper Hospital at Kumamoto, Kiushiu S. Japan, Report and Accounts for 1903-5, p. 11. 
 
 回春病院は、この頃、定員 40 名なので、延べの入院患者数もそれほど多くはない。しかし、
539光田健輔は回春病院の開院からリデルの死去(1932)までの38年間の救護患者数を1,663人と書いている。
1 年平均 43 人である。1945 年閉鎖までは、1663＋43x8＝2,007 人となる。光田健輔(1976)「リデル嬢が
我が国癩予防におよぼしたる効果」, 内田（編著）『ユーカリの実るを待て』. 
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男性患者の出院患者数が多いように思われる。軽症者が治癒する場合もあると思われるが、中
には、回春病院になじむことができずに出院した患者もいるのではないだろうか。男性患者数























 また、回春病院では、1901 年（明治 34）5 月本妙寺境内に「回春病院牧崎出張所」を開設し






表 7-5 牧崎出張所開始以来患者数県別表：1901 年（明治 34）から 1905 年（明治 38） 
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県名 人数 県名 人数 県名 人数 
熊本県 185 鳥取県 2 石川県 1 
佐賀県 21 香川県 7 長野県 3 
大分県 35 高知県 8 千葉県 1 
宮崎県 4 愛媛県 17 神奈川県 1 
福岡県 39 兵庫県 7 山梨県 3 
鹿児島県 5 奈良県 1 茨城県 2 
長崎県 9 京都市 4 山形県 3 
山口県 9 滋賀県 1 新潟県 1 
岡山県 10 大阪市 4 秋田県 2 
広島県 12 和歌山県 1 青森県 1 
島根県 2 静岡県 2 福井県 1 
出典：回春病院(1906)『熊本回春病院』, p. 13. 
 















540三宅俊輔医師は、患者から慈父のように慕われていた。森(1996), op. cit., p. 69.三宅医師の助手を務めた
のは、三井たみで、82 歳まで働いた勤勉な看護婦。信仰の厚い女性で、見るからに穏やかな女性だった。
内田守, op. cit. 
541森(1996), op. cit., pp. 267-268. 
542玉木愛子(1939)「闘病の手記」, 内田守人（編）『瀬戸の曙』、婦女界社. 
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 ……母と弟に守られて無事回春病院に迎えられたのは、初冬の柔らかい陽が美しい院の庭を照ら


















アム会といって盲人ばかりの聖書暗誦会が毎月 1 回催されるので、これまた 1 日も休むことなく私
のような手足の悪い者が、毎日 2、3 節づつお取次ぎをいたします。当時 70 歳に近いある老姉など、
ヨハネ伝、使徒書、詩編など全部の暗誦をすればゆうに 2 日はかかるという熱心さで、どの姉妹も
塙（はなわ）保己一跣足といったかたちです。Ibid., pp. 185-186. 
  








































544 Ibid., p. 195. 
545松島よし江(1999)「リー先生と過ごした日々」,『草津のタルピッ（月あかり）——在日韓国朝鮮人ハンセ
ン病者の証言』,  pp. 20-23,  聖公会出版. 
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いや夜中から起きて、巻寿司を巻いたりしました。……昭和の 10 年頃が 1 番盛んだったと思います。
そして、昭和 15 年頃まで続いたと思います。松島よし江(1999)「リー先生と過ごした日々」, 『草津
のタルピッ（月あかり）——在日韓国朝鮮人ハンセン病者の証言』, pp. 24-25. 
 








ル(10,000 円)が寄付された。さらに、実業家桑田権平からオルガン購入費 250 円が寄付され、
銀座十字屋楽器店から高級オルガンを購入した。 
 杉村所有の畑地 14.5 アールを 3,450 円で購入し、1929 年（昭和 4）11 月 13 日、土工担当者
杉村が地ならし工事に着手した。1930 年（昭和 5）8 月 11 日、総経費 8,634 円 2 銭で新校舎な
らびに運動場が落成した。落成式では、上町小学校長は、教育の必要性を説き、病気の児童に
「望」の校名のような希望と幸せがあるよう祝詞を述べた。吉田湯之沢区長は区民の道徳的観
546徳満著書『湯之澤 聖バルナバ教會史』、225 ページには、1925 年と記されている。 
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念の向上を述べ、望学校の落成を心から喜ぶと語った。また、山本町長も祝辞を朗読した。午
後 7 時から落成祝賀提灯行列が行なわれ、児童、父兄、部落民など 400 名を超える長蛇の列が
つづいた。落成式や提灯行列のための「落成の歌」までもできた。なお、創立以来 1937 年（昭
和 11）まで、延べ男子 140 名、女子 99 名、合計 239 名の児童が就学した。 
 望小学校に入学できたことを喜ぶ子供病者の文が掲載されている。547 
 





隠れるようにいわれた。子供心にもこんなに悲しいことはなかった。この 2 年半は 5 年にも 10 年
にも思えた。母も私をみかねて湯の沢につれてきてくれた。湯の沢では、病気の子供の望学校に入









 高等 2 年の忠ちゃんは 1 番頭脳がよい、呑み込みが早くて憶えがよいが、早合点の傾向がある。
悦ちゃんも同学年で努力家である。手工図画が得意で体格のよいのが好ましい。長ちゃんは高等 1
年で痩せ型近眼だが、壮健児だ。1 番仕事をよくする時局型である。照ちゃんは 6 年生で泣き虫だ
が、書き方は級中 1 番である。よねちゃんは最年長で準壮健児で、読み方と綴り方が得意で、文章
が英訳されてアメリカまで送られたことがあった。たえちゃんは裁縫と編み物を得意としている。




547山本よ志郎・加藤三郎, op. cit., pp. 117-120. 
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大きな特徴であり、また、それは希望でもあった。 
 

























































53 29 15 13 13  123 
1927（昭和
2 年） 
66 37 17 18 21 11 170 
1928（昭和
3 年） 
79 38 22 33 21  193 
1929（昭和
4 年） 
85 46 24 39 21  215 
1930（昭和
5 年） 




                                            
 


















その生涯としごと』, ドメス出版.  
 
表 7-8 全事業人員調査（1916 年 12 月—1930 年（昭和 5）12 月末日）（未感染児童収容施設「聖
マーガレット館」を除く） 
 人数 延べ人数 
男性ホーム 98 34,729 
女性ホーム 55 18,053 
夫婦ホーム 26  8,688 
準ホーム 33 14,485 
合計 212 75,955 
出典：徳満唯吉（著）・貫民之助（校閲）(1982)『湯之澤 聖バルナバ教會史』, pp. 320-322, 日本聖公会・
聖慰主教会. 
（注・1 年平均 5,425 人） 
 
1929 年（昭和 4）12 月末の聖マーガレット館の調査は以下の通りである。 
聖マーガレット館  21 名     述べ 7,604 名 
 
 いくつもの山越えをしなければ到達しない山奥の僻地草津湯之沢に、1930 年までに 75,955
人もの病者が集まってきて、ホームに入って暮らしていた。その延べ人数の多さにはただ驚か
される（1 年平均病者収容数は 5,425 人。一時救護患者を除く、慰廃園の 1 年平均病者収容数は






















 まず、初期の頃に入園した患者を見ていく。村上恭次朗は 1869 年 9 月生まれで、静岡県にて
教職についていた時に発症。1897 年 10 月 1 日 28 歳で入園し、以来、1942 年 8 月の解散時ま
で在園していた。入園の翌年にはクリスマス祝会に積極的に参加しているので、この頃、すで
に入信していたと思われる。以来、聖書を学ぶことに熱心で、大正年間大人の日曜学校の 1 ク
ラスを指導しているということが「好善社記録」にしばしば見られる。1927 年 10 月 28 日の記
録には、「本園患者村上恭次朗は、在園 30 年品行方正まことに模範たるの故をもってこれを表
彰したり。」とあり、1935 年 12 月 5 日の記録には、「7 月 22 日在園者 30 年以上優秀なる（最
古参者）村上恭次朗、石坂昌司（1899 年 7 月 14 年入園）、小林三之助（1901 年 7 月 16 日入園）
……特に、村上恭次朗には終身特別待遇を以て 1 室を与え、毎月金 2 円を給す。」とある。550 








549森(1996), op. cit., p. 43. 
550好善社, op. cit., pp. 110-111. 
 243 

















昭和 3 年 4 月 27 日 
 昨夜一時救護者中 1 名 剪刀（せんとう）にて自殺す 気管はそれしも出血多量にて虫のい
きなり 郷里福島多分其舎兄（しゃけい）また親戚の者も来りおれり 







昭和 4 年 5 月 3 日 




551 Ibid., pp. 157-158. 
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昭和 5 年 2 月 24 日 
 在園者加藤あき 伊与野こめ 2 名逃走 実に不心得（ふこころえ）千万なり 昨年畠山なお
走り 今日また此の不始末あり 大塚老姉 552落胆 気の毒千万なり 男患中に幇助（ほうじょ）
者あるものの如しと 能く其の禍根（かこん）を尋ねて之を絶つ事 また何れもの実家に急報
して措置をとる事 人心の悪化もまた此の園まで侵（おか）し来る 実に困った事なり 
昭和 10 年 5 月 27 日 
 園内に発狂者 2 名おこり実に塞口（そっこう）せる[驚いて口がふさがらぬ]由後藤[注・職員]
の苦衷（くちゅう）[苦しい心の中]誠に察する事ながら 1 名は已（すで）に逃走 これは凶器を
以て障害 然（しか）したいした事なかりしは深謝すべきなり 1 名は園患者にして日ごろおと
なしき者なりしがこれは大塚姉に説得させ 父と郷里信州長野に帰へることとなりたり 
昭和 10 年 6 月 8 日 
 別島重松と云う最近来りし患者 凶暴性の発狂者にて短刀を揮（ふる）ひ手もつけられず 在
園者も兢々（きょうきょう）たるありさまにて後藤等一同痛心困憊（こんぱい）す 依（よっ）


















552大塚かね。かねは 1945 年 4 月 11 日に 91 歳で永眠。 
553光田健輔 (1942)「慰廃園五十年」,『愛生』12 (9), 昭和 17 年 9 月. 
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 なお、1934 年（昭和 9）9 月末日における慰廃園の「本園収容」のハンセン病患者数は 120
名である。1894 年から 1934 年までの取り扱い患者数は以下の通りである。 
 
慰廃園 ハンセン病患者 1894 年 10 月創立以来 1934 年（昭和 9）9 月末日までの取扱数 
男   306 名 
女   100 名 
計   406 名 
この延べ数   582,791 名 
（注・慰廃園の 1 年平均病者収容数は 14,570 人） 
警視庁 委託一時ハンセン病救護患者 1909 年（明治 42）取扱開始以来 1934 年（昭和 9）9
月末日までの取扱数 
男   2,584 名 
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女 385 名 



























学校教育の必要を感じていたが、ようやく 1924 年（『湯之澤 聖バルナバ教會史』では 1925
年）、小学校教育が始められるようになった。教師経験者の患者や師範出身の訓導の患者に協力
してもらい、本格的な教育ができるようになり、アーノルド姉妹からの寄付金で学校の建物や
554森(1996), op. cit., pp.70-71. 
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1.  AMTL寄付終了と慰廃園の結末 
















  第 7 章で述べた通り、1941 年８月 9 日藤原はオルトマンス未亡人に会い、AMLT の寄付金








される。555 1942 年 6 月 13 日午後 3 時より慰廃園内にて好善社臨時総会が開催され、解散の決
議が行われた。その後、厚生省当局や多磨全生園との話し合いの結果、慰廃園の建物を全生園
に移転することになり、その経費について三井報恩会と交渉したのち、8 月 5 日の解散の日を迎
える。556 
(2) その日 
 1942 年 8 月 5 日藤原は午前 3 時に起床、6 時 10 分前頃園に到着。多磨全生園から石橋事務











名戸棚ニ隠レタル者アリシガ見付ケラレテ車中ノモノトナル。外 1 名、X 某（なにがし）ト云
フ同ジク一時収容ノモノ何レヘカ逃走シタル由ナリ。然（しか）シ何レモ丁寧ニ謝辞ヲ述ベテ
555 1941 年 7 月 1 日、府県立療養所は国立に移管される。佐川修・他, op. cit., p. 73. 
556好善社, op. cit., pp. 163-164. 
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参ヘリタリ。 
 
 次に、第 2 班の患者たちが自動車で移送される。涙の中での別れとなった。 
 




 午後 2 時頃になると、自動車が戻ってきて、第 3 班の患者たちを移送することになるが、長
年園で暮らした患者たちや模範患者として表彰された村上恭次郎や小林三之助がおり、どうし
てもすぐには立ち去ることができず、自動車の出発は 4 時半頃になった。 
 
 午後 2 時頃第 3 班ハ村上恭次郎、小林三之助、田中よし子等皆在園者中ノ重（おも）ナル人
ナリ。村上ハ門外ニ杖ニ倚（よ）リテ暫（しば）シ佇ミ、門外ニ向ヒ無量ノ感慨ヲ以テ黙祷ス。
村上ト云ヒ小林ト云い、40 年以上 45 年ヲ居住シタル長老等ニシテ此ノ感アルハ当然ナリ。慇懃
ニ謝辞ヲ述ベ車中ニ入ル。コハ最後ノ送車ニシテ離レガタキ想ヒヲ以テ此処（ここ）発シタル
ハ午後 4 時半頃カ。一同之等ヲ送リテ力脱ケセシモノノ如シ。 
 










静無事に患者の移送は終わったと藤原は述べる。その後、藤原は残務処理を行い、9 月 13 日に
は全生園を訪ねて、入園者だった患者たちと歓談し、再会を約束して帰る。園の病棟 45 坪の建
築物の全生園への移転に関しての金策がようやくめどがついたのち、これまで数ヶ月の疲れが








2. エダ・ライトと回春病院の終熄  
 1923 年、病気がちであったリデルの世話をするために、関東地方で米国聖公会宣教師として
働いていたエダ・ライトが熊本に帰ってきた。1927 年 4 月 71 歳のリデルは糖尿病を煩ってい
たが、最後の英国・米国への寄付金集金旅行に出かける。1 年以上米国・英国に滞在したのち、
1928 年 9 月に帰国した。健康状態はかなり悪化していた。1930 年には膝関節のねん挫のため、
神経痛に悩まされ、車いす生活となる。この年、人力車に代わって、運転手付きの黒塗りの乗
用車を使うようになった。古新屋敷の豪邸には多数の使用人(4 人か)、コックが 1 人、執事がお
り、近所の人々は余りの贅沢な暮らしに眉をひそめる。1930 年 11 月 10 日皇太后より全国のハ
ンセン病者救済事業家たちに特別の下賜金が付与されることになり、午前中大宮御所に招待さ
れ、下賜金を拝戴し、茶菓の持てなしを受けるが、その夜の内務大臣主催の晩餐会は健康がす
ぐれず辞退する。12 月 13 日付けの渋沢栄一への手紙によると、宿泊していた帝国ホテルには、














の豪邸から週に 2、３回病院を訪れていたリデルと異なり、ライトは、「らい研究所」を 2 階建
557「社団法人好善社」＜http://www.kt.rim.or.jp/~kozensha/＞ 
558猪飼(2005a), op. cit., pp. 255-256. 
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てに改造して、1 階を事務室、2 階を住居部分とし、1935 年 9 月 23 日、古新屋敷町の豪邸を引




がライトの行く先々を監視していた。559 1940 年 6 月 6 日にライトが鹿児島の鹿屋にある星塚
敬愛園に患者見舞いに出かけたときには、特高警察の監視付きであった、とライトの日記に記
されている。5601940 年 8 月 11 日『九州日日新聞』には、4 段抜きの見出し「暴英膺懲（よう
ちょう）の雄叫び 直ちに武力を発動し 暴英を撃滅せよ 熊本県民大会の盛況」、「イギリス
討つべしと 舌端火を吐く熱弁 熊本市民大会の盛況」と、血気盛んな熊本県民や市民の様子
を報道している。  
 同年 9 月 11 日軽井沢の避暑から回春病院に戻ると、豊福牧師と秘書の飛松甚吾が警察に監禁
されているのを知った、この日からしばらくの間、2 人の刑事がらい研究所 2 階のライトの居室
に入り込んだ、とライトはメモに書き残している。561 9 月 14 日、ライトは、短波ラジオを持









いもできない状態になっていた。1941 年 1 月 31 日評議員会が開かれ、英国や米国からの送金
が途絶え、これ以上病院を経営することは困難であり、ライトはスパイ容疑で身辺に圧迫がか
けられているので、病院を閉鎖するより他に方法はないという結論に達した。563 患者たちに
はなるべく動揺を最小限度にしたいという配慮から、2 月 3 日の当日まで知らせなかった。 
559澤正雄(1995)『日本の土に：ハンセン病者のため日本に骨を埋めたリデル、ライト両女史の生涯』, p. 51,
キリスト新聞社. 
560リデル・ライト両女史顕彰会（編）(2000), op. cit., p. 48. 
561 Ibid., p. 49. 





                                            
 
画像 8-1「他人を見たら泥棒だ 外人はスパイと思へ 県下の在留者 280 名」、『九州新聞』 











姿は、今も彷彿として眼底によみがえってきます。患者は全部で 59 名でした。」と述べている。564 
ライトは英国が戦時中のため帰国できず、オーストラリアのパースに住んでいる英国人 CMS 宣
教師仲間であったメイ・フリースを頼って、1941 年 4 月 2 日に出航。大連にいたライトの友人
澤正雄は 4 月上旬にライトから手紙を受け取る。565 
 
 あなたはびっくりなさるかもしれませんが、私はスパイの嫌疑を受けて、日本政府から国外追放
564リデル・ライト両女史顕彰会（編）(1993), op. cit., p. 25. 
565澤正雄(1993)「ライト先生の祈りと心」,『愛と奉仕の日々：リデル・ライトの足跡』, pp. 7-8, リデル・
ライト両女史顕彰会. 
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リデル・ライトの足跡』, pp. 7-8, リデル・ライト両女史顕彰会. 
 
 エダ・ライトは、太平洋戦争終了後、1948 年 5 月日本に戻り、回春病院の元医師宅に居住。




 一方、聖バルナバ・ミッションでは、1936 年（昭和 11）1 月 8 日リーがシメオンとネテルト
ンと共に明石に向かったその日の午後 3 時、未感染児童ホーム聖マーガレット館が原因不明の
火事で全焼する。帰草したネテルトンは再建資金を内外に訴えて、同年秋に、同じ場所にほぼ
同じ外観で、総建坪 80 坪（最初は 53 坪）の 2 階建ての建物を完成させる。566 現在草津町に
ある頌徳公園の南側の建物は再建された聖マーガレット館である。 
 前述したが、日本国内では数年前から不穏な空気が流れていた。1931 年（昭和 6）9 月満州
事変、1932 年満州国建国、1933 年（昭和 8）3 月日本は国際連盟から脱退、1936 年（昭和 11）
1 月ロンドン軍縮会議から脱退、2 月には 2・26 事件が起こり、1937 年（昭和 12）7 月日中戦
争(1937-1945)が始まる。こうした国際情勢の中、米国聖公会外国伝道局総主事であるウッド博









米国 AMTL から      4,800 円 
米国聖公会外国伝道局から 568  3,600 円 
内務省から      8,262 円（年によって異なる） 
皇太后から年間          4,000 円 
両陛下から           500 円 
566徳満, op. cit., p. 339. 
567 Wood, John Wilson (1936) “Shall the Kusatsu Leper Work Continue?”, The Spirit of Missions, vol. 
101, pp. 245-246.  
568コンウォール・リーへの宣教師給料と思われる。 
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群馬県から           250 円（年によって異なる） 
合計           21,412 円      
  
 支出は 48,000 円。不足分のうち、12,000 円をリーが負担したため、リーの資金は 30,000 円
となった。 
 日中戦争が始まると、誰の目にも聖バルナバ・ミッションの継続は不可能になっていくこと
が明らかとなった。1938 年（昭和 13）5 月には「国家総動員法」が発令される。聖バルナバ・
ミッションを援助してきた米国や英国らの連合国との衝突も、もう時間の問題となってきた。 
 1938 年、ホームを退館して 1938 年中に国立療養所栗生楽泉園に入園する病者には 50 円を支
給するという勧告が群馬県から出され、それに応じて退館し楽泉園に入園する患者が出てきた。
この 50 円退館勧告はホームの入館者たちに衝撃を与えたため、その責任をとって、1938 年 6
月秋山管理司祭が退任。以後、山中政三牧師が、シェパードと共にミッションの責任者となっ
た。山中は、草津町の出身。病者ではなく、上町に住んでいた健常者である。1915 年 1 月に光
塩会に入会し、熱心な会員となり、宿沢薫と協力して上町に光塩会の支部を作った。同年 11 月
4日アンドリュース司祭によりヨルダンホームにて受洗。リーの勧めで、1917年 7月 30日上京、
築地の聖三一神学校に入学。3 カ年の課程を終了して、1920 年 7 月帰草。その後は、聖バルナ
バ教会のために献身し、最後の責任者となり、ミッション解散のために尽力した。ホームの入
館者のうち 86 名が 1940 年（昭和 15）末までに退館した。569  






する事は全く不可能となったので、昭和 16 年 4 月末限り、聖バルナバ・ホーム及び付属事業一切を
解散する事に決定した。即ち昭和 16 年 4 月 13 日の復活祭には、ライフスナイダー(Charles Shriver 
Reifsnider)主教司式にて、ミサ聖祭を行い、また、ホーム解散式を教会会館にて行った。主教から
解散に就（つ）いての挨拶があり、ホーム員一同に手当金授与。男子ホーム舎監徳唯兄一同を
代表して感謝の辞を述べた。在館者[73 名]の内全生園へ兄姉 9 名、愛生園へ兄姉 8 名、其の他の兄
姉の大部分は栗生楽泉園へ入園した。婦人ホームは 4 月 21 日、男子ホームは 4 月 24 日に転園を完
了した。聖バルナバ医院診療所のみは部落解散まで湯之沢診療所と改名して暫く存続する事になっ
569中村, op. cit., p. 247. 
570徳満, op. cit., pp. 345-346. 
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た。昭和 17 年末湯之沢部落解散と共に、鶴田一郎医師は栗生楽泉園医官として勤務された。徳満唯
吉（著）貫民之助（校閲）(1982)『湯之澤 聖バルナバ教會史』, pp. 345-346. 
 
 こうして、1916 年（大正 5）4 月 20 日コンウォール・リーの来草により開始された聖バルナ
バ・ミッションは、1941 年（昭和 16）4 月末日に解散し、25 年間の活動を終えた。1932 年（昭
和 7）11 月から刊行されていた文芸雑誌『高原』は一度も休刊することなく 1941 年 2 月まで続
いたが、100 号をもって終刊とし、9 年間の歴史を閉じた。湯之沢部落は、国が計画した通り、
病者はすべて移転させられ、1942 年（昭和 17）5 月には住民の移転は完了し、1887 年（明治











 ネテルトンは、太平洋戦争が終わると、約 18 年間の草津での献身を終え、1947 年（昭和 22）




泉園入園者自治会編(1983)『風雪の紋：栗生楽泉園患者 50 年史』の初版が出版された 1983 年
（昭和 58）、マーガレット館に子どもはいなくなったが、小笠原愛子が一人で住んでいた。573 
 メアリー・ネテルトンは、1977 年（昭和 52）10 月 26 日英国南部ドーセット、スワニッジ
(Swanage)の姉妹と同居していた自宅で心膜血腫のため永眠した。79 歳だった。小笠原愛子は、
群馬県高崎市にある聖公会の特別養護老人ホーム「誠の園」（まことのその）で、2001 年（平成
13）6 月 30 日急性心不全のため 92 歳で永眠した。 
571Ibid., p. 101. 
572彼女の来草により、女児に日本家庭のしつけができるようになった、と貫は記述している。貫, op. cit., p. 
76. 
573栗生楽泉園入園者自治会, op. cit., p. 52. 
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 まとめ 
 本章で明らかにした通り、3 人の女性宣教師の創設したハンセン病療養施設の中で、一番最















山中牧師であった。聖バルナバ・ミッションは 1941 年 4 月末日に解散した。政府は、ハンセン
病者スラムを一掃する計画をたてており、湯之沢部落の病者は国立ハンセン病療養所に収容さ
れ、湯之沢は計画通り 1942 年 5 月末に消滅した。 







 本論文において、筆者が 2006 年から 2014 年に亘って行ってきた、太平洋戦争前にハンセン
病者救済活動に従事していた 3 人の女性宣教師についての調査・研究結果を報告した。3 人の宣
教師は、ケイト・ヤングマン、ハンナ・リデル、メアリー・H・コンウォール・リーである。 


































た。リデルは 1893 年 5 月に行われた宣教団年次総会において、本田の作成した「病院建設提案








  コンウォール・リーは、1915 年６月草津湯之沢のハンセン病者宿沢薫に依頼されて、翌月
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